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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　　口絵・本文イラスト　和泉つばす

　　口絵デザイン　田口純愛（ｔａｇｕ─ｄｅｓｉｇｎ）
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　プロローグ







　宮ぐう司じの手によって、その額がくは高みに飾かざられた。壁かべを埋うめ尽つくす額の中でそれは、一回り小さく、色いろ遣づかいも地味で目立たない。穏おだやかにうなずく宮司に小さく礼をして、女性は扉とびらをくぐるようにして外に出た。

　冷たい風に鬢びんの一ひと房ふさが流され、思わず目をつむる。気づけば手が乱みだれた鬢をなでつけていた。ここへ最初に訪おとずれたときのことが昨日のように思い出されるのに、いつしかこんな仕し草ぐさが自然にできてしまうほど、時間が経たってしまったのだ。

「もう終わったのか？」

　穏やかで優やさしい声が、階きざはしの下から呼んでいる。小さくうなずいて階段を下り始めると、声の主はついと歩み寄って、手をさしのべた。彼女の小さな手をすっぽり包つつみ込こんでしまうほどの、大きくて骨ほね張ばった手をしている。支し配はい階かい級きゆうにある男の手は彼女には及およばぬとはいえ、すべらかだったが、それでもやはり男性の手だった。

「これで満足なのかい？」

「ええ。いずれ誰だれかがあの遺い題だいを解といてくれれば……それだけで」

「イダイ？　解題ではないのかい、今いま有ある太夫だゆう？」

　訝いぶかしげな男に、女性はゆるゆると首を振った。

「答えの出ない問いもあるのです。……辰たつと」

「え？」

「辰……子、とお呼び下さい。旦だん那な様さま」

　また、一陣の風が彼女の髪を乱す。刹せつ那な、揺ゆれ動うごいた彼女の瞳ひとみは、瞬またたきの後で強い光を宿やどす。

　ここにいるのは、辰子という名の、一人の女性。

　すべては、あの遺題の額の中に置いてきた。

　いつかきっと、あの遺題を解いてくれる者が現あらわれる。そうすれば、想おもいは報むくわれる。




　そして二人は、二度とこの地を訪おとずれることはなかった。







　一、今有如図いまずのごとくある
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　その豪ごう奢しやな洋よう館かんの中でも、西せい翼よく一階の一いつ郭かくには比ひ較かく的てきこぢんまりとした部屋が並ならんでいた。西の端はしには途と中ちゆう階かい段だんを挟はさんで三つの部屋が並んでいたが、いずれも使用人の部屋として作られたもので、客きやく間まとは比くらべものにならないほど小さくて質しつ素そだった。

　それでも、新しい住人のために張はり替かえられた壁かべ紙がみは光を弾はじいて明るく輝かがやき、清せい潔けつな生き成なり地じのベッドカバーは皺しわ一つなく寝ね心ごこ地ちのいいベッドを包つつみ込んでいて、一日の仕事を終えてくつろぐには十分すぎるほど、快かい適てきな部屋である。

　漆しつ黒こくのメイド服に身を包つつんだ館たて山やま千ち広ひろは、最終確かく認にんのためにぐるりと部屋を見み渡わたした。と、一つだけカーテンタッセルが外はずれていることに気づき、手て早ばやくカーテンをまとめる。窓の外そとに見える空は明るい。天気のいい日で良かった。

「千広さん、赤でいいんですよね……？」

　開け放たれたままのドアから入ってきたのは、市いち川かわ吉よし香かだ。千広とは色いろ違ちがいの濃のう紺こんながら、やはり白いエプロンにヘッドドレスを着けた彼女もまた、この家に仕つかえるメイドだった。その手には、これまた色違いのメイド服が二つ下げられている。色はどちらも深しん紅くである。

「そう。元々印いん西ざい家にいて、華か族ぞく社会に明るいし、つい先日まではカフェで働いていたらしいからね」

「カフェ！　だったら、八や千ち代よさんのお手て伝つだいに向いてそうですね。一いち応おう、百六十と百五十と、二つ出してきました」

　漆しつ黒こくはメイド頭がしら、濃紺は館やかたの主あるじである佐さ倉くら家の人間付き、深紅はその館を訪おとずれる来らい客きやくを受け持ち、料理人である山さん武ぶ八千代の手伝いとして料理補ほ助じよも担たん当とうする。元々、館の規き模ぼに見み合あうだけのメイドを抱えていた佐倉家では、色によってメイドを区く別べつしており、担当者各一名となってしまった今も、その伝でん統とうが守られていた。

「やっと終わったー！」

　四色目、濃のう緑りよくのメイド服を着た少女が、部屋に付いたバスルームから出てくる。掃そう除じ洗せん濯たく担当の柏かしわ春はる生きである。その春生を見やり、千広は薄うすく口くち許もとに笑えみを浮かべた。

「お風ふ呂ろは壊こわれてなかった？」

　その問いに、春生はぶんぶんと首を横に振ふる。つられて、黒いお下さげ髪がみが彼女の頬ほおをはたくように振り回される。
















「いったぁ……」

「何やってるの、春生ちゃん。顔、真っ赤になってるよ」

「な、なんでもないよ。ちょっと馬ば力りきかけて掃除したから、汗あせかいただけ」

「お風呂って……千広さん、お風呂の調ちよう子し悪いんですか、ここ？」

　深紅のメイド服をクローゼットに掛かけながら、吉香が振り返る。薄うす茶ちやの髪は、きっちりとうなじの上にまとめられ、ほつれて飛び出すものは一ひと筋すじたりともない。こうした技ぎ術じゆつは身体からだが覚おぼえるとはいっても、やはり中身がそっくり入れ違ってしまえば継けい承しようされないものなのだろう。

『女は後ろにも目がついているに違いない』

　怨うらみがましい友人のぼやきを思い出して、千広は思わずくっと喉のどを鳴らす。

「千広さん？」

「いや……なんでもない。お風呂はね、他に調子悪い部屋があったようだから」

「そうだったんですか。春生ちゃん、知ってた？」

「え、あ、うん。でもあれは、何か詰つまってただけみたい。ここはちゃんとお湯も出るし、排はい水すいも大丈夫」

　春生は眼鏡めがね越ごしに、上うわ目め遣づかいで千広を睨みつけてきたが、素そ知しらぬ顔で、千広はバスルームへ入っていった。

　かつてこの部屋は、深紅のメイド服を着た女性が使っていた。彼女の趣しゆ味みはあまり一いつ般ぱん的てきなものではなく、メイド服にはリボンとフリルとレースが足され、部屋の内ない装そうも知らぬ間に同どう様ようの改かい装そうがなされていた。

　ある程てい度どの裁さい量りようが認みとめられていたとは言っても、さすがにバスルームのタイルを薔ば薇ら柄がらのものに張はり替かえたり、水すい栓せん金かな具ぐやシャワーヘッドまで取り替えられてはたまらない。元のタイルや金具は少しレトロだが品のいい物ばかりだったのに、それらは前の住人によって廃はい棄きされてしまったようだ。

　そのメイドが辞やめて、この部屋はしばらく封ふう印いんされていたのだが、今回新あらたにメイドを一人雇やとい入れることとなり、急きゆう遽きよ部屋は改装されることになったのである。

　バスルームは以前の通りといかないまでも、清せい潔けつな白いタイルで埋うめられ、ところどころに配はい置ちされた立体的な蔓つる草くさのモチーフがアクセントをつけている。シャワーヘッドも水栓金具もおとなしいものに変えられ、どこから見ても控ひかえめな使用人部屋のバスルームといった体だ。

　莫ばく大だいな借しやつ金きんを背せ負おって金きん銭せん的てきに余よ裕ゆうのなかった佐倉家は、本ほん来らいならばその倍は必要な使用人を新たに雇い入れることができずにいた。現在残っているメイド三人に料理人、運転手兼けん務むの執しつ事じの合わせて五人は、自じ主しゆ的てきに給きゆう金きんを返上して労働時間を大おお幅はばに増やしている状じよう態たいだ。

　しかしこのたび、五十年かかっても返せそうになかった先々代からの借金が帳ちよう消けしとなり、それどころか、その融ゆう資し先さきから寄付金まで振り込まれたため、使用人の給金はもちろんのこと、人ひと手でを増やせる目め処どが立ったのである。

　そうは言っても、辞めていったメイドに少なからず問題があったこともあり、簡かん単たんに人を雇い入れることもできない。そんなとき、当とう主しゆである真ま琴ことが、知ち人じんからうってつけの女性を紹しよう介かいされたのだという。

　それが一週間前のことで、その新しいメイドが今日、紹介者とともにやってくる。

「春生、タオルが足りないようだけど」

「あー！　さっき、うっかり掃除中にバスタブに落としちゃったんですよ。取ってきます」

　言うが早いか掃除用よう具ぐをまとめた春生は、リネン室へ向かって飛び出していった。

「慌あわただしいなぁ、春生ちゃん」

「張り切っているようだね。今のメンバーでは、一番の新しん参ざん者ものが自分だから、後こう輩はいができるのが嬉うれしいんだろう」

「そうですね。でも、年は千広さんと同じだから、二十二……？　四つ上の後輩かぁ」

「張り切ってるのは、吉香も同じ。まだ無む理りしちゃいけないはずじゃ？」

　千広は自分の左腕うでをちょいちょいっと指さす。しかし吉香は、にっこりと笑って首を振った。

「もうギプス外はずれて一週間ですよ？　全ぜん然ぜん、平気です」

　吉香がアピールのために腕を振り回そうとするのをとどめ、千広はため息をついた。

「外れた、じゃなくて、外したんだ。無む理り矢や理りね。だからこそ、あまり負ふ担たんを掛けないように言っている」

　一月前、吉香は左腕を骨こつ折せつしてしまった。全治六週間と診しん断だんされ、くれぐれも安あん静せいにするように医い師しから言われていたのに、その期間の半分ほどで、はめられていたギプスを勝かつ手てに外してしまった。そして、翌よく日じつからは当たり前のように濃紺の制服を身につけて、真琴付きのメイドとして職しよく場ば復ふつ帰きしてしまったのである。

　確かに、メイド二人で佐倉家を回していくのはきつい。けれど、怪け我が人にんをこき使うのはもっときつい。

　入れ替わり立ち替わり、使用人たちは吉香の説せつ得とくを試こころみたが、吉香は今のように笑って取り合わず、最終兵器として投とう入にゆうした真琴の言げんさえも退しりぞけてしまった。

「本当に大丈夫ですよ。あちらで休みはいただきましたから」

「……怪我する前に休んでどうする」

「いいんです」

　吉香はそう言ってくすくすと笑った。そこへ、タオルを手に春生が戻ってくる。

「何笑ってるの？　……！　まさか千ち尋ひろさん──」

「まさかって？　春生に後輩ができるね、って話してたんだけど」

「……ならいいんですけど。そうだ、東とう金がねさんが呼んでます。もうすぐ時間だって」

「ありがとう、春生。タオルを置いたら仕事に戻もどって。吉香も」

　最後にもう一度室内を見回して、千広は二人を残して玄げん関かんホールへと向かった。玄関脇わきに控ひかえていた東金善ぜん一いちが、千広に気づいて近づいてくる。

「真琴様からの伝言で、お客様は書しよ斎さいにお通しするように、とのことだよ」

「書斎に？　メイドだけならともかく、紹介者の方もいらっしゃるんですよね」

「ああ。ご一いつ緒しよにと」

　千広は内ない心しん首を傾かしげる。

　佐倉家を支える当主・真琴は、先代の始めた輸ゆ入にゆう業ぎようの会社を継つぎ、その経けい営えいの一いち翼よくを担になっている。しかし十八とまだ年若く、学生でもある真琴が会社を訪おとずれることはあまりなく、基本的に仕事は書斎で行うことが多い。

　そのため会社の人間が館を訪れ、書斎で打ち合わせを行うこともある。その場合、まっすぐ書斎へ行くこともないではないし、紹介者が社の人間ならばおかしなことではない。けれど、紹介者は真琴の知人であって部下ではない。おそらくは会社ではなく公こう爵しやく家けの人じん脈みやく筋すじだろうから、応おう接せつ間まへ通すのが筋ではないのだろうか。

（でなければ、多少礼を失しても構かまわないような、親しい相手……？）

　千広の脳のう裏りに一人の男性の姿が浮かぶが、すぐに却きやつ下かする。それは確かに真琴と非ひ常じように親しい人間だったが、今は仕事の都合で遠えん方ぽうにあり、ここ一年ばかり顔を見せていない。一月前のあの事件についても、もしかしたら耳に入っていないことさえ考えられる。

　メイドたちが笑いあえる、そんな穏おだやかな日常──しかし一ヶ月前まで、佐倉家には重おも苦くるしい空気が充みち満ちていた。

　両親を亡なくし、会社と公爵家と、その双そう方ほうを担わなくてはならなくなった若き当主は、融ゆう資し先さきである男だん爵しやく家けからの縁えん談だんを断ことわり切れず、意に染そまぬ結婚へと踏ふみ出した。

　そのまま結婚が成っていれば、今もまだこの館やかたの中に笑い声が戻ることはなかったかもしれない。けれど式の当日、花はな嫁よめが起こした事件が縁談を消しよう滅めつさせた。黙だまっていれば佐倉公爵夫人になれたはずの男爵令れい嬢じようは、真琴の前からだけでなく、社しや交こう界かいからもその存そん在ざいを抹まつ消しようされた。どれだけ金をばらまいたものか、事件が表おもて沙ざ汰たになることはなく、令嬢の消しよう息そくを知るすべもない。

　その事件に、部屋をぶりっぶりの悪趣味に改かい装そうしてしまったメイドが関かん与よしていた。喉のどから手が出るほど人手が欲ほしかった時期でもあり、劣れつ悪あつな労ろう働どう環かん境きようでも構わないという奇き特とくな人間を逃のがす手はない。結局、詳くわしい身み元もと調ちよう査さもせずに雇い入れてしまったメイドだった。雇用条件を文もん句く一つ言わずに受け入れていたのは、彼女に思おも惑わくがあったからだったのだが。

　この苦にがい経けい験けんから、真琴は身元が確かな人間でなければ雇わないと決めた。しかし、事件についてはおおっぴらに語かたれないし、少々改かい善ぜんされたとはいえ、相変わらず労働環境はけして良いとは言えない。こうしたことがネックとなって、なかなか紹介を頼たのめずにいたのである。

「ああ、来たようだ」

　東金の声にはっと我われに返ると、扉とびらの向こうから車のエンジン音が聞こえる。東金と目を見み交かわした千広がそのまま玄関から出ると、車はちょうど停てい止ししたところだった。

「……あれは」

　ガラス越ごしに顔なじみの運転手の姿を認みとめて、千広は眉まゆをひそめた。あれは佐倉家の顧こ問もん弁べん護ご士しを務つとめる四よつ街かい道どう聡さとしの運転手だ。もし紹介者が聡であるならば、これほど確かな保ほ証しよう人にんもいないのだから、紹介者、などと言い換かえることはないだろう。何な故ぜ、その名を伏ふせたのだろうか。

　それとも、あれに乗っているのは聡ではないのか。四街道の車を使える、佐倉家縁ゆかりの人間──────まさか。

「やあ、久ひさしぶり！　驚おどろいてもらえたかな」

　真っ先に車から降りてきたのは、藍あい色いろの髪の男性で、ゆるくウェーブのかかったその髪を手ぐしで整えると、にっこりと笑った。その表情に、一いつ瞬しゆん揺ゆらいでしまった心を瞬まばたき一つで散らし、千広は頭を下げた。

「お久しぶりです、薫かおる様」

　千広が挨あい拶さつを返すと、薫は千広の顔をまじまじと見つめて、ちょっとだけ口を尖とがらせた。

「その顔、あんまり驚いてないね。あ、もしや真琴がばらしてた？　口止めしといたのに」

「いえ……十分に驚きました。薫様がいらっしゃるとは夢にも思わなかったので」

「夢でくらいは想おもってほしかったけどね」

　四街道薫は、何のてらいもなくそう言ってのけると、まだ開けはなったままの後こう部ぶ座ざ席せきを覗のぞき込こんだ。

「ほら、早く出といで。車は帰してしまうから」

　そのまま脇わきに控ひかえていると、奥からおずおずと一人の女性が現あらわれた。桃の花のような鮮あざやかなピンク色の髪が、まず目に入る。うなじの辺りで二つに分けてまとめるという、飾かざり気のないスタイル、そして服装もまた質しつ素そで慎つつましやかだ。

　女性は、千広を見るとはっとしたように目を見開いて、慌あわてて頭を下げた。

「あ、あの……ま、松まつ戸ど諒りよう子こです。よろしく、お願いします」

「松戸……諒、子」

　記き憶おくの片かた隅すみに、似た名前の男がいる。あちらで関かかわりのあった人間は、形は変わっても、やはり関わってくるものなのだろうか。改めてその顔を礼を失せぬ程てい度どに眺ながめれば、心持ち垂たれ目の愛あい嬌きようのある顔は、どこか似ている。

「この子がお探しの新しいメイドさん。諒子ちゃん、こっちがメイド頭の──」

「館山千尋です。どうぞよろしく」

「薫様から、お噂うわさはかねがね……。こ、これからよろしくお願ねがいします」

　どんな噂を聞いているのか、言葉がぎこちないのがその噂のせいでないことを願うのみだ。千広は小さくうなずいた。

「ええっと、真琴は書斎？」

「はい……ああ、薫様！　お荷物は私が！」

　薫はトランクから出した大きな鞄かばんを二つ、両手に提さげて、案内も待たずに玄関に向かっていく。慌てて後を追った東金が荷物を受け取り、かろうじて先に立って館に招まねき入れた。それをぼんやり見送っていた諒子が、不ふ意いに大声を上げた。

「荷物……あぁっ!?　どうしよう、私の荷物まで！」

　おろおろする諒子の肩に手を掛かけ、ゆっくりと声を掛ける。

「大丈夫。東金さんが部屋に運んでおいてくれるから。それよりあなたも書斎へ。真琴様にご挨拶をしなければ」

「は、はい……きゃあっ！」

　石いし畳だたみのわずかな隙すき間まに足を引っかけた諒子は、なすすべもなく前のめりに倒たおれていく。それを片腕で受け止めた千広は、そのままぐいっと元の位置まで立て直した。

「慌てなくていいから」

「……はい。ありがとう、ございます……」

　うつむいた諒子は耳まで赤く染そまっている。桃色の髪に、その朱しゆがよく映はえる。

　感かん触しよくでは吉香に勝ることはなさそうだが、それでもやはりバランスを崩くずしやすいのだろうか。どちらにせよ、転ころびかけた人間を抱きとめる技術は、会え得とくしておいてよかったようだ。使う機会がないにこしたことはないが。
















「千尋、さん……？」

「書斎に案内します。ゆっくりついてきて」

　心持ち足運びをゆるやかに、千広は館の中へと戻った。










　四街道薫は顧問弁護士の息子むすこ、というだけでなく、真琴の親友でもある。華か族ぞくという特とく殊しゆな社会の中、心を許せる友を持つのはなかなか難むずかしい。

　四街道家は代々佐倉家に仕つかえており、いずれ薫も真琴の顧問弁護士を務めることになっている。それを見み越こしてといえば少しあざといようではあるが、幼おさない頃ころから佐倉家に出入りしていた薫は、七つ上ということもあって真琴にとって兄のような存そん在ざいでもあった。

　華族に近しい場所にいるとは言っても、四街道家は庶しよ民みんで、そのせいか気取ったところが一いつ切さいない。聡もそんな気き質しつがあったが、薫は輪わを掛かけて更に気さくで親したしみやすく、千広のようなメイドにも気き軽がるに声を掛けてくる。

　あまりに開けっぴろげで軽く見える息子のことを心配した聡は、自分の弁護士事務所ではなく、遠方にある知人の事務所に『丁でつ稚ち奉ぼう公こう』に出すことにした。それが一年前の話だ。かつては我わが家やのように入り浸びたっていた薫も、以い来らい滅めつ多たに顔を出すことはなくなっていた。最後にこの館を訪おとずれたのは、七ヶ月前の先代夫妻の葬そう儀ぎの時だったろうか。

「本当に口すべらしてないのか？」

「してませんよ。薫さんの言うとおり、ただ紹介者としか」

　書斎に入っていくと、ソファに向かい合った真琴と薫が楽しげに言葉を交わしていた。そこには一年のブランクを感じさせるものはまったくない。

（こんなところまで、あの人にそっくりだ）

　千広は、同じ名を持つ女性を思い出さずにはいられなかった。千広に気づいた薫が、振り返りざまにウィンクする。

「悪かったね、さっさと一人で来てしまって」

「いえ。真琴様、こちらが薫様がご紹介下さった松戸諒子さんです」

　わざわざ『薫様が』、とつけた千広に、真琴は苦く笑しようした。

「薫さんがどうしても驚かせたいから、自分の名前は出すなとしつこくてね」

「随ずい分ぶんと久しぶりだからね、彼女がどんな顔をするか見たかったんだよ。とにかく、これで千尋ちゃんが少しでも楽になるといいんだけど」

　言いながら立ち上がった薫は、書斎の入り口でまごまごしている諒子を引っ張ってくると、真琴の前に立たせた。

「はい、ご挨拶」

「ま、松戸諒子です。あの、これが印西家の紹介状で──」

　諒子から渡された紹介状を、真琴は開こうとしない。そして、真しん摯しな瞳めで諒子を見み据すえた。

「ご覧の通り、ここは無む闇やみに大きな館でね。それでいて、人手は必要最小限にも達たつしていない。無む給きゆうというわけじゃないが薄はつ給きゆうだし、その割に仕事はきつい。印西家とは比くらべものにならないだろう」

「手の内見せすぎだよ、真琴。カードってのは少しずつ見せないと」

「最初が肝かん心じんなんです。あとで『話が違う』と急に辞められる方が困こまりますから」

　主人に対してそんな口をきくメイドはまずいない。勝手に辞めることもまずない。採さい用ようも解かい雇こも主人の一いち存ぞんで決まるのがこの世界だ。

　だから、こんな風に最初から決定権をメイド側に委ゆだねる主人というのも珍めずらしい。そのことに気づけたら、この家が労働条件はともかくとして、居心地の悪い場所ではないことがわかる。

（あの緊きん張ちようぶりでは難しいか）

　開かれない紹介状をじっと見つめていた諒子の頬ほおが、徐じよ々じよに赤らんでくる。やがて、きっと顔を上げた諒子は、意を決したように小さくうなずいた。

「ご、ご存ぞん知じだと思いますが、私は印西家を出た後、街まちのカフェで働いてました。印西家の紹介状をお渡しできたのは、それを渡せる職しよく場ばが見つからなかったからなんです。四街道様からお話をうかがったときは、だから嬉うれしくて嬉しくて……」

「それで？」

「一生お仕つかえするつもりでまいりました。よろしくお願いします！」

　頭を下げた諒子には見えなかったろうが、真琴は柔らかい笑みを浮かべる。そうして、手の中の紹介状の封ふうを切った。

「ご主人様……！」

「真琴でいい。みなそう呼んでいるから」

「ご……ま、真琴様、ありがとうございます！」

「よかったねぇ、諒子ちゃん。大変だと思うけど、困ったことがあったら、なんでも千尋ちゃんに聞くといいよ。とても頼たよりになるメイド頭だから」

　まるで自分の家であるかのように語かたる薫に、真琴が苦笑してみせる。

「薫さんの仰おつしやるとおり、仕事のことは千広に聞くように。千広、彼女を部屋に案内して、仕事の面めん倒どうをみてやってくれ」

「承しよう知ちしました」

　千広が諒子を促うながして書斎を出ようとしたその時、書斎の戸がノックされ、吉香が中へ入ってきた。手にはコーヒーカップの載のったトレイがある。来らい客きやくのために運んできたものだろう。

「コーヒーをお持ちいた──あっ！」

　その手からトレイを奪うばい取り、テーブルに置いた薫は、代わりに千広の横にいた諒子を吉香の前に押し出した。

「え、あの」

「この子は新しいメイドの、松戸諒子ちゃん。彼女を部屋に案内してあげて欲しいんだ」

「お待ち下さい、薫様。それは私の仕事です」

　何な故ぜか吉香に勝手にバトンタッチを図はかる薫を押しとどめ、諒子と二人、部屋の外に出ようとした千広だったが、その前に薫が立ちふさがった。

「もう少し、いてほしいんだけどな」

「申し訳ありませんが、仕事ですので」

「こっちも仕事」

　戸と惑まどう千広を強引にソファに座らせた薫は、ポケットから一いつ通つうの封筒を取り出した。中身が手紙でないことは、その不自然なふくらみからも察さつせられる。薫が封筒を逆さかさに振ると、中から鉄てつ製せいの重そうな鍵かぎが一本、飛び出してきた。

「鍵……？　薫さん、これは一体」

「諒子ちゃんを連れて来たのは俺おれの用よう事じだけど、こっちは父の遣つかい。先々代が別べつ荘そうで見つけたものらしいんだけど、あっちには該がい当とうする鍵がないんで、本家のじゃないかと父に預あずけたんだそうだ」

「お祖父様が……あの人も気まぐれな」

　息子夫婦を亡くした心しん労ろうから身体からだを壊こわし、山やま間あいの別荘で静せい養よう中ちゆうである秀ひで麿まろは、同じ心労を抱かかえ、更さらには家と会社の維い持じに奔ほん走そうしなくてはならない孫を顧かえりみることはない。だが、何かの拍ひよう子しに聡を呼びつけては、こうしたどうでもいいような瑣さ事じを真琴のもとにもたらす。

　大だい体たい、この半年間、この鍵がないことで困ったことなど何もないのだから、今更わざわざ人を呼びつけてまでどうこうする必要がないのはわかりきっている。

「それで、ありがとうと受け取っておけばいいんですか？」

「そうじゃなくって、どこの鍵か調べて報告しろって。先々代は、気になって眠れないそうだよ──昼間は」

　薫は肩をすくめ、千広にその鍵を手渡した。

「こういうのは、当主よりもメイドの方が詳くわしいから。どう、見み覚おぼえない？」

　千広は手の中の鍵をまじまじと見つめた。鉄製で錆さびの浮いた、持ち重りのする鍵だ。館かん内ないの居きよ室しつの鍵は真しん鍮ちゆう製せいで優ゆう美びな線のものばかりだから、まずそれらの一つではない。

　見た目から言って、屋おく外がいにある物もの置おきだとか門もん扉ぴの類たぐいがあやしいが、問題はこの半年間、マスターキーの束たばに欠かけがなく、開かない扉とびらはなかったということである。別荘にありながら別荘の鍵でないというのなら、確かに佐倉家に関係する鍵なのだろうが、千広の知る限り、この鍵が差し込める鍵穴は館にも庭にもなかった。

「この館の鍵ではないようです。マスターキーの中に同型の物もありませんし……あ」

「あ……？」

　脳のう裏りに、錆さびついた鍵穴が浮かび上がる。館でも庭でもない。けれど佐倉家に縁ゆかりの、ここからそう遠くない場所に、半年どころか三年間、開かれていない扉がある。

　三年前、あちらでは開いていたはずの鍵。しかし千広は、こちらの社やしろが開くのを一度も見たことがない。マスターキーを一ひと通とおり試ためして落らく胆たんし、それでも折おりに触ふれ探していた鍵。いつしか探すことをやめてしまったその鍵が、今手の中にあるこれなのではないだろうか。

「裏うらの、神社です。あの社の戸には鍵がかかっていて、その鍵穴が、確かこんな鉄製でした」

「神社……って、あの？」

　薫はそう言って、ちらりと真琴を見やった。一月前の事件現場こそ、その神社である。

「真琴様、見に行ってきてよろしいでしょうか？」

「ああ。彼女のことは吉香に任まかせる。いいね、吉香？」

「はい、真琴様」

　身の置き所が定まらず、おろおろしていた諒子は、吉香の返事にほっと息を吐つく。千広からも吉香に二、三指示を出すと、千広は鍵を握にぎりしめ、書斎を後にした。










　長い石段のあるこの神社は、佐倉家にとって不幸な事件の現場であると同時に、超ちよう常じよう現げん象しようをもたらす現場でもあった。

　三年前、千広は似にて非ひなる石段から転てん落らくし、気がついたときには佐倉家のメイドとなっていた。男だった身体は女に、千広という名は千尋に、東大の一年生からメイド頭へと文字通り転てん身しんしていた。

　原因はいまだによくわからない。きっかけが神社の石段からの転落であることは間ま違ちがいないが、その後、条件を変えていくら転ころげ落ちようとも、千広が自分の肉体を取り戻すことはなかった。

　社の扉には、千広の記憶通り、鉄製の錠じよう前まえが埋うめ込こまれており、三年もの間、閉ざされ続けていたために、もの悲しく錆びついていた。

　あちらでは何の抵てい抗こうもなく開いた扉は、こちらでは千広を拒きよ絶ぜつし続けた。

　もし、この鍵で扉が開いたら──ふと、そんな言葉が浮かんで、千広は鍵を差し込んだところでその動きを止めた。

　鍵の有う無む、そんな些さ細さいな差さ異いが、元の世界へ戻ることを妨さまたげていたのだとしたら、この鍵が、あちらへの扉をも開いてくれるのだろうか。

「千尋ちゃん！」

　背後からの呼びかけに、思わずびくりと肩を揺ゆらした。

「そんなにびっくりしなくても……。どんどん先に行っちゃうんだもんな」

「薫、様……」

「あー、なんか懐なつかしいなぁ。たった一年来なかっただけなのに」

　薫はそう言って、靴くつも脱ぬがず、社の階きざはしを上がってくる。

「確かに似てるね、このごつい感じ……って、入ったんだ、鍵！」

「でも、錆びていて回るかどうか──」

　誰だれよりもこの鍵を開けたいのは自分なのに、戸と惑まどいのようなものを感じる。ためらっても仕し方かたのないことなのに、どうも鍵を差し入れる手が鈍にぶっていた。

「はいこれ」

　薫が差し出してきたのは油あぶら差さしだった。

「東金さんから借りてきた。鍵の錆から見ても、半年じゃきかないなと思ってね。もっと前から、ここの鍵は使われていなかったんじゃないの？」

「そう、ですね」

「これで……よし、と。さ、入れてみて」

　穴からてろりと一ひと筋すじ、油が垂たれている。必要以上に差し入れたようだ。ちらりと薫を見やると、随分と楽しげな表情で、鍵穴を見つめている。子どものようなその表情に、千広の肩から力が抜ぬけていった。

　何を迷まよっていたのだろう。

　予想通り、鍵は四十五度回した辺あたりでひっかかったが、たっぷりの油が周囲をほぐしていき、徐じよ々じよにその行動の幅はばを広げていく。

　そして最後にがちり、と重い音を立てて、ついに開いてしまった。反はん動どうでもあったのか、開いた途と端たん、戸の隙すき間まが三センチほど広がる。

　覗のぞき込こんだ中は、外がい観かん同どう様ようさほど広くはなく、ただでさえ狭せまいその中に、何かがいっぱい詰め込まれている。小さいながらも一いち応おう神社の本ほん殿でんであるのに、これではまるで倉庫か何かのようだ。

「神社で使う道具かな？」

　言いながら扉を押し開けた薫は、躊ちゆう躇ちよせずにずかずかと足を踏み入れる。一いつ拍ぱく遅おくれて中に入った千広は、その瞬しゆん間かん何も起こらなかったことに、小さく吐と息いきをこぼした。

　扉以外の三面はすべて壁かべで、明かり取りは一いつ切さい設もうけられていない。中央に黒いコードのようなものが下がっている。かつてはその先に電球が取りつけられていたのだろうが、使われなくなってずいぶん経たつようだ。

　扉を左右に押し開くと、さほど奥おく行ゆきのない社に光が差し込む。

　古びた木き箱ばこがいくつか隅すみの方に置かれているが、大半は大きな板のようなものだった。縦横のサイズは様さま々ざまながら、厚あつみはどれも五センチにも満たない。壁に立てかけられた物の中には、二メートルほどの長さを持つものもある。その半分ほどの長さのものは、五、六枚ずつにまとめられ、紐ひもを掛かけてあった。

「なんだろう？　看かん板ばん……じゃないか。絵みたいなものも見えるけど、絵え馬まにしちゃ、なんか変だよなぁ……」

　板に顔を寄よせて検けん分ぶんしていた薫は、あきらめたように顔を上げる。しかし、同じように扉近くの一枚に見入っていた千広は、ぽつりとつぶやいた。

「……信じられない」

「なに？　なにかあった？」

　肩かた越ごしに覗き込んでくる薫に、千広は言葉を返すことができなかった。それほどまでに、目の前にあるものが異い常じよう──いや、異い質しつな存そん在ざいだったのだ。

　今、ここにこうしている自分のように。

「こっちはわりとはっきり見えるね。丸とか四角……数学の図ず形けい問もん題だいみたいだ」

「みたい、じゃなくてそうです。数学ではないですが」

「数学じゃない？」

「これは算さん額がく……和わ算さんの問題です」

　だが、薫は訝いぶかしげな顔をしている。きっと和算という言葉の意味がわからないのだろう。
















　あちらの世界では、歴史の教科書に当たり前のように載のっている和算。しかし、こちらの世界には和算という文化そのものが存在していなかった。

　千広は社の中を見渡して、詰つめていた息を吐はき出した。

「……ありえない……」







　　　　[image: わい]







　ぎいっという音が立つたびに、油を差ささなければと反はん射しや的てきに腰こしが浮いてしまう。そんな仕事を求められていたのは三年も前のことで、もう誰だれかに仕つかえることもなくなっているというのに。

　千ち尋ひろは読んでいた本を置いて顔を上げた。灰色の壁に錆さびの浮いた扉とびら、代かわり映ばえのしない部室だ。大学が契けい約やくしている清せい掃そう業ぎよう者しやもサークルの部室にまでは入ってこないから、汚よごれや不ふ具ぐ合あいは各サークルの自じ己こ責せき任にんで改かい善ぜんしなくてはならない。

　けれど、「あれはノック代わりだから」という理由で、蝶ちよう番つがいに油を差したいという千尋の希き望ぼうは却きやつ下かされてしまった。無む論ろん、そんなものに部ぶ費ひを割きたくないというのが部員たちの本音であることはわかっているが、確かにあの音はあまりに耳みみ障ざわりで、ノック以上の効果がある。隣となりで携けい帯たい電でん話わをいじっていた松まつ戸ど諒りよう悟ごも、扉の立てる音に気づいて顔を上げていた。

「あ、馨かおる先せん輩ぱいだ！　久しぶりっすねぇ」

　半分しか開かない扉からするりと身を滑すべり込こませてきたのは、寂さびれた部室には似につかわしくない、華はなやかな空気を身に纏まとった女性だった。

「久しぶりー。なんだ、今日は諒悟君と千ち広ひろ君だけ？　せっかく差し入れ持ってきたのに」

「ラッキー。なんすか？」

　馨の差し出す袋をいそいそと受け取った諒悟に、馨はにやりと笑ってみせる。

「何かわからないのにラッキーなんて言うもんじゃないわよ」

「死んだ猫じゃなきゃ構かまいませんよ」

「まあ、死んではいないけど、生きてもいないかな」

「シュークリームかケーキかそれとも和わ菓が子し……って研けん究きゆう資し料りようじゃないですか、これ」

　袋からひとつかみ紙の束たばを取り出した諒悟が、それを千尋に向かって差し出してきた。なんとなく受け取ってしまった千尋だったが、一番上の紙に印いん刷さつされていた写真に思わず見入ってしまう。

「これは？」

「この間、埼玉の神社で見つかったやつよ。神社っていっても、御み輿こし倉庫みたいな感じになってたから、地元の人間も知らなかったみたいだけど」

「埼玉の……神社」

　ぽつり、とつぶやいて、千尋はもう一度写真に目を落とした。

　モノクロの写真の中には、横長の一枚板が写っている。上半分に図形が描えがかれ、その下に十数行、文字がしたためられている。長なが年ねん放ほう置ちされていたのか、保ほ存ぞん状じよう態たいは良いとは言えず、全ぜん面めん的てきにかすれており、ところどころ完全に消えてしまっている部分もある。

「これが差し入れってひどいですよ、馨先輩」

「何言ってんの。算さん術じゆつ研けん究きゆう会かいに算さん額がく以上の差し入れはないでしょう？　それにほら、千広君にはちゃんと差し入れになってるじゃない」

「それはそうですけど……」

「なーんてね。ちゃんとよく見なさい？　資料の下にフルーツケーキが入ってるから」

　諒悟から袋を取り戻した馨は、残っていた資料の束を抜き出して、再び諒悟に袋を戻した。

「うわっ、うまそー！　じゃ、俺おれお茶──」

「僕ぼくが淹いれる」

　千尋は諒悟から袋を取り上げ、資料を代わりに渡すと、『キッチン』と呼ばれる部屋の隅すみへと向かった。古い電でん熱ねつポットと部員が持ち込んだお茶や珈琲コーヒーの缶かんが立ち並ならぶ一いつ角かくである。ポットの再さい沸ふつ騰とうボタンを押しながら、紅こう茶ちやを淹れる準じゆん備びをする。自分のためならともかく、誰だれかのために紅茶を淹れるというのも、この部室内だけのことになってしまった。

　あれから三年が経たつ。

　千尋が佐さ倉くら家に仕つかえるメイドから、千広という名の男子大学生になってしまったあの日から──




　　　　＊　　　＊　　　＊




　きっかけがなんだったのか、はっきりとは覚おぼえていないが、おそらくは秀ひで麿まろの気まぐれだったのだろうと思う。秀麿付きのメイドだった千尋は、秀麿から神社の鍵かぎを手渡され、中の物を整せい理りしてくるように命じられたのだった。

　佐倉家の敷しき地ちに隣となり合わせたその小さな神社は、宮ぐう司じを失って久しく、以い来らい佐倉家が管かん理りを任されていたらしい。とはいっても、千尋が秀麿付きになってから三年になるが、この鍵を見たのは初めてのことだ。だから、少なくとも三年は手つかずになっている。

　実じつ際さい、固かたくなった鍵を開けるのに苦く労ろうした。その感かん触しよくは、今もよく覚おぼえている。

　明かり取りのない、薄うす暗ぐらく埃ほこりくさいその社やしろの中には、大小様さま々ざまな額がくが無む造ぞう作さに並べられていた。その内いくつかは壁に掛けられていたが、留とめ具ぐが落ち、かろうじて一いつ箇か所しよだけが引っかかった状じよう態たいのものもあった。

　片づけるといっても、処しよ分ぶんしていいとは言われていない。だからとりあえずすべての額を外し、大きさを揃そろえて並べ直し、倒たおれてしまわないよう、同どう程てい度どの大きさのものを数枚ずつ、麻あさひもで縛しばっておく。

　作さ業ぎようしていく内に薄暗がりに慣なれた目が、額の内容へと向かう。絵え馬まだろうと思いこんでいた額には馬の絵はなく、丸や三角や四角、まるで数学の図形問題のような絵が代わりに描かれている。

「今ある、図の如ごとく──」

　図の下部、あるいは左部に綴つづられた漢かん文ぶんを戯たわむれに読み上げた千尋は、それが額の中の図形を示しめしていることに気づいた。

　縛ろうとしてまとめていた後ろの四枚をあらためると、いずれも同じく『今いま有ある如図ずのごとく』で始まり、図を説明した文章へと移る。

　図は一つとして同じ物はなかったが、どれも文章は中なか程ほどで『問○○如何いかん』、あるいは『幾いく何ばく』と一いつ旦たん結むすばれ、その後『答曰いわく』『術曰』で始まる二つの文が続く。すべて、確かつ固こたる書しよ式しきがあり、それに則のつとった形で書かれた物のように見えた。

　これが、少々変わってはいるがこの神社の絵馬だというのなら、書式が整っている理由にはなる。しかし、祈き願がんの文字がない絵馬というのもないだろう。

　それに、この書式──漢文という形けい態たいをとっているのでにわかには気づかなかったが、これはどう見ても、絵馬ではない。

「……数学の問題文と解かい答とう……？」

　そこには一つとしてアルファベットはないし、＋や－のような記号もなかったが、文を読み解とくと確かに数学の問題が現れてくる。円の面めん積せきを求めたり、三角形の内部に詰つめ込こまれた円の直ちよつ径けいを算さん出しゆつしたり、中学の数学より高こう度どな物ではあったが、確たしかに数学だ。

　それをわざわざ漢文に直し、図形を示しめす記号まで甲こう乙おつ丙へいとご丁てい寧ねいに直すその意味はまったく理り解かいできなかったが。

　それにしても何故、こんなものが神社にあるのだろうか。

　問題と解答の他ほか、書き込まれているのは住所と名前のみ。それも、番地などはなく、○○郡だとか××村だとか、随ずい分ぶんとおおざっぱな物で、その表ひよう記きはどうみても古くさい。額そのものもかなり年ねん季きが入っているようで、どれだけの間この社に封ふう印いんされていたのか見けん当とうもつかなかった。

「どちらにしても、私には関係のないこと」

　そう一人ごちて、千尋は再び作さ業ぎように戻もどるが、頭の隅すみには図形と漢文の連つらなりがくっきりと刻きざみ込まれ、気になって仕し方かたがない。

　意を決けつし、一番手前の一枚を改あらためて見直した千尋は、問題文だけを読んで、自分なりの解かい法ほうと解を導みちびき出してみることにした。

　図形は複ふく雑ざつな物ではなく、四角形に内ない接せつした三つの円の内、一番小さい円の面積を出すというもので、これは中卒の千尋でも簡単に解とくことのできる問題だった。無む論ろん、併へい記きされた解答は千尋の物と同じだ。ただ、『術曰』で示しめされた解法が、千尋のものよりも長く、遠とお回まわりしているように思えた。

「現代数学とは違うのか……」

　一つだけ、と思っていたはずなのに、手は次の一枚を繰くり、脳のうは正解を導き出そうと回かい転てんを始める。間違うことはなかったが、そのいくつかはやはり解法が異ことなっていて、それが千尋には興味深かった。

　気づけば、既すでに一ひと括くくりにしてあったものまでほどいて解いている始し末まつで、自分を中心に花が咲くように広がっている額を見た千尋は、ようやく自分の仕事を思い出した。

「……何をしてるんだ、私は」

　ここまで何かに夢む中ちゆうになったのは生まれて初めてだ。

　なんとなく首しゆ席せきで中学を卒業し、なんとなく上の学校へ進もうと思った矢や先さきに養よう父ふ母ぼが亡くなり、近所の人が世せ話わしてくれるままに、佐倉家に奉ほう公こうに上がった。一つ一つの仕事をいかに効こう率りつよく、なおかつ完かん璧ぺきにこなしていくかを考えながら働くのはそれなりに面おも白しろかったし、これがしたいとかあれがしたいと強く思ったことがないので、現げん状じように不満を抱いだこうはずもない。

　それなのに今、初めて千尋は仕事のために楽しみが中ちゆう断だんされる悔くやしさを味わっていた。

「楽しい……？」

　そう、一いつ風ぷう変わった数学の問題を解いていくことが、楽しかった。ここにある額のすべてに自分なりの解法をぶつけてみたい。

　千尋は自じ嘲ちようの笑みをこぼしながら、額をまとめて縛しばり上げていく。こんな非ひ生せい産さん的てきな趣味で、ただでさえ少ない余よ暇かを潰つぶすわけにはいかない。余暇といっても仕事の延えん長ちようで、やることはいくらでもあるのだ。

　床にちらばった額をすべて仕分けしてまとめ、壁かべ際ぎわに寄せていく。ぐるりと見み渡わたしたところで、壁にかかっていた額があったことに気がついた。大きい物が七枚、かろうじて一箇所だけ引っかかり、落ちかかっている小さなものが一枚。

　大きなものは、問題と解答以外になにやら人名がずらずらと列れつ記きされている。複数で挑いどんだ大たい作さくらしい。食しよく指しは動くが気持ちを抑おさえ込んで、慎しん重ちように壁から外し、三枚と四枚に分けて紐ひもでくくった。

　残る一枚は、今まで片づけたどれよりも小さい。しかし留とめ具ぐは大きな額と同じ大きさのものを使っていたので、うまく噛かみ合わず、ぶら下がった状態になってしまっていたらしい。こんな小さな額は珍めずらしかったのだろう。図形と問題文と、解答に解法、この四つを入れ込むには窮きゆう屈くつに思える。

「……ない」

　額の右半分には図形が、左半分には問題文があったが、『幾いく何ばく』でしめた後に続く文章がない。解答と解法が併記されていないのだ。

『幾何』の後には住所もなく、ただ一文字『辰たつ』と記しるされているのみ。これはおそらく人名であって、答えではない。

　図形は円のみで構こう成せいされていて、それ自体が一いつ幅ぷくの絵であるかのように非常に美しい。その中に書き込まれた甲こう乙おつの文字が、まるで模も様ようのように見える。

　乙円と乙円とが交こう差さしてできた空間に別の丙へい円があり、それがまた外から来た大きな甲円で分割されている。丙円の分割された部分の面めん積せきと、甲円の直ちよつ径けいを求めよ、というのが問題だった。

　出されているヒントは乙円の外がい周しゆうと、乙円二つで作られる空間に丙円を埋うめた残りに差し込まれた丁てい円の面積。これで丙円の直径の見当はつくが、甲円のとっかかりは掴つかめない。

　それは、解法と解答がないというだけでなく、他の額とはまるで異い質しつな問題文だった。

　気になって仕し方かたがないが、いつまでもここで額を見つめているわけにもいかない。もちろん、持って帰ったりしたら同室のメイドたちに何を言われるかわかったものではないし、勝かつ手てに物を持ち出すつもりもない。

　千尋はその映えい像ぞうを目の奥に焼やきつけるようにしばらく凝ぎよう視しして、先さき程ほど片づけた大きな額の後ろに最後の額を差し込んだ。

　名残なごりは惜おしいが、社やしろに元の通り鍵かぎを掛ける。いつかまた秀麿の気まぐれで、ここに入る日もあるだろう。

　それに、一番気になるあの問題は、こうして目をつむれば、はっきりと脳のう裏りに浮かび上がる。円が作り出す優ゆう美びな図形、繊せん細さいな筆ふでで付された問題文、そして──────

「…………っ！」

　一いつ瞬しゆんの出で来き事ごとだった。あっ、と思ったときにはもう、あの長い神社の石いし段だんを十段ばかり転げ落ちていた。いや、もっと落ちていたのかもしれないが、あの問題の鮮あざやかな曲きよく線せんが、現げん状じよう把は握あくを妨さまたげていた。

　日ひ頃ごろ見み慣なれたこの石段は、昇のぼるにも降おりるにも覚かく悟ごがいる長さだ。落ちたらただでは済すまないだろう。既すでに身体からだのあちらこちらが鈍にぶく、あるいは鋭するどく痛いたんだが、自分が回転し続けているせいか、怪け我がした箇か所しよをはっきりと認にん識しきできない。

　徐じよ々じよにそんな冷れい静せいなことを考える自分も出てきたが、そんなときでも四種類の円が頭を離れない。

　甲円の直径を出すにはどうすればいいんだろう。

　その瞬間、頭の中の円がぐにゃりと歪ゆがんだ。鍋なべ底ぞこで溶けるバターのように、ぐにゃりと正体を失った甲円は、乙円たちを巻き込んで、一つになっていく。

（なんだろう、あれは……）

　濃のう紺こんのワンピースが丸太のように転がっていく光景が見える。常つねに真っ白でなければならないはずのエプロンが、泥どろと血にまみれて汚よごれていく。

「あれ、は……」

　つぶやいた瞬間、全身を鋭い衝しよう撃げきが襲おそう。

　それが、千尋の中の、最後の千尋の記憶だった。
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　幾いく分ぶんかすれたピー、という音に、現在に引き戻される。沸ふつ騰とうしたお湯ゆをティーポットとカップに注そそぎながら、千尋は灰はい色いろの壁を眺めていた。

　三年前、千尋が目覚めた病院の壁も、こんな色をしていた。最初の内は、大怪我をして街まちの病院に入院させられたのかと思っていた千尋だったが、半日もするとその異い常じように気がついた。

　大部屋は千尋以外は全員男性患かん者じやだった。集しゆう中ちゆう治ち療りよう室しつや緊きん急きゆう治療室ならまだしも、若い女性を男性ばかりの部屋に入れるというのはおかしい。

　そして、ベッド脇わきに置かれていた尿し瓶びん。どう見ても、女性用ではない。

　平面的な肉体から、男性と勘かん違ちがいされているのだろうか、という疑ぎ念ねんも、やがて現あらわれた看かん護ご師しの処しよ置ちによって消えた。彼女は検けん尿にようがあるからと、当たり前のようにその尿瓶を使ったのだ。

　そして、当然失敗すると思われた採さい尿にようは、何の問題もなく成功してしまった。

　そう、何の問題もなく──彼女の身体が、彼女ではなく彼になっていたために。

　それもただ単に自分の身体が男性化したというのではなく、男性の身体に入り込んでしまったという、にわかには理解しがたい状じよう況きようだった。

　同じタテヤマチヒロという名なのに、漢字表ひよう記きが違っている。館山千広はメイドではなく、診しん察さつした医者が驚おどろくほど有名な一流大学に通かよっている。所しよ持じしていた学がく生せい証しようから、身み元もとがわかり、現住所に近いこの病院に転てん院いんさせられたのだということだったが、目め覚ざめたその日、親しん族ぞくらしき人間は訪たずねてこなかった。千尋と同じく、千広にも身み寄よりはないらしい。

　そんな千尋の見み舞まいに来た初めての人間が、同じ大学に通う松戸諒悟だった。急に連れん絡らくの取れなくなった千広を彼なりに探していたようで、千広の住むアパートの大家から聞かされ、病院に訪ねてきたのだ。

　ベッドに寝かされた千尋を見て涙なみだぐんだ諒悟に、千尋は複ふく雑ざつな想いを抱いだいた。彼が心配しているのは千広であって、千尋ではない。彼の存そん在ざいは、千広と千尋がまったく別の人間であるという証あかしだった。

　随ずい分ぶんと近しい存在だった諒悟は、すぐに千尋の様子がおかしいことに気がついた。無む論ろん、中身が入れ替わってしまったなどという突とつ拍ぴよう子しもないことは思いつきもしないようだが、頭を打って記き憶おくが混乱しているのだと千尋が言えば、それを素す直なおに受け入れてくれた。千尋は諒悟を通じて、千広という人間を学んでいったのである。

　今、ここでこうして館山千広として生活できているのも、すべては諒悟のおかげだ。彼がいなければ、退たん院いん後ご途と方ほうに暮れていただろうし、大学に戻るという選せん択たく肢しは端はなから存在しなかっただろう。

　切り分けたフルーツケーキを皿に盛もりつけていると、諒悟がキッチンに近づいてきた。

「これ、もう持ってってもいいの？」

「頼たのむ。紅茶は僕が持って行くから」

「だったら、お前がこっち持ってけよ。俺の方が力あるんだし」

　そう言って諒悟は、紅茶のカップが並べられたトレイを取り上げようとするが、千尋はやんわりとその腕うでを制せい止しして、ケーキの皿を差し出した。

「こういうのは力じゃなくてコツだから。諒悟はこっち」

　別べつ段だん技ぎ術じゆつのいらない軽かるいケーキを渡して、紅茶のトレイを持ち上げる。その様子を、一人椅い子すに腰こし掛かけた馨が楽しそうに見やっていた。

「やっぱり、千広君ってそういうの様になるよね。なんていうかこう、形が決まってる、みたいな感じ」

「ファミレスのバイト経けい験けんが生きてるんじゃないんですか？　千広はフロアに出てたから」

「うーん……なんかそういうのとも違うんだよねぇ。第一、フロア係なら別に紅茶淹いれるの得とく意いにはならないじゃない」

「確かに。千広の淹れた紅茶って、葉っぱが安くても全然別べつ物ものになりますよね」

　給きゆう仕じを手伝っていた諒悟は、カップから立ち上る芳ほう香こうにうっとりと目を閉じる。

「諒悟君の場合、紅茶じゃなくて道ばたの葉っぱでもおいしいって言いそう。千広君が淹れてくれれば」

「な……そ、そんなことないですよ！　俺は、こう見えて紅茶党で」

「そのわりに、紅茶淹れるのうまくないわよね。あ、そっか。いつも千広君に淹れてもらってるからだ」

「ちがっ、いや、確たしかにそうですけど、それはこいつの淹れ方がうまいって話で、こいつだからどうとかそういうんじゃ──」

「はいはい」

　諒悟を軽くあしらう馨に、よく似た面おも影かげが重なる。佐倉家にたびたび訪れていた同じ響ひびきの名を持つ男性を、千尋は知っていた。

　四よつ街かい道どう薫かおるは、佐倉家の顧こ問もん弁べん護ご士しである四街道聡の息子むすこで、秀麿の孫・真ま琴ことの友人でもある男だった。秀麿付きの千尋とはあまり接せつ点てんがなかったが、それでも何かの折おりに顔を合わせたときには、メイドである自分にも気さくに話しかけてきた。

　こちらの馨と同じく、弁護士を目指す法科の学生だったが、あれから三年になる。大学を卒そつ業ぎようし、弁護士になったのだろうか。それとも、馨と同じように大学院に進んだのだろうか。

「────だろ、千広？」

「……え？」

「だから、時間！　バイト行かないと」

　一いつ気きに紅茶を飲み干した諒悟は立ち上がり、自分のカップや皿を片づけ始める。予定していた時間より幾いく分ぶん早はやめだったが、やけにせかせかしている諒悟にならって、千尋も帰り支じ度たくを始めた。

「えー！　二人とも帰っちゃうの？　さっきの算額の話もまだ全然してないのに」

「そう、ですね」

「もしなんだったら千広君、それ、持ってってもいいわよ。ここに置いてくつもりでコピーした分だから」

「ありがとうございます。遠えん慮りよなく」

「もし見たかったら、諒悟君も見ていいよ」

「なんすか、その待たい遇ぐうの差さは」

「愛あい情じようの差」

　そう言って馨は、テーブルの端はしに置かれていた資料の束を千尋に向かって差し出し、まるで小さな子どもにするように、千尋の頭を撫なでた。

「またね。バイト頑がん張ばって」

「……はい」

「行くぞ、千広！　馨先輩、それじゃ」

　そこまで慌あわてる必要もないのに、と思いつつも、千尋は軽く会え釈しやくして、諒悟の後を追う。既すでに建たて物ものの外に出ていた諒悟は、足で拍ひよう子しを取りながら、千尋が出てくるのを待っていた。

「今日って、四谷だろ？　塾じゆくの採さい点てんバイトだよな」

「そうだけど……諒悟は？」

「え？」

「この間、木曜はバイト休みだって言ってた。だったら、馨先輩の相手してあげてればよかったのに」

　指し摘てきすると、諒悟は明あきらかに落ち着かない様子で、あからさまに目を逸そらす。

「……あー、えーっと、それはそうなんだけど……あ、そうそう、ちょっと用事があって、さ」

「ふーん。じゃあ、ここで」

「ちょ、ちょっ、待てってば！　俺も一いつ緒しよに行くって！」

「用事があるんじゃないのか？　ずいぶん急いでるみたいだったし」

「いや、急いでたっていうか……まあ、急いでたんだけど、それは早く外に出ようと思って急いでたんであって、用事がどうとかじゃなくて」

「……それで？」

　要よう領りようを得えない諒悟に要点を求める。諒悟も付き合いの長さから、千尋が端たん的てきな物もの言いいを好むことを知っているので、一拍置いてから、要点をまとめた。

「途と中ちゆうまで、お供ともさせて下さい」

「諒悟が急がないなら、僕は構かまわないけど」

　千尋の答えに、諒悟はほっとしたように息を吐く。それをまじまじと見やっていた千尋は、諒悟の口くち許もとに手を伸のばした。

「な、なに!?」

「ケーキ。ここについてた」

　小さなスポンジをそのまま自分の口へ持って行くと、見る間に諒悟が赤くなっていく。

「どうした？」

「だってお前その……いいけど、その！」

「こういう味だったんだ。さっき食べそびれたから」

「ご、ごめん！　俺が急せかしちゃったから。お詫わびに今度おごる」

「別にいいよ」

「よくないって。おごるから！」

　そのまま押し問答する形で歩いていた二人の前に、つとチラシが突き出された。見れば、フリルが多た用ようされたワンピースを着た女性が、にっこりと微笑ほほえんでいる。その服装は千尋の記憶の中の衣い装しようにどことなく似ていたが、それよりも随ずい分ぶんと装そう飾しよく性せいが高く、どちらかといえば非ひ実じつ用よう的てきな感じがする。

　しかし、差し出されたチラシに『メイド』の文字を見つけ、千尋は改めて女性の姿を眺ながめた。

「こんにちは～。東大の学生さん、ですよね？　メイドとか、興味あります？」

「ええ、まあ」

　隣となりで諒悟がうめき声を上げるのが聞こえたが、無む視しして差し出されたチラシを受け取る。そこには、彼女と同じワンピースを着た女性数人がポーズを取った写真が載のっており、下の方には簡かん略りやく化かされた地図が出ている。チラシの一番上には『メイドカフェ・リリス』と書かれていた。

「明後日あさつてオープンなんです。よかったら来て下さいね。精せい一いつ杯ぱい、おもてなししますから。あ、こっちのお友達もどうぞ。チラシ持ってきた方にはサービスしますよぉ」

　再びにっこりと笑った女性は、めざとく他の学生を見つけると、小走りに駆かけ寄よっていく。腰こしの辺あたりで無む駄だに大きなリボンがふりふりと揺ゆれていた。

「諒悟……おごってくれるなら、明後日、ここに行きたい」

「えっ!?　お前、マジでメイド萌もえかよ！」

「メイドもえ？」

「告白されても『女に興きよう味みはない』とか言ってふってるくせに、メイド萌えはないだろう！」

「だから、メイドもえってなに？」

「お前みたいに、メイドさんが好きな人間のことだよ。メイド服とか、そういう子にご主人様って呼ばれたいとか、そういう嗜し好こうのさ……マジかよ……メイドって基本的に女じゃないかよ……そりゃないだろ……」

　何がどうまずいのかよくわからないが、徐じよ々じよにトーンダウンして独ひとり言ごとになっていく諒悟に何故だかとても申もうし訳わけない気分になり、千尋はチラシを折おりたたんだ。

「別に、とりわけメイドが好きというわけじゃない。ただ、どんなものか見てみたかっただけで」

「……本当に？」

「ここでいうメイドというのは、さっきの女性みたいな服ふく装そうの人のことを言うんだろう？」

「大たい概がいそうかな。スカート丈たけが長いタイプとか、ウエスト絞しぼって胸を強きよう調ちよう、とか、頭に猫耳つけてるのもいたりするけど」

「詳くわしいな」

「べ……っ、別に俺だって、メイド萌えじゃないからな！　こんくらい、一いつ般ぱん常じよう識しきなんだよ。お前が知らないだけで」

「そう、なのか」

「つーかさ、メイド萌えもわかんないのに、なんでメイドカフェに行きたいんだよ」

「メイドが給きゆう仕じしてくれるカフェ、なんだろう？」

「一いち応おうな。でも多た分ぶん、お前が淹れるような紅茶は飲めないと思うぜ」

「メイドなのに？」

「だから、メイドって言っても、コスプレていうか……つまり、本物のメイドとは違うんだよ。あー、喫きつ茶さ店てんのウェイトレスの衣い装しようがたまたまあんな風、ってだけで」

「本物じゃない？」

「今いま時どき、俺ら一いつ般ぱん庶しよ民みんの目の届とどく範はん囲いに、本物のメイドなんてあんまりいないんじゃないの？　だからこそ、ああいう幻げん想そうが流は行やるんだろうけど」

「幻想……」

　三年暮らしたこの世界が、千尋が元いた世界と違っているのは大分わかってきている。あちらと違って華か族ぞく制せい度どは廃はい止しされているし、どんな身分であろうと、高校まで進むのが当たり前で、中ちゆう卒そつでメイドになる人間などこちらにはいないのだ。

　そういう世界では、メイドというのも一いつ種しゆの幻想になりうるのかもしれない。これと定さだめた主あるじではなく、紅茶を飲みに訪おとずれた客を、主人のようにうやうやしくもてなす幻想──

　千尋は手の中のチラシを、複ふく雑ざつな想おもいで見つめていた。







　二、不交双円そうえんまじわらず
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　江戸から明治へと時代が移うつり変わるのに合わせて誕たん生じようした華か族ぞくは、百年と経たたずに廃はい止しされた。歴れき史しの教科書は、そう語かたっていたはずだ。

　けれど、今千ち広ひろがいるこの世界では華族制度は当たり前のように存在していたし、制度が始まって三百年にもなるという。

　風ふう習しゆうや文化に大きな違いがないのは、こうした枝えだ分わかれが起こるまでの歴史にあまりブレがなかったせいだが、逆に言えば、あちらの世界で枝分かれ以い後ごに誕生、あるいは成せい熟じゆくしていったはずの文化が、こちらでは存在しなかったり、衰すい退たいしてしまっていた。

　和わ算さんも、その一つである。

　鎖さ国こく制度が存そん在ざいしなかったこちらでは、西洋の数学がかなり早い内から輸ゆ入にゆうされ、普ふ及きゆうのスピードも速はやかったために、日本独どく自じの数学文化である和算は、似たものがほんの少しだけ歴史に顔を出して、すぐに消えてしまったようだった。

　千広が元もといた世界でも、歴史の授業で数行触ふれられているだけだし、明治政府によって和算は廃はい止しされている。

　江戸時代に急きゆう速そくに発はつ展てんした和算──和算家と呼ばれる人間によって様々な流りゆう派はが作られ、互たがいの研けん鑽さんによって高められていった。もとは学問であった和算は、次し第だいに知ち的てき遊ゆう戯ぎとしての側面が肥ひ大だいしていき、実じつ学がくとしての数学から乖かい離りしていく。それがあちらの世界での衰退に繋つながった。

　どちらの世界でも、和算がないといえばないのだが、存在したものが消えるのと、もとより存在しなかったのとでは大きな違いがある。

　たとえばあちらでは、今はなきに等ひとしい和算がかつては一大ブームを巻き起こしていたのだという痕こん跡せきを、現在も目の当たりにすることができる。和算家が各かく地ちの神社に奉ほう納のうした算さん額がくがそれだ。

　算額とは、板に和算の問題や解かい法ほうを記しるしたもので、和算のさらなる発展を祈き願がんしたり、難なん問もんが解けた記き念ねんとして、神社に納おさめられたものである。どこに行っても見つかるとは言えないが、探し出すのが困こん難なんなほどではない。

　けれど、この世界では違う。もともと和算という文化が存在しないのだから、算額などあるはずがないのだ。

　それなのに、この社やしろの中にどうしてこんなにたくさんの算額があるのだろう。

「ワサン……って？」

　呆ぼう然ぜんと算額に見入っていた千広は、その声に我われに返った。すぐ隣となりでしゃがみ込こんでいた薫かおるが、こちらを振ふり仰あおいでいる。

「さっき、そう言わなかった？」

「いえ……その」

「えーっと……『今いま有ある』？　ああ、『今、図の如ごとく、外がい径けい内』、って読むのかな」

「『今、図の如く、外径内に甲こう乙おつ丙へい丁てい戊ぼ円えん径けい各一個を容いれたる有り』」

「千ち尋ひろちゃん、漢かん文ぶんに強いんだ？」

　とりわけ漢文に強いわけではない。ただ、こういった文章に慣なれているだけだ。算額の書き出しの文もん句くは決まっている。

　数学を専せん攻こうし、いずれ和算を研けん究きゆう対たい象しようにしようと考えていた千広は、こういう文章を何十となく見てきた。今、薫が見ている算額にかかれたのとよく似た問題を、本で見たことがある。和算の世界ではわりあいメジャーな参さん考こう書しよの中の一問だ。

「そっか……ああ、この上の絵の甲とか乙とかっていうのが、下の文と呼応してるんだ。この『丙径幾き何か』っていうのはなんだろう」

「キカじゃなくて『幾いく何ばく』、つまり、丙円の直径はいくつでしょうと尋たずねているんです」

「……ってことはこれ、もしかして数学の問題？」

「みたいなもの……だと思います」

　他の算額も同どう様ように『今有』で始まり、『幾何』で終わり、その後に『答曰』『術曰』と続いている。間違いなく基本的な算額の書しよ式しきだった。

「今有……問題……ん？　どこかでこれ……」

「薫様、何かご存知なんですか？」

「いや、見るのはもちろん初めてなんだけど、どっかで聞いたことあるんだよねぇ。『今有』って……あーっ！」

　算額を睨みつけていた薫は、ぽん、と膝ひざを打って立ち上がる。

「今有太夫だゆうだよ！　ほら、解げ題だいで名を馳はせた今有太夫！　そっか、これが解題なんだな」

「解題……？」

「聞いたことない？　佳よし原わらの伝説の花魁おいらん」

「花魁……遊ゆう女じよ、ですよね？」

「そうそう。遊女といっても、身よりは芸げいを売る──って、こんな話、千尋ちゃんみたいな若い女性にはどうかと思うけど」

「お気になさらず、続けて下さい」

「つまり、遊女の中でも優すぐれた芸を持つ者だけが許ゆるされる称しよう号ごうが太夫で、普ふ通つうはさ、舞まいとか謡うたいを売り物にしたもんだけど、一人だけ、変かわり種だねがいた。それが今有太夫だ」

　舞も舞わず、謡もせず、客の前でさらさらと絵を描えがいてみせ、そこに文を添そえる。それを解題と称しようして、それを解くことができた者だけが、太夫の接せつ待たいを受けられるという仕し組くみになっていたらしい。

　最初の内は、客もなぞなぞ程てい度どのものだろうと軽かるく見ていたが、それが高こう等とう数すう学がくに匹ひつ敵てきする問題とわかり、肝きもを潰つぶしたという。若くして女じよ郎ろう屋やに身を売られてきたはずの遊女が、まさかそれほど高度な数学の問題を出してくるとは、誰だれも予想だにしていなかった。

　遊女の美び貌ぼうと麗うるわしい芸を楽しみにやってきた客はすぐに離れたが、華か族ぞくや知ち識しき人じんにはその解題が大受けで、結けつ構こうな人気を博はくしたのだという。

「なんでも、歌も舞もできなくて、でも簡かん単たんに身を売りたくないという太夫の苦く肉にくの策さくだった、なんて話もあるそうだけど、それで高等数学を引ひっ張ぱり出してくるんだから、もしかしたらいい身分の女性だったのかもしれないね」

「その芸が、解題」

「そう。ほら、ここ」

　薫はすぐ側にあった算額の頭の所を指さした。

「今有太夫なんて変な名前だと思ってたんだ。でも、これを見てわかったよ。どれも『今有』で始まってる。多分、ここからつけられた名前なんじゃないか？」

　和算を知らない薫には、奇き妙みように聞こえる名前だろうが、千広にはそうは思えない。確かに内容は高等数学だが、形けい態たいは紛まぎれもなく和算だ。

　こちらの歴史の流れからはじき出されたはずの和算が、ここまで完かん璧ぺきに再さい現げんされているのは果たして偶ぐう然ぜんなのだろうか。しかし偶然で、和算の書しよ物もつに載のっているのと同じ問題を作り出すことなどできるのだろうか？

（偶然以外に、こちらの世界に算額を遺のこすことができる可能性──）

　千広は自分の手をじっと見つめる。

　それは、和算を知っている人間が、その存在を書き記しるすということ。たとえば和算を知る千広が和算に関する本を出版すれば、それが浸しん透とうするかどうかは別として、この世界に和算という文化を生むきっかけを作ることができる。

　和算を知る人間、神社に奉ほう納のうされた算額──千広の中に、一つの光こう景けいが浮かび上がる。

　三年前、男の身体で最後に見たのは、長い長い石いし段だんだった。今、千広がいる社やしろとは少し形も大きさも違うが、千尋が千広の写うつし身みであるように、この神社もあの神社の写し身のようによく似ている。

　あの日、千広が神社を訪おとずれたのは、奉納されている算額を見るためだった。

　当時千広は、鋸きよ南なん辰たつ之の輔すけという和算家の足そく跡せきをたどっていた。自身の属ぞくする関せき真しん流りゆうを世に広めんと遊ゆう歴れき算さん家かとして江戸を飛び出しながら、関東近県でしか奉納算額の見つからない、日本数学史の中ではほとんど無む名めいの和算家だ。

　確かに、彼の名を記した算額があの神社にはあった。算額に記された問題には術も解も付されてはいない、遺い題だいと呼ばれる形けい式しきのものだった。自身の作った問題を誰だれかが解とくことを期待して遺のこす問題である。

　難なん問もんを解いた証しよう拠ことして解を付したものを算額にする者が多い中、辰之輔は必ず遺題を算額にして奉納していた。辰之輔の作る問題は難問が多く、それだけで彼の才、その所しよ属ぞくした流りゆう派はのレベルの高さが窺うかがえるというわけだ。

　はやる気持ちを抑おさえて確かく認にんした裏うら書がきには、確か彼の足跡が途と絶だえたその年の日付が記されていたと記憶している。

（……ちょっと突とつ飛ぴかな）

　それでも、可能性はゼロではない。

　千広がここにいるように、その和算家がこちらの世界の写し身に宿やどってしまったのだとしたら。

　何の因いん果がか花魁となってしまった彼が、解題という形で和算を遺したのだとしたら。

　三年前、あちらへ戻もどるために幾いく度どとなく石段を転ころがり落ちた。こちらへ来たときの状じよう況きようを思い返し、それを参さん考こうに天てん候こうや時間や暦こよみ、服ふく装そうだとか特とく定ていの色を身につけるなど様さま々ざまな条じよう件けんを設せつ定ていしては転てん落らくしたものだが、どう条件を変えても怪け我がの種類や場所が変わるだけで、あちらに戻もどることはできなかった。

　一月前、千広のようにあちらの世界からやってきた少年は、同じく写し身に入れ替わっていた少女を連れて、元の世界に戻った。二人にとって、何か欠かかすことの出来ない条件が整ととのっていたために、戻ることができたのだろう。

　半なかばあきらめかけていた元の世界への帰き還かんは、一月前、再び希望の灯ひを灯ともした。ただ、入れ替わりに戻ってきた人間の話を聞いても、その条件が見いだせなかった。

　もしそれが和算だったとしたらどうだろうか。こちらに和算という文化がないと知っていたから、今まで考えもしなかったが、千広が縁えんもゆかりもないこの地を訪れることになったのは、まさに和算のためだったのだから。

　──戻れるかもしれない。

　千広は、今一度、目の前の算額を睨にらみ据すえた。これらが関かかわっているのか否いなか、関わっているのならどうすればよいのか。

「まさか、解題がこんなとこに残ってたとはね。千尋ちゃん、帰って真ま琴ことに教えてやろう」

「……え？」

　自分の考えに没ぼつ入にゆうしていた千広は、一いつ瞬しゆん、それが誰だれの声なのかもわからず、きょろきょろと辺りを見回してしまう。

　すぐ脇わきに立っていた薫は、そんな千広の様子がよほどおかしかったのか、くつくつと笑いながら、千広の頭に手を載のせた。

「随ずい分ぶんと気に入ったようだね」

「失礼……しました」

　その手の下からするりと抜け出すと、薫は軽く肩をすくめた。

「別に、怒ってるわけじゃないよ。でも、一いつ旦たん帰らないか？　あんまり遅くなると、真琴も心配するよ。もともと、鍵かぎの確かく認にんに来ただけなんだし」

「そう、でしたね」

　考えが固かたまらないうちに、焦あせって石段を転げ落ちることもない。三年前とは違う、新あらたな手がかりを見つけたのだから。

　千広はうなずいて、社やしろの外へ出る。そんなに長くいたつもりはなかったのに、目はすっかり薄うす暗くらがりに慣なれて、陽ひの光がまぶしい。

「それにしても、なんだってここの鍵が別べつ荘そうに……」

「さあ……おそらくは、秀ひで麿まろ様がお持ちになられたんだと思いますが」

「だろうね。どこの鍵だかもわかんないようなもの、持ってかなきゃいいのに」

「どこの鍵だかおわかりにならないから、あちらへお持ちになったんじゃないでしょうか」

「なるほど、一いち理りある」

　くすくすと笑って、扉とびらに差しっぱなしになっていた鍵を抜き取る。

「うわっ、油でぬるぬるする」

「お手が汚よごれます。こちらへ」

　薫の手から鍵を抜き取ろうとする千広の手を、薫は鍵ごと掴つかむ。薫と千広の手の間から、滑すべりのよくなった鍵がするりと抜け落ちそうになる。反はん射しや的てきに鍵を掴み直そうと開きかけた指の隙すき間まに、薫の指が滑り込んでくる。千広はすぐに手を抜こうとするが、薫はしっかりと指を絡からめて離はなそうとはしなかった。

「──薫様」

「これなら落っことさないからいいだろう？」

「歩きにくいのですが」

「そんなわけないよ。恋人同士はこうやって歩くものなんだから」

　薫は鍵を挟はさんだ手をくいっと持ち上げて軽く振ってみせる。

　千広の知るもう一人の馨かおるも、こんな風に気き軽がるに触ふれてくるところがあったけれど、身分制度が色いろ濃こく影かげを落とすこの世界では、気き安やすいといってもあちらと同どう等とうに考えることはできない。たとえ華か族ぞくではなくとも、メイドと手を繋つないで外を歩くなんてことはまずありえないのだ。

「恋人同士ではないから、歩きにくいんですね」

「変わってないなぁ、そういうところ」

「薫様も、お変わりなく」

「……変わってないなぁ、そういうところも」

　苦く笑しようしながらも、薫は一いつ向こうに手を離す気配はない。こちらから振ふり払はらうわけにもいかず、館やかたまでの道のりを、黙だまって手を引かれて歩く。

　あちらの世界では、こんな風に男と手を繋いで歩くことはなかったので、実に奇き妙みような感じだった。

　その相手が薫であるというのも、どこか倒とう錯さく的てきだ。あちらの世界で、一度だけ馨と手を繋ぐ機き会かいがあったが、写し身といってもやはり二人はまったく別の人間で、その感かん触しよくも熱も違っている。

（まあ繋ぐといっても、サークル勧かん誘ゆうで研究会に引っ張られていっただけだし）

「千尋ちゃん？」

　不意に足を止めた千広を、薫が振り返る。

「すみません、ブーツの紐ひもが」

　空あいた手で示しめすと、薫は名残なごり惜おしそうに手をほどく。その瞬しゆん間かん、落ちかけた鍵をしっかりと握りしめて千広は駆かけ出し、数歩行ったところで立ち止まった。

「千尋ちゃん!?　ブーツの紐は？」

「ああ……ブーツの紐が、美しく結むすべているな、と思いまして」

「……騙だましたな」

「なんのことでしょうか？　申もうし訳わけありませんが、仕事があるので先に失礼します」

　ぺこり、と頭を下げて、千広は館へ向かって再び駆け出していった。










　鍵が神社のものであること、そしてその中にあるはずのないものがあったことを千広が告げると、真琴は眉まゆをひそめた。

「あるはずのないもの……？」

「薫様は解題、と仰おつしやってたので、そういうものとしてこの世界に存そん在ざいしていたのかもしれませんが、その原型は間ま違ちがいなく、ここの文化には存在しえない、あちら独どく自じの文化です」

「あちら独自、か」

　真琴はそうつぶやくと、自分の背後にある書しよ棚だなのガラス戸を開く。その中から一冊の書しよ物もつを選び出すと、机の上に広げた。

「ここに、解題という言葉が出ている。佳原の花魁おいらんが始めた芸で、一いつ種しゆの謎なぞかけである、と書かれている。他にも解題について書かれたものを読んだことがあるが、皆みな似にたり寄よったりで、解題そのものについて詳くわしく記しるしたものはあまりないと思う」

　千広はその二行半の記き述じゆつを凝ぎよう視しする。歴史雑ざつ学がくのような本の、佳原の盛せい況きようぶりを伝えた項こう目もくの中の、たった二行半である。しかし、『佳原』ならぬ『吉よし原わら』とて、こういう類たぐいの本で詳しよう細さいに書かれることはないのだから、これだけでもありがたい方なのかもしれない。

「それで、あちら独自の文化というのは？」

「和わ算さん、と言います。三百年ほど遡さかのぼった時代に成せい熟じゆく……爛らん熟じゆくと言ってもいいかもしれませんが、とにかく発はつ展てんしていった数学の一種です」

「ええと……エド、と言ったかな。江戸時代」

　真琴はふっと口くち許もとをほころばせる。つられたように、千広も笑った。

「あちらでは、ちゃんと授業を受けておられたんですね」

「麻ま琴ことの評ひよう判ばんを下さげるわけにはいかないからね。それに、知らないことを知るのは楽しいものだよ」

　華族の当とう主しゆとなるべく育てられてきた成人男子が、閉へい鎖さ的てきな女子校の中で何を学んでいたのかわからないが、それなりに得えるところもあったようだ。

　一月前の事件のとき、真琴と吉よし香かはあの長い神社の石段から転てん落らくした。意い識しきを取り戻した吉香に、千広が「吉よし朗ろう」と呼びかけたことで、千広は自身もまたあちらから写し身に入れ替わってしまった人間であるとカミングアウトする羽は目めになってしまったのである。

　三年もの間、よくぞ騙だましおおせたものだと真琴は驚いていたが、その真琴も三月ばかり入れ替わっていたと聞かされ、千広も驚かされたのだった。

　吉香の写し身はすぐに正体が露ろ見けんしたというのに、彼が護まもりたいと願い続けた少女は完かん璧ぺきに佐倉家の当主を演えんじきったのだから、文字通り役やく者しやが違う。

　ともかく、以い来らい真琴と吉香と千広は同じ秘ひ密みつを共きよう有ゆうする仲なか間まとなり、他に人がいないとき、二人は千広のことをメイドの千尋ではなく、来らい訪ほう者しやの千広として扱あつかうようになっていた。

「それにしても、何故、解題があの神社にあったのか……」

「おそらく、解題の作者である今有太夫に縁ゆかりの神社だったんじゃないかと」

「太夫に縁？　ここの出身と言うことか？」

「いえ……おそらくは我われ々われのように、あの神社で写し身と入れ替わってしまったのではないかと、僕は考えています」

「入れ替わり？　太夫が？　──いや、確かに、それなら和算がこちらに持ち込まれた経けい緯いも説明がつく」

「元々和算の世界では、解いた問題や自分で作った問題を額にして神社に奉ほう納のうするのが一いつ般ぱん的てきだったので、太夫もまた当たり前のようにそれをした──自分がここへ来るきっかけとなった、あの神社に」

「あり得ない話ではない、か。だとしたら──」

　真琴の言葉を遮さえぎるように、ノックの音が響ひびく。真琴の目め線せんを受け、扉とびらの位置まで下がった千広は、一いつ拍ぱく置おいてその扉を開いた。

「失礼……千尋、さん？」

　扉の向こうにいたのは諒りよう子こで、頭を上げた途と端たん、目の前にいたのが主人でないことに気づき、ぽかんとした表情を見せる。そして千広もまた、諒子の姿に軽く目を見開いた。

「もう仕事に……？」

　諒子は用意してあった深しん紅くのメイド服を身につけており、流していた髪は編あみ込こんで、ヘッドドレスの下できっちりとまとめられている。質しつ素そな佇たたずまいの諒子には幾いく分ぶん派は手でではないかと思われた深紅は、濃こい桃色の髪かみと相あい性しようがよく、逆に落ち着いて見える。

　一月前、同じく来らい客きやくと料理補ほ助じよを担たん当とうしていたメイドは、レースやフリルで制服を改かい造ぞうしていたのだが、あれはやはり改悪であって、本ほん来らいのスタイルに戻れば、色に限かぎらず控ひかえめな印象をもたらすものなのだとわかる。

「今日はゆっくり休んでいいと言ったのに」

　真琴が声をかけると、諒子は千広をちらりと見やりながら中へと入ってくる。

「早く仕事を覚おぼえたくて。あの、真琴様。お客様がいらっしゃいました」

「客……？　今日は薫さんや君たち以外に来客の予定はなかったはずだが。誰だれだい？」

「神こう崎ざき様です。お約束はないが火か急きゆうの用よう件けんで、どうしても取り次いで欲ほしい、と。今、東とう金がねさんがホールでお相手しています」

「神崎……」

　訝いぶかる表情を見せた真琴だったが、すぐに立ち上がる。

「応おう接せつ間まに通して、すぐに行くと伝えてくれ」

「承しよう知ちしました。失礼します」

　くるりと踵きびすを返して諒子が出て行くと、真琴は鍵かぎのついた引き出しから、一冊のノートを取り出した。

「それは……？」

「麻琴の業ぎよう務む日につ誌しだよ。我わが写し身だけあって、随ずい分ぶんとまめに記き録ろくを取ってくれていた。いずれ私が戻ってきたときに困こまらないようにと思ってくれたのかな」

　ぱらぱらとノートをめくっていた真琴は、「これだ」と小さくつぶやいて記録を指でたどり始めた。

「神崎家か具ぐ──私ではなく、彼女が取引を始めた会社だ。まだ起き業ぎようして二年ほどの小さな会社だが、海外に専せん門もんの工場を持っていて、いい家具を作る。流りゆう通つうルートを探していた彼を、麻琴が見いだしたようだね」

　あちらでは普ふ通つうの女子高生だった佐さ倉くら麻琴は、真琴として生活する中で思いがけず経営の才を発はつ揮きし、彼が不ふ在ざいの間、その穴あな埋うめをするにとどまらず、新たに取引先を増やしたり、契けい約やく内ない容ようを見み直なおすなど、佐倉貿ぼう易えきの収しゆう益えきをわずかながらプラスに転てんじる手しゆ腕わんを見せていた。

「これによると、納のう品ひんは来月になっているが……」

「まさか……例の風評ですか？」

　この一月の間に、佐倉貿易は取引先のいくつかを失っている。一月前、茂も原ばら男だん爵しやく家けとの縁えん談だんが破は談だんとなった佐倉家は、商売上の有ゆう力りよくな後うしろ盾だてを失ったと見られ、華族が経営する会社のいくつかから契けい約やくを取り消したいと申もうし入れられたのである。

　破談の真しん相そうは、真琴も納なつ得とくの上で闇やみに葬ほうむり去さった。大手企き業ぎようとの取引を失うのは痛いたかったが、黙だまって契約解かい除じよに応おうじた。それが社しや交こう界かいの一部でちょっとした噂うわさになっているらしい。

　しかし、ノートを元の通り引き出しにしまいながら、真琴は首を振ふる。

「……いや、神崎氏は華族ではないから、関係はないと思う。しかし、約やく束そくもなしに訪たずねてくるような人ではないようだし、気になるな。悪いが千広、さっきの話はまた改めて」

「お気になさらず」

　真琴が書しよ斎さいを出て行くと、千広は机の上に広げられたままになっていた本を取り上げた。

『──災さい厄やくを祓はらうように佳原と名を改あらためた岡場所も、この時じ期き、今に名を残す名太夫が咲き乱れた。太夫の芸と言えば舞まいや謡うたいが代表格だが、解題という芸を持つ太夫もいた。これは一種の謎なぞかけであったと伝えられている』

　こちらへ来たばかりの頃ころ、時間を見つけては佐倉家にあった蔵ぞう書しよを読みあさった。当時は先代がこの書斎を使っていて、秀麿付きだった千広は書斎に入ることができなかったのだが、先々代の書物の一部が三階の物もの置おきに移されていて、ジャンルを問わずに片かたっ端ぱしから読んでいった。

　それは主おもにこの世界を知るためだったが、その過か程ていで、二つの世界の歴史が異なり、こちらでは発はつ達たつしているがあちらには存在しないもの、またその逆で和算のようにこちらには生まれなかったものがあることを知った。

　だから、佳原という岡場所についても知ってはいたし、言われてみれば解題という言葉も見かけていた気はする。でもそれがまさか、和算と結びつくものだとは思ってもみなかった。

　本を書しよ棚だなに戻し、書斎を後にした千広は、廊ろう下かの窓まど越ごしに前ぜん庭ていを眺ながめやった。

　中庭は芝しばと樹じゆ木もくがメインの落ち着いたものだが、門と玄げん関かんの間をつなぐ前庭は、色とりどりの花を植うえ込こんだ華はなやかな作りになっている。

　晩ばん秋しゆうから初しよ冬とうへと移り変わろうとしているこの時期、鮮あざやかな花はあまりなかったけれど、窓のすぐ下では、代わりに明るく賑にぎ々にぎしい花が二輪、戯たわむれている。

「この箱はどうするの？」

「裏うらに運んで、あとで植うえ木き屋やさんに引き取ってもらうの」

「じゃあ、持ってくね」

　二人のメイドたちは枯かれてしまった花を抜き、代わりに冬ふゆ越ごしの苗を植うえているようだ。本ほん来らいならば庭にわ師しの仕事だったが、庭師のいない今、庭掃そう除じの延えん長ちようということで主に春はる生きが庭にわ造づくりを担当していた。無む論ろん、一人でどうなるものでもないので、そのとき手の空あいている者──今は吉香が手伝っている。

　空からになった箱を二つ重ねて持ち上げ、立ち上がろうとしたそのとき、吉香を指さして春生が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ああーっ!!」

「え、な、なに、春生ちゃん？」

「吉香ちゃん、胸、大きくなってない？」

「えぇっ!?　そ、そんなこと、ないよー」

「うそうそ！　Ｆはあるね……ほら！」

「ちょっ、やだ、やめてよ春生ちゃん!!」

　苦く笑しようした千広は、窓から手を伸ばして春生のヘッドドレスをつまみ上げる。突とつ如じよ頭ず上じように現あらわれた手に驚おどろいた春生は、窓の向こうに千広を発見して、声にならない悲鳴を上げた。

「そういうことは、仕事が終わってから確かめるように」

「は、はい！」

「確かめなくてもいいんですよ、千広さぁん！」

「とにかく、お客様がいらしているんだから、少しは考えなさい」

　吉香と春生は顔を見合わせて、千広の後ろにある扉をちらりと見やる。紫むらさきの部屋と呼ばれるその客きやく間まには、現在薫が入っている。あまり大きな客間ではないのだが、真琴の部屋に近い方がいいからと、薫自みずからの希望でそうなったのだ。

　千広は二人の視線に気がつくと、ああ、とつぶやいて軽く手を振ふった。

「薫様じゃなくて、応接間に別のお客様がいらしてる」

「えっ？　今日ってもう……会社の方ですか？」

「取引先のようだけど、新入りの彼女が案内したんでね」

「うそーっ！　もう働いてくれちゃってるんですか、あの人。確かに制服は着てみてたけど」

「仕事の説明は、吉香が？」

「一いち応おう、一ひと通とおりのことは。でも、真琴様も明日からでいいとおっしゃってたので、八や千ち代よさんに厨ちゆう房ぼうの説明を任まかせて、私たちは仕事に……すみません」

「謝あやまる必要はない。本ほん来らいは私の仕事なんだしね。それより、そこが一ひと段だん落らくしたら、中の仕事に戻もどりなさい。今日は押せ押せになってるでしょう？」

　引っ張ってしまった春生のヘッドドレスを直してやり、千広は窓を閉める。なにやらまたひとしきり賑やかにしているようだが、ホールに諒子の姿を発見して、千広はそちらに足あし早ばやに向かった。

「どうかした？」

「あ、あの、すみません。東金さんを探していて……」

「何か用なの？　東金さんに」
















「ち、違います。真琴様が急ぎ会社に行かれるので車を、と」

「会社？　……こんな時間に」

　ホールの時計を見て、千広は眉まゆを寄よせた。

　これから会社に行って何かを始めるには、午後三時というのは少し遅おそすぎる。先さき程ほどやってきた取引先と何か関係があるのだろうか。

「多た分ぶん東金さんは車のところにいると思う。車しや庫こはそこから出て左へ」

「わかりました！」

　諒子が飛び出していくのと同時に、応接間から真琴が姿を現す。その後ろから、うなだれた男性が影かげのようについてきた。真琴の倍ほどの年ねん齢れいのその男性は、目め元もとにハンカチを当て、嗚お咽えつをもらしている。

（一体なにが……？）

「神崎さん、ここで少しお待ちいただけますか？　千広、吉香は？」

「今は外に」

「じゃあ、一いつ緒しよに来てくれ」

　言うが早いか真琴は書斎へ向かってせかせかと歩き始める。その後をついて歩く千広をちらりと肩かた越ごしに確かく認にんすると、真琴は一つ息を継ついで語る。

「神崎さんの契けい約やくしている伐ばつ採さい林りんが山火事の影えい響きようで全ぜん焼しようしたそうだ」

「全焼、ですか」

「うちに回す分の家か具ぐはなんとか揃そろえられるというんだが、それでも木もく材ざいが足りない。別から買い付けようにも手元に金はない。工場を維い持じするにも職しよく人にんを使うにも必要だからね」

　真琴とともに書斎に入った千広は、話を聞きながら、手て際ぎわよく鞄かばんに必要なものを詰つめていく。

　真琴は書棚の隅すみにかがみ込んで、その飾かざり彫ぼりの一つに手を触ふれた。かたり、と音がして扉が開き、中から無ぶ骨こつな金きん庫こが現れる。真琴は小こ切ぎつ手て帳ちようとまとまった現金を取り出すと、千広に手渡した。

「それで、佐倉貿易が直ちよく接せつ木材の買い付けを？」

「いや。現在倉庫にある家具を全部買い取る。数は予定の半分だが、金きん額がくは予定通りに」

「しかしそれは……」

　一ヶ月前の事件をもみ消すため、茂原家は借金は帳ちよう消けしにし、今まで払はらってきた利り息そく分ぶんに相そう当とうする額がくの金を、口くち止どめ料として振り込んできた。おかげで佐倉家は使用人に給きゆう金きんを払はらい、新あらたに諒子を雇やとい入れることもできたし、会社を運うん営えいしていく上でいくばくかのゆとりも生まれた。

　しかし同時に、華か族ぞく経けい営えいの大手企き業ぎように切られ、新しん興こうの中小企業との取引が主となってしまった現在、いまだ経営は安定しているとは言いがたい。品物がない状じよう態たいでの信しん用よう取引は、佐倉貿易の首を絞しめかねないのである。

「言いたいことはわかる。でも、私は麻琴の目を信じている」

　真琴はにやりと笑った。

「写し身だからひいきしているわけじゃないよ。あちらで彼女として生活していたからね。彼女が信しん用ように足たる人間であるのは間違いない。その彼女が、私のために選んでくれた会社だ。裏うら切ぎるようなことはないだろう」

「そう……ですね」

「もちろん、こっちにもそれなりに算さん段だんというものはあるのだから、あまり心配しないでくれ」

「わかってます」

　小切手帳と現金とを鞄にしまい込んで、千広は真琴とともに玄げん関かんへと向かう。

「神崎様をお一人にしてしまいましたが、大丈夫でしょうか？」

「ああ。来たときほど思い詰つめてはいないだろうし……」

　玄関ホールまでやってきた二人は、思いがけず小さな笑い声を耳にして、互たがいの顔を見合わせた。ホールにいたのは神崎一人ではなく、車庫から戻ってきたらしい諒子がすぐ側にいる。先さき程ほどまで嗚咽をもらしていた神崎は、ホールの隅すみにある椅い子すに腰こしを掛かけ、カップを傾かたむけている。目は腫はれぼったく、頬ほおに陰かげもあったが、今だけは幾いく分ぶん心が安やすらいでいるようであった。

「神崎さん、お待たせしてしまって──」

「いえ、おいしいお茶をいただきましてね……落ち着きました」

　神崎は諒子にカップを渡し、真琴とともに玄関を出る。後をついて出ようとした千広だったが、真琴はその手から鞄を取り上げると、小さく手を振って制せい止しした。見送りを受けている時間も惜おしいのだろう。二人を乗せた車は、すぐに走り去っていった。

「あの……勝かつ手てをしてすみません……」

　少し震ふるえるか細ぼそい声に振り返ると、諒子が顔を伏ふせていた。胸の前にはティーカップが一客載のったトレイがある。まだほんのりと湯ゆ気げが立っていた。

　今日来たばかりで、まだこの家のことも仕事のことも把は握あくしきっていないだろうに、その適てき切せつな対たい応おうに、千広は内ない心しん舌したを巻く。一人取り残された客を気き遣づかい、憔しよう悴すいしたその様子を見て、温あたたかいお茶を出す、それが自然にできるのだから、メイドとしての能力はかなり高い。

　自信なさげに見えていたのは、来たばかりで緊きん張ちようしているせいなのだろう。華族に仕つかえていたことに加え、カフェで不ふ特とく定てい多た数すうを接せつ客きやくしてきた経けい験けんは伊だ達てではない。

「それは？」

「え……？　あ、ミルクティーです。お砂さ糖とうとミルクをたっぷり入れた──随ずい分ぶんと、疲つかれていらっしゃるように見えたので」

「なるほど。仕事についての説明は受けていると、さっき吉香から聞いたけど」

「は、はい……あの、お客様の応対と、八千代さんのお手伝いをと──」

「今あなたがしたのは、十分にその範はん囲い内ないで、そういうのは勝手とは言わない」

「え……」

　千広の言葉に顔を上げた諒子は、戸と惑まどったように目を瞬しばたたかせた。

「ご覧らんの通とおり、ここは慢まん性せい的てきに人ひと手で不ぶ足そくで、私はメイド頭がしらではあるけれど、お下げの春生は掃そう除じ洗せん濯たく頭だし、あなたは来客担当頭、ということになる。ある程てい度どは自分の裁さい量りようで動いてもらった方が、こちらもありがたい」

「来客担当頭……」

「そう。統とう括かつすべき部下はいないけど。判はん断だんに迷まよったときはいつでも私に尋たずねてくれていいから」

「は……はい！　よろしくお願いします！」

　勢いきおいつけて頭を下げた諒子だったが、胸の前にトレイを掲かかげているのをすっかり忘れていたらしい。諒子の頭を受け止めたティーカップは、バランスを崩くずしてトレイの上を転ころがり、ついいにその端はしから落らつ下かした。

「きゃあっ!!」

　一いつ拍ぱく遅おくれてぱしゃり、という水音だけが、静かな玄関ホールに響ひびき渡る。すんでのところで落下物を受け止めた千広は、淹れたてでなくてよかったと、内心胸をなで下ろした。

「ち、千尋さん、大丈夫ですか!?　紅こう茶ちやが、火傷やけどは!?　あ、カップは……どうしよう！」

　先さき程ほど見み事ごとな接待を見せた人間とは思えないほどおろおろし始めた諒子は、トレイをも取り落としてしまう。すっかり混こん乱らんしてしまったらしく、落ちたトレイと千広と、どちらを先にしていいのかわからず、両手を上げたり下げたりしている。

　前ぜん衛えい的てきすぎるダンスにこみ上げてくる笑いを押し殺して、千広は諒子の目をじっと見つめた。

「諒子」

「えっ……あ、はい……！」

「紅茶はそんなに熱くなかったし、少しはねたくらいだから大丈夫。カップもソーサーもこの通り無ぶ事じ」

「はい」

「まずはトレイを拾ひろって、それからカップを厨ちゆう房ぼうに持って行って片づけること」

　穏おだやかにそう言うと、ようやく落ち着きを取り戻した諒子は、一つ深しん呼こ吸きゆうして、床ゆかからトレイを拾い上げ、千広から受け取ったカップとソーサーをその上に載せた。

「すみません……私……」

「本当に大丈夫。ほら、見て」

　千広はエプロンで拭ふいた手を、諒子の前に突き出し、じゃんけんするようにぐーちょきぱーを順じゆんに作ってみせる。最後に、開いた状態から中指と小指だけ折ってみせると、諒子はびっくりしたように目を見開いた。

　諒子も真ま似ねをして指を折ってみるが、どうしても薬指が立たない。

「すごいですね、千尋さん！」

「そう？　小さな子がやっているのを見て、できそうだと思っていたんだけど。とにかく、大丈夫だから仕事に戻りなさい」

「……は、はい！」

　はにかむように笑った諒子は、小走りで厨房に向かって駆かけていく。その危あぶなっかしい足あし下もとを見やりながら、千広はメイドの才さいに恵めぐまれなかった友人のことを思い出していた。
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　目の前にあるのは一冊のノート。この三年間で幾いく度ども読み返し、新たに書かき足たしもしていったから、角は擦こすれて丸くなり、全体的にすっかりくたびれてしまっている。

　後ろからぱらぱらめくっていくと、中程まではまったくの白紙で、文字が出てくるのはそこから更さらに数頁ページ行った先である。千ち尋ひろの筆ひつ跡せきで『関せき真しん流りゆう』と綴つづられ、その下にいくつかの人名と矢や印じるしが書かれていた。

　一いつ旦たん閉とじて、今度は前から開き直す。二頁目から始まっている記き述じゆつは千尋のものとよく似ていたが、いくぶん線が太く、角かく張ばっている。似にていても、やはり別人の筆跡だった。

　ノートの持ち主は千尋ではなく千ち広ひろだ。これは、彼がいずれ研けん究きゆう対たい象しようにするべく調べていた、江戸時代のある和わ算さん家かについての覚え書きノートだった。

　和算、という言葉を初めて目にしたのは、退たい院いん後ご、諒りよう悟ごに連れられて訪おとずれた自宅アパートの本ほん棚だなの中だった。

　館たて山やま千広は千尋と同じく質しつ素そをむねとする人間だったようで、アパートの中には人の暮くらしに最低限必要なものしか置かれていない。ややもすると、最低限必要と思われるものも置かれていなかったりする。

　けれど、本だけは違ったようで、二つの本ほん棚だなにはぎっしりと本が詰つめ込こまれており、本棚に入りきらなかったものが壁かべ際ぎわにきっちりと並ならべられていた。

　入院中、大学生活などについては諒悟から聞いてある程てい度ど把は握あくしていたが、一番親しいらしい諒悟との付き合いも大学に入学して以い後ごに始まったもので、まだ三ヶ月ほどでしかない。それだけではやはり不十分だ。

　千尋は片かたっ端ぱしから千広の蔵ぞう書しよを読みあさり、千広という人間を追つい体たい験けんしていった。

　彼の蔵書は多た種しゆ多た様ようで、難なん解かいな物ぶつ理り学がくの本から子ども向けの絵本まで取りそろえられていた。その中に、和算という言葉を冠かんした本があったのである。

　和わ菓が子しや和わ裁さいという言葉との類るい似じからして、それが自国で発はつ達たつした算さん術じゆつの一種であろうことは推すい測そくできた。ただ、千尋が元いた世界には、存そん在ざいしない文化であった。

　文化も風ふう習しゆうもよく似にた世界でありながら、千尋のいた世界と、千広が暮らしていた世界とは、どこかの時じ点てんでその進しん路ろを違たがえてしまったらしい。歴史上の重かさなりは現代に近づくほどに少なくなり、振ふれ幅はばは広くなっていく。

　和算も、そのぶれの中にあり、千尋の世界では生まれなかったものなのだろう。

　改めて本棚を眺ながめやれば、和算に関する本は、他の種類の本よりも多く、机から手の届とどく場所に並べられている。千広が和算に特別な興きよう味みを抱いだいていることは明あきらかだった。

　ふと、脳のう裏りに、あの日神社で見た図ずが甦よみがえってきた。いくつもの円と『今いま有ある如図ずのごとく──』で始まる文章が書かれていた、たくさんの額がく。

　おそるおそる開いた和算の本の中で、千尋はまさにあの神社で見たのと同じ図形問題を発見した。

　本ほん能のう的てきに、それがこちらの世界とあちらの世界を繋つなぐ何かなのだと、そのとき千尋は悟さとった。

　──悟ってしまった。

　どうやって千広の中に入ってしまったのかまったくわからないのだから、どうやったら元の姿に戻れるのかも見けん当とうがつかない。だとしたら、とりあえずは館山千広として生きていかざるを得えない、それが千広の書しよ棚だなをあさり始めた最初の動どう機きだったのに、和算の本を見つけ、それを読んでしまった瞬しゆん間かん、千尋の目的は変わってしまった。

　神社の薄うす暗ぐらい空くう間かんで貪むさぼるように解といた和算が、この世界にはある。館山千尋では出会えなかった和算、そして、メイドであったらのめり込こむことなど許ゆるされない和算が、今目の前にある。

　館山千広でいる限り、和算に触ふれていられる。

　千尋は、あの神社のことを胸の奥おく深ふかくにしまい込んだ。










　あれから三年が経たつ。

　最初の二年は、こちらの世界に馴な染じむための勉強と、アルバイトという名の短期仕事の掛かけ持ちで忙ぼう殺さつされ、日々はめまぐるしく過すぎていった。

　それでも、千広が入っていた算術研究会には足あし繁しげく通っていたし、今ではもしかしたら千広よりも和算の知ち識しきを持っているのではないかとも思っている。

　千尋は開いたノートの記き述じゆつを指でたどっていく。几き帳ちよう面めんな文字が綴つづるのは、数多あまたある和算の流りゆう派はの中でもあまり目立たぬ関真流、その中でも更さらに無む名めいであると思われる鋸きよ南なん辰たつ之の輔すけという名の和算家について、千広が調べていたすべてである。

　ノートの文字は、千尋の筆跡が大半を占しめる。まだ調べ始めたばかりの千広の記述が少なかったせいだ。

　それでも千尋がノートを改めず、彼のノートを引き継つぐ形で使い続けたのは、館山千広に対する謝しや罪ざいのような意味もあった。あの神社とあの算さん額がくが、あちらとこちらを繋ぐ何かだと気づいているのに目を背そむけ、千広の人生を勝かつ手てに借かり受けていることへの謝罪──彼に代わって、この和算家のことを調べ上げ、卒そつ業ぎよう論ろん文ぶんとして提てい出しゆつすることができれば、千尋の身み勝がつ手てな行こう為いも許されるかもしれないと、そう考えていた。

　まるで遺い題だいのようだ、と自じ嘲ちようする。

　そんなことが罪つみ滅ほろぼしになるわけはないけれど、千尋はそう思い定めて彼の研究を引き継いだのだ。

　しかし、館山千広が惹ひかれていた和算家は、活動した期間も短く、その末まつ路ろは謎なぞに包つつまれていた。

　今から二百年ほど前、和算が爛らん熟じゆく期きを迎むかえていた頃ころ、鋸南辰之輔は江戸へやってきた。商家の跡あと継つぎとして、名も知れぬ寒かん村そんからもらわれてきたのである。幼おさない頃から、ただひたすらにいずれ呉ご服ふく問どん屋やを継ぐ身として学問に励はげんでいた辰之輔は、当然の如ごとく算術をも学んでいたと思われる。

　しかし辰之輔の名が残っているのは呉服屋の若わか旦だん那なとしてではなく、あくまで関真流の門もん人じん、あるいは若き遊ゆう歴れき算さん家かとしてである。なんらかの事じ情じようで商人にならない、あるいはなれなかった辰之輔は、和算家の道を歩あゆむことになった。

　そうはいっても、辰之輔は和算の歴史の中で目立つ存在ではない。そもそも、彼の属ぞくしていた関真流という流派自体が、歴史の中ではすっかり埋うもれてしまっている。

　それでも彼の名が後こう世せいに伝えられているのは、現在はすべて散さん逸いつしてしまっているものの、鋸南辰之輔の名で出版した本が数冊あること、そして遊歴算家として関東近県の神社に算額を奉ほう納のうしていたためであった。

「千広君は本当に地じ味み好ずきだよね。鋸南辰之輔なんて、千広君に聞くまで知らなかったわよ」

　千尋が開いたノートを覗のぞき込こんでいた馨かおるが、呆あきれたように言う。隣で資し料りよう本ぼんをぱらぱらとめくっていた諒悟も、同じようにノートを覗き込んでうなずいた。

「俺おれも全然。第一、関真流だって、よくわからない流派じゃないっすか」

「小池庸達が自じ称しようした、なんて説だってあるじゃない。まあ、そこに目をつけるところが千広君らしいっていえばらしいんだけど」

「……別に、らしいとかじゃなくて、他ほかがとりあげないような人間をやりたかったんです」

　千広が何をもって鋸南辰之輔という人物に惹ひかれたのか、彼のことを調べ続けた千尋にもよくわかってはいない。千尋自身も次し第だいに興味を覚えてはいたが、多分千広の着ちやく眼がん点てんとは違ちがっているだろう。

　呉服屋の若旦那という、約束された地位を棒ぼうに振ふってまで貫つらぬいた和算家としての道──辰之輔の、執しゆう着ちやくともいえる和算への情じよう熱ねつが、千尋の興味をかきたてていた。

　人一人の人生を奪うばっても和算に触ふれていたいと願った、自分自身に重かさねて。

　そんな千尋の胸の裡うちを知る由よしもなく、諒悟はなるほどとうなずいた。

「確かにそれはあるな。他とかぶらないってのも、卒論の大事な要よう件けんだし」

「もし私も数学科だったら、卒論あったのよね。私だったらそうだな……やっぱり久く留る島しま義よし太ひろかな。ああいうタイプっていいわよねぇ。じゃなかったら、吉よし田だ光みつ由よしとか」

「すげーメジャーどころじゃないですか。そういうの、教授の目が厳きびしくなりますよ」

「だからよ。そういう方がやりがいがあるじゃない？」

「うわぁ馨さんらしー」

「そういう諒悟君は？　卒論の話、聞いたことないけど」

「俺は和算はやんないんですよ。もっぱら洋算で」

「そうなんだ。それで進み具合は？」

「……聞かないで下さい」

　諒悟は資料本の中に顔を伏ふせた。ここ数ヶ月、諒悟は暇ひまがあればこの本を開いているが、読どく了りようする気配がない。千尋と違い、諒悟のいるゼミは教授の提てい示じした課か題だいの中から選んで論文にしたてるという仕し組くみになっている。お人好しの諒悟はゼミ仲間に先を譲ゆずり、結けつ果か的てきに皆が避さける面めん倒どうな課題を手にすることになってしまったらしい。

　千尋は諒悟の手から資料本を取り上げる。未み読どくの本だったが、取り上げている理り論ろんは記き憶おくにある。これと同じものを別の学者がまとめた本を、千広の本棚で見たことがあった。高等数学に興味がないので、それ以上追っかけて読むことはしなかったが、それ自体は理解している。

「手伝おうか？」

「マジで!?　……いや、でも……うーん」

「今週中にレジュメ出すんじゃなかったっけ」

「……それは……そうだけど……」

「家でやればいい。今日はバイトもないし、明日は三限だけだから、泊とまりで」

「……泊まり……？」

　煮にえ切きらない様子だった諒悟が、はたと顔を上げる。もう一度小さく泊まり、とつぶやいて、千尋の顔を見返した。

「うん。諒悟は都つ合ごう悪い？」

「いや！　全ぜん然ぜんっ、まったく──いや……ある意味悪いけど……あ、用よう事じがあるとか、そう言うことじゃないぞ。でも、ほら、なんていうか」

「だめなら無む理りにとは言わないけど、バイト？」

　首を傾かしげ、覗き込むようにして聞くが、諒悟はそうじゃなくて……と尻しりつぼみに口の中で唱となえている。

　それを端はたから眺ながめていた馨は、不ふ意いにくつくつと笑い出して、諒悟の肩をぽんと叩たたいた。

「いいよねぇ、男の子同士って」

「馨先せん輩ぱいも来ますか？」

「馨先輩も!?　お前、馨先輩は男の子じゃないし、第一、先輩が来てどうすんだよ！」

「なによ、それ。あ、そっか。邪じや魔まされたくないんだよね、諒悟君は」

「じゃ、邪魔ってなんすか！」

「いやほら、男の子同士って、いろいろあるじゃない」

「いいいいいいろいろ……!?　そ、そんなん別に、な、なあ、千広」

　話の流れで馨を誘さそってはみたものの、元々諒悟の卒論に関するレジュメを作ろうというのだから、馨はいなくても問題はない。算術研究会に属してはいても、馨は法科の人間で、和算はともかく西洋数学には詳くわしくない。

　それに、あのがらんとした部屋に、諒悟を置き、馨をその隣に配はい置ちしてみる。それは、目の前の光景と背景以外何ら変わりのないものだったが、どこか落ち着かない。

（……なんだろう）

　もう一度、アパートの部屋に諒悟を配置し、自分をその隣に置いてみる。馨の姿はない。

（こっちのほうが、しっくり来るな）

「いろいろあるわけではないんですが、諒悟のレジュメに付き合わせるのも悪いですね」

　その答えを聞いた馨は一いつ瞬しゆん真ま顔がおになり、その後伏ふし目めがちに笑う。千尋は何か対たい応おうを間ま違ちがえてしまったのかと頭を巡めぐらせるが、馨は今度は千尋の肩を叩き、立ち上がった。

「そうね。邪魔はしないわ。私も院の方が忙いそがしいし、館山邸てい訪ほう問もんはまた改あらためてね」

「あれ？　馨先輩、帰るんですか？」

「そういうときは、『もう帰っちゃうんですか？』って言うのよ。ちょっと言い換かえるだけで、聞く方の気分が違うでしょう」

「もう帰っちゃうんですか？」

「すぐ応おう用ようしない。忘わすれた頃に使いなさい。じゃあ、レジュメ頑がん張ばってね」

　ひらひらと手を振ふって、馨は部室から出て行き、諒悟と千尋は残された。

　頭の中にその映えい像ぞうを再さい現げんしてみると、今度はしっくりとこない。二つの差さ異いは部室かアパートかと言うことだ。部室に二人きりでいるのはなんだか変なのに、アパートでは二人以外の人間がいることがなんだか落ち着かない。

「……どういうことだ？」

「何が？」

「なんでもない」

　千尋は解法の見つからない遺い題だいを見たときのように、もやもやした気き分ぶんを味わっていた。







　三、問其相距そのそうきよをとう







　　　　[image: えっくす]







　朝の冷ひえ込こみが次し第だいに厳きびしくなり、冬の訪おとずれを予感させる。ベッドから足を降おろすと、触ふれてしまった床ゆかの冷たさに一いつ瞬しゆん動きが止まる。

（そろそろボイラー業ぎよう者しやに来てもらわないと）

　千ち広ひろは夜よ着ぎを脱ぬぎながら、頭の中のスケジュール帳ちように『ボイラー業者に電話』と書き足した。更さらにその下に『地ち下か室しつの掃そう除じ』と付け加える。館内の人間も滅めつ多たに入るところではないから、掃除は月に一度程てい度どしかしていない。ボイラー業者が来る前に、少し整せい理りして埃ほこりを払はらっておかなければならないだろう。

　メイド服を出すためにクローゼットの扉とびらを開いた千広は、いつの間にやら自分がブラジャーを着けていることに気づいて、自じ嘲ちようの笑みをもらした。こんなことが無む意い識しきのうちにできるようになっている。最初の内はあんなに苦く労ろうして、その違い和わ感かんにも悩なやまされていたのに、今じゃ着けるのは当たり前で、着けていないときにこそ違和感を覚おぼえる。

　いつの間に、女性の身体からだに慣れてしまったんだろう。下着を見ても裸はだかを見ても、今じゃなんとも思わない。心は、身体に引きずられてしまうものなんだろうか。

「三年……か」

　短くはない時間だ。中学や高校なら卒そつ業ぎようできてしまう。その間千広は、数学の研けん鑽さんに励はげむこともなく、ただ黙もく々もくとメイドとして働いていた。

　ここへ来た当とう初しよは、それこそあらゆる可能性を考えて、あちらへ戻ろうと努ど力りよくしていた。痣あざと引き替かえにそうしたアイディアが一つ消え二つ消えていく内に、千広の中にあきらめが広がっていった。

　もし一月前、吉よし朗ろうがこちらへやってきていなかったら、千広は今もメイド頭がしらとしての日々を淡たん々たんと続けていただろう。好きな女の子を護まもりたいという、ただその一いつ心しんで帰ることをあきらめなかった彼の熱ねつ意いが、千広の心をも動かした。

　吉朗のように好きな女性がいたわけでもなく、何をおいても成なし遂とげたい夢なんてものもないが、今からでもそれを見つけ出すことはできる。そのための第一歩として、千広はあちらに帰らなくてはならない。

　エプロンに妙みような皺しわが寄っていないのを確かく認にんし、ヘッドドレスのズレを修しゆう正せいする。

　今日もメイドとしての一日が始まる。ミーティングに向かおうと部屋の扉を開けた途と端たん、「きゃあ！」という悲ひ鳴めいとともに、妙な手て応ごたえを感じた。

「……諒りよう子こ？」

「お、おはようございます……」

　部屋の前でうずくまっていた諒子は、両手でおでこを押さえ込んで千広を見上げている。その涙なみだ目めから千広は、自分が見み事ごとなボレーを決めてしまったことに気がついた。

「すまない、気がつかなくて」

「い、いえ……私も、洗せん濯たく室しつから勢いよく飛び出してきたから……」

「見せて」

　千広が覗のぞき込こむように身体をかがめると、諒子は赤くなってぶるぶると首を振ふった。

「だ、大丈夫です！」

「でも、この扉、結けつ構こう重いから」

　諒子の手をそっと掴つかんでよけると、案あんの定じよう、おでこはうっすらと赤く色づいている。ただ、顔中が真っ赤なので、かえって白っぽく浮き上がっていた。

「……打ったのはおでこだよね？」

「はい……」

「あとで腫はれるかもしれないから、少し冷やしておいた方がいい。ミーティングまではまだ間があるし」

　千広はそのまま部屋の中に戻もどり、クローゼットからハンカチを取ってくると、バスルームに入った。水にさらし、少しゆるめに絞しぼったハンカチを持ってバスルームを出ると、扉の外でしゃがんでいたはずの諒子が、部屋の真ん中に立って物もの珍めずらしそうに部屋を見回していた。

「あ……すみません！　勝かつ手てに入っちゃって」

「別に構かまわないよ。面おも白しろいものがあるわけではないけど」

「そうですか？　私の部屋と違ってて、面白いです。千ち尋ひろさん、青がお好きなんですね」

　壁かべ紙がみは他の使用人部屋と同じく淡あわい緑の小こ花ばな模も様ようだったが、カーテンとベッドカバーなどは青で統とう一いつし、今手に持っているハンカチは水色だ。

　もともと千広にはこれといった色の好このみはなく、ただ千尋の持ち物に青系けい統とうの物が多かったこと、そして水色の髪かみと蒼あおい瞳ひとみという外がい見けんからなんとなく、その後も青い物を揃そろえていっただけのことだ。

　千尋でいることに慣なれてしまっていて、そんなことを改あらためて考えもしなかった。

（これも……慣れの一いつ種しゆなのかもしれない）

「ハンカチも、やっぱり青、なんですね」

「え？　……ああ。これ、当てといて」

「当てる？」

「おでこ。さっきより赤くなってる」

「私のために……!?　すみません、わざわざ」

「謝るのはこっち。加か害がい者しやなんだから」

「そんな、加害者だなんて……！　私が粗そ忽こつなだけです」

　つい即そく答とうしかねて、千広は軽く首を振ふった。

　諒子が働き始めて既すでに二週間が過すぎようとしていた。最初の三日は、客の名前と顔を一いつ致ちさせるため、千広が側でフォローに当たっていたのだが、諒子は一度接客した相手を忘れるようなことはなく、その飲み物の好みまで覚おぼえ込こんでいた。

　初日に神こう崎ざきに見せた気き遣づかいもあの場ば限かぎりのものではなく、佐さ倉くら家を訪おとずれた客人たちはみな、新しいメイドのそれとは気づかせぬ程てい度どにさりげない心配りにくつろいでいるように見えた。

　料理補ほ助じよという面でも、諒子は優ゆう秀しゆうなメイドだった。どこか自信なさげで緊きん張ちようしているようなところがある諒子が、肝きもっ玉たま母さん然とした八や千ち代よとうまくやれるだろうかという心配は杞き憂ゆうに終わり、八千代もまた気の利きく助じよ手しゆを手に入れて、以前よりも楽になったようである。

　そう、メイドとしての能力は申もうし分ぶんなく素す晴ばらしい。ただ、残念なことに本人の言うとおり、少しばかり粗忽なところがあった。

　たとえば今のように館の中を走り出すとか、その挙あげ句くにちょっとした段差でつまずくとか、それをたまたま居い合あわせた千広が受け止めて事なきを得たりということが、一度や二度ではない。本人もそれを自じ覚かくしているようで、千広の前に出ると顔を赤くして恥はじ入いっている。

（もう少し、様子を見るかな）

　走り回らなければならないほど仕事をさせている方にも問題があるのだし、まだ身体がこの家に馴な染じんでいないこともあるのだろう。

　それに、粗忽さで言ったら、もっと上を行くメイドを千広は知っている。諒子の失敗など可愛かわいいものだ。

　もっとも、もし諒子があちらの世界の写し身と入れ替わっていたとしたら話は別だが。

「あの……これ、洗って返しますね」

「別に構わない。それより、ミーティングが始まるから急ぎましょう」

「はい！」

　時じ刻こくは午前五時、いつものように玄げん関かんホールには、佐倉家の使用人が集まっている。その日の当主のスケジュール、予定されている来らい客きやくなどが執しつ事じの東とう金がねから説明され、それに則そくして各人が自分の仕事をこなしていく。パズルのようにわずかな空き時間も逃のがさず、その日のノルマを詰つめ込こんでいくのだ。

　今日は珍めずらしく来客の予定はなく、真ま琴ことも書しよ斎さい仕事が中心で外出はない。現在滞たい在ざいしているのは薫かおるだけだから、うまくすれば明日のノルマの一部も詰め込めるかもしれない。

　千広は頭の中でスケジュールを組み替えながら、東金の後を受けてメイドたちに仕事を割り振っていく。ミーティングを終えた使用人たちは、一様に館のあちらこちらへと散っていき、玄関ホールには千広だけが残った。

「先に地下を見ておくか……」

　地下へ通じる階段は、東ひがし端はしにしかない。千広がホールから東翼の廊ろう下かへ踏み入ったそのとき、廊下の端にある紫の部屋の扉が開いた。

「薫様……？」

　思わず声を上げると、中から現あらわれた薫は千広に気づき、にっこりと笑う。まだ午前五時を少し回ったばかりだというのに夜着でもなく、身だしなみはきちんと整えられている。物もの音おとで目覚めたというわけではないようだ。

「おはよう、千尋ちゃん」

　諒子をここに連れてきて以来二週間、薫は佐倉家に滞在し続けている。なんでも例の丁でつ稚ち奉ぼう公こうの年ねん季きは明け、今後は聡さとしの事じ務む所しよで働くことになっているそうなのだが、時期が中ちゆう途と半はん端ぱだという理由で、準備期間と称しようする長ちよう期き休きゆう暇かを無む理り矢や理り取りつけたらしい。

　準備と言っても、ずっと佐倉家にいる薫にはやることがない。たまに真琴の仕事の手伝いもしているようだが、基本的には先代、先々代の蔵ぞう書しよを漁あさり、読どく書しよ三ざん昧まいの日々を送っていた。

「おはようございます。随ずい分ぶんとお早いですね」

「つい読書に夢む中ちゆうになってしまって」

「……眠ってらっしゃらないんですか？」

「今から寝ねたら、朝食に起きられそうにない。八千代さんの料理を逃のがすのはもったいないからね」

　伸のびをする薫の目の下にはうっすらと隈くまができている。これまでも夜よ更ふかしをして、深夜に戸と締じまり確かく認にんをしている最中、廊下で薫と出くわすようなことはあったが、おそらく徹てつ夜やは初めてのことだ。一体どれほど面白い本だったのだろうか。

「すぐにコーヒーをお持ちします。お部屋でよろしいですか？」

「そうだな……居い間までも構わないかい？　ついでに新聞が来ていれば読みたいんだが」

「一いつ緒しよにお持ちします」

「悪いね。頼たのんだよ」

　うん、とうなりながらもう一度伸びをして、薫は居間に通じる食堂へと入っていった。

　そう言えば、あちらの世界の馨かおるも、よくこんな風に夜更かしや徹夜明けで学校へ来ることがあった。面白い判はん例れいがあって調べるのに夢む中ちゆうだったとか、『塵じん劫こう記き』を読み返していたら止まらなくなってしまったとか、理由は大たい抵てい書しよ物もつだった。諒りよう悟ごなどはさすが文系と感心していたものだが、本人は、単に気が多くて、つい横よこ道みちにそれた興味がどんどん別の路ろ地じへ分け入ってしまうだけなのだと言っていた。

　玄関脇わきで新聞を拾ひろってから厨ちゆう房ぼうへ入っていくと、八千代と諒子が驚おどろいて顔を上げた。

「ちょいと、朝食はまだだよ。今作り始めたとこなんだからさ」

「すいません、千尋さん。あ、お茶でも飲まれますか？」

「食事をしに来たわけじゃないんです。薫様がもう起き床しようされているので、とりあえずコーヒーをと」

「えぇっ!?　あの坊ぼつちゃん、もう起きてんのかい。まったく、予定が狂くるうったら──諒子ちゃん、そっちのカップ取っとくれ。それから、縁ふちに緑の模様が入った丸皿もね」

　ぶつぶつ文もん句くを言いながらも、八千代はてきぱきと支し度たくを始める。コーヒーだけでなく、使用人の朝食用に準備していた食しよく材ざいを流りゆう用ようして、何かこしらえるつもりらしい。

　八千代の言うままに食器やらトレイやらを準備していた諒子は、壁に掛かかった時計を確認しながら言った。

「薫様、こんなにお早いことがあるんですね」

「いや……随ずい分ぶんと夜更かしの癖くせはついていたようだけど、徹夜は珍めずらしいかな」

「あ……そう言えば、薫様って真琴様とは随分と古いお付き合いなんですよね。……あの、千尋さんも、昔から薫様のこと、ご存ぞん知じなんですか？」

「そう昔ではないね。前は担たん当とうが違ちがってあまり顔も合わせなかったし」

「そうさ、付き合いなら私の方が長いよ。なんてったって、こーんなお小さい頃ころからおやつを食べさせてきたんだからね。形ナリだけはでっかくおなりだけどさ、私にとっちゃまだまだ坊ちゃんさ」

　丸皿の上にはサンドイッチが形よく並べられ、その横で準備されているトレイには、スープ用の小さなボウルと、ヨーグルトを入れたガラスの器が載のせられている。朝食としては少々物足りないものの、徹夜明けの胃には優やさしい献こん立だてになっている。

　八千代は盛もりつけの終わったサンドイッチを、コーヒーや絞しぼりたてのオレンジジュースとともにトレイに加えると、千広の方へ押しやった。

「はいよ。持ってっとくれ。くれぐれも、コーヒーにはミルクを入れるようにね」

「伝えておきます」

「あ！　千尋さん、私が──」

「他に頼たのまれていることもあるから、私が行く。諒子はそのまま仕事を続けて」

「……はい」

　トレイに新聞を載せ、居間へと運んでいく。東金や他のメイドたちも館やかた中に散って働いているから、日中は来客等で賑にぎわう食堂や居間も、今は静まりかえっていた。

「やあ、ありが──ああ、食事まで用意してくれたのか」

「八千代さんが、コーヒーには──」

「ミルク、だろ。わかってます」

　トレイの上から新聞を取り上げて、薫は苦く笑しようする。ことあるごとに言われてきたのだろう。テーブルの上に食事を並ならべ、コーヒーにミルクを注ぐ。給きゆう仕じを終えた千広が居間から出ようとするのを、薫が呼び止めた。

「ちょっと話があるんだ。付き合ってもらえるかな」

「……はい」

「例の解げ題だい、気になってちょっと調べてみたんだ」

「解題を、ですか？」

　算さん額がくを発見して以来、千広はあの神社を訪おとずれていない。真琴は必要があれば調べに行って構かまわないと言ってくれたのだが、神崎の一件に絡からんで取とり引ひき先さきやら会社の人間やらの来らい訪ほうが相あい次つぎ、その対たい応おうに追われていたり、諒子の面倒をみたりしていて、なかなかまとまった時間が取れず、そのままになっていたのである。

　──心のどこかに、怖おそれのようなものがなかったとは言わないけれど。

　算額に何の意味もないのだとしたら、今度こそあちらへ戻る手がかりは完全に潰ついえてしまうのではないかという怖れが、千広の足を神社へ向かわせなかったのかもしれない。

「大したことはわからなかったんだけどね。やはりあれは解題で間違いないようだよ。今いま有ある太夫だゆうが苦く肉にくの策さくで始めたというのも、どうやら本当らしい。その内、太夫本人ではなく新しい解題を求めて店に通かよう客も現れたりしたそうなんだが、そういう客の一部が、ああして解題を額に仕し立たてていたという記き述じゆつを、ある本の中で見つけてね」

「それが、あの神社に奉ほう納のうされた、ということですか」

「その額がどこへ行ったのかはわからなかったけども、おそらくそういうことなんだろうと思うよ。今有太夫とこの地は、まったくの無関係というわけでもないようだし」

「そうなんですか？」

「今もこの町の中心に街かい道どう筋すじが残っているだろう？　佳よし原わらへはあの街道をたどっていく。今有太夫が生まれたのは山一つ向こうの村だったそうだから、彼女がこの辺りを通っていた可能性は高い」

　深い縁とは思えないが、可能性はゼロではない。千広の推すい測そくにも合がつ致ちする。

　その太夫はきっと、なんらかの事じ情じようであの神社に寄って、千広のように石いし段だんを転ころがり落ちてしまった。そして何かはわからないが条件が合ってしまって、写うつし身みとその身を取り替かえることになってしまったのだ。

　その写し身が、千広が探していた遊ゆう歴れき算さん家か・鋸きよ南なん辰たつ之の輔すけだったのではないだろうか。

「その、太夫の名はわかりますか？　今有となる前の」

　写し身は、たとえば千広や真琴のように同じ響きの名を持っていたり、違っていても吉よし香かと吉朗のように似に通かよった名前であるようだ。辰子とかお辰とか辰女とか、そんな名前だったら、一気に可能性は高まる。

　しかし薫は眉まゆを寄せて、首を振ふった。

「いや、まだそこまでは……」

　落らく胆たんしかけた千広だったが、薫の物言いが引っかかった。

「もしかして、ここのところ夜を過すごされたり、徹夜されていたのは、解題のことを調べるためだったんですか？」

「まあね。千尋ちゃんが随分と気にしているので、僕もなんだか興味を引かれてね。そうなるとついのめり込んでしまうんだよ」

　薫もあの場では、確かに解題に興味を引かれたようではあったが、それは珍しい物を見たという程てい度どの興味だったろう。連日睡すい眠みん時間を削けずってまで本を読み漁あさり、調べるほどの興味を覚えていたとは思えない。

　しかし、千広は違う。漢かん文ぶんを読み下くだし、その内容まで正しく理解してみせた千広が、あの算額に尋じん常じようでなく引かれていたのは、すぐ側にいた薫には手に取るようにわかっただろう。

　薫は、千広のために解題について調べていたのだ。

「薫様……」

「だから、自分でも気になったから調べたんだよ。申し訳ないくらい、こちらは暇ひまがあったからね。さ、スープが冷めたらもったいないし、朝食をいただくことにするよ。また何かわかったら知らせるから」

「──ありがとう、ございます」

「いいって……あれ？」

「なにか？」

「この記き事じ……この写真に載ってる家具、最近どっかで見たな、と思って」

　薫は広げた新聞の写真記事を指ゆびさしていた。それは社しや交こう欄らんと呼ばれる頁で、華か族ぞく関かん係けいの記事が載せられるところだ。冠かん婚こん葬そう祭さいはもちろんのこと、華族系企き業ぎようの事じ業ぎよう目もく標ひようといった固かたい内容から、内ない助じよの功こうで知られる令夫人のインタビューといった週しゆう刊かん誌し的てきな読み物まで多た岐きにわたる。華族に関係することはなんでも取り扱あつかうのである。

　その中のインタビュー記事に、社交界の花はな形がたで知られる袖そでヶが浦うら侯こう爵しやく夫ふ人じんが登場していた。自じ宅たく応おう接せつ間まで撮とった写真には、薫の言うように椅い子すやテーブル、チェストなどが写うつり込こんでいるのだが、千広もその家具の独どく特とくのデザインに見覚えがある。

「……もしかして、神崎様の工場のではないでしょうか？」

「ああ！　そうだ、それだよ！　このあいだ真琴に写真を見せてもらったんだ。ちょうど会社の人間が来ていて、倉そう庫こがいっぱいになったとか言っていてね。真琴が無む茶ちやをしたらしくて、専せん務むに絞しぼられていたよ」

「袖ヶ浦様も、佐倉貿ぼう易えきを通じて買われたんでしょうか」

「……だとすると、専務は真琴を叱しかるどころか、飴あめ玉だまの一つも買ってやらないといけなくなるかもしれないよ」

「飴玉、ですか」

　薫は楽しそうに、その写真をぽん、と軽く叩たたいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　だがしかし、ことは飴玉一つでは済すまなかったのだ。

「真琴様、そろそろ皆みな様さまが書しよ斎さいに突とつ入にゆうしそうな勢いなんですが」

　千広の言葉に、脇わきに控ひかえていた吉香は不安そうに眉を曇くもらせた。書斎のソファに腰こしを下おろした真琴は顔を伏ふせていてそれには気づかなかったが、やがてゆっくりと身を起こした真琴の顔にも、同じ色が浮かんでいた。

「まったく……華族というのは」

　吐はき捨すてるように言った真琴は、三十分前に千広が持ってきたメモにもう一度目を通し始める。

　箇か条じよう書がきになっているのは人名で、いずれも華族の令れい嬢じようの名である。





『大お多た喜き伯はく爵しやく家け・玲れい様（ご母堂・清せい子こ様）

　印いん西ざい伯爵家・仁ひと見み様

　睦むつ沢ざわ子爵家・一かず海み様、次つぐ海み様

　夷い隅すみ男だん爵しやく家け・晶あきら様』






　この半日の間に、真琴の婚こん約やく者しやの地位を求めて佐倉家に押しかけてきた女性たちの名前だった。

　茂も原ばら男爵令嬢との縁えん談だんが壊こわれて以来、佐倉家に縁談が持ち込まれることはなかった。もとより遠とお縁えんも含ふくめ親戚たちは、借しやつ金きんまみれの佐倉家と距きよ離りを置きたがっていて、あの時じ点てんで取とり引ひきのあった親戚も、いい機き会かいとばかりに取引停止を求めてきた。

　会社にとっては手て痛いたい仕し打うちだったが、内心真琴はその状じよう況きように感かん謝しやしていた。佐倉家の当主として、いずれ結婚しなくてはならないとしても、いまはまだ猶ゆう予よが必要だったからだ。

　それなのに突とつ如じよ、親しん戚せきたちはこぞって連絡を寄よ越こし、『うちに年とし頃ごろの娘がいるのだが、一度会ってみないか』と言い出したのである。

　ことの発端は一本の電話だった。

　社交欄で侯爵夫人の記事を見た人々から、『あの家具はどこへ行けば手に入るのか』という問い合わせが殺さつ到とうした新聞社が、あわをくって佐倉貿易に連絡してきた。

　取材した記き者しやは、侯爵夫人が数ヶ月前佐倉貿易から買った、と話していたのを覚えていた。確かにその通りで、見本として置いてあったものを、是ぜ非ひにと定価の倍の値ね段だんで買い上げていったのだった。

　それだけならば何の問題もなかったのだが、買い上げた相手が悪かった。

　袖ヶ浦侯爵夫人は社交界の花形で、流りゆう行こうの発はつ信しん源げんとして知られている。彼女の着た服が次の流行を作り、彼女が髪を染そめれば、すぐにその色の髪が舞ぶ踏とう会かい場じようを埋うめ尽つくすといったすさまじさだ。

　その侯爵夫人が手に入れた、見たこともない家具は、すぐに華族の奥おく方がたたちの関かん心しんをひいた。真琴が赤字覚かく悟ごで買い上げた在ざい庫こは瞬またたく間に捌はけていき、新しん規き注文の電話は止やむことがない。支し払はらいの目め処どが立たずに途と方ほうに暮くれていた神崎は、注文品の製せい造ぞうが間に合わないと嬉うれしい悲鳴を上げた。

　それでもまだ、ここで話が終わっていれば、何の問題もなかったのだ。こういう流行は所しよ詮せん一いつ過か性せいのもので、本当にその価か値ちがわかる者だけが顧こ客きやくとして残ってくれれば、来月再来月の売り上げが落ちたって構わない。むしろその方がいいと、真琴は考えていた。

　だが、それを一過性と見み抜ぬけない人たちもいる。嗣し子しではなく現公爵という肩かた書がきに加えて、急きゆう速そくに右肩上がりに業ぎよう績せきを伸ばしている会社の経営者、その上独どく身しんで婚こん約やく者しやもいないと来たら、これほどお買い得な物ぶつ件けんはない。

「とにかく、一度顔を出さないことには引き取ってもらえないようだな。よ……いや、千広、一緒に来てくれ」

「はい」

　吉香は辛つらそうな、しかし少しだけほっとしたような表情で目を伏ふせる。千広はちらりとそれを見やって、真琴とともに書斎を後にした。

「大多喜伯爵に印西伯爵、睦沢子爵に夷隅男爵、か。皆、家か系けい図ずを引っ張り出してきたんだな」

「いずれもご親戚ですか？」

「夷隅家は血けつ縁えんじゃない。麻ま琴ことが取引を始めたばかりで、ここ数ヶ月の付き合いだ。他は一いち応おう親戚と言えなくもないが、遠いな。一番近くてお祖ば母あ様の実じつ家かの大多喜家か。印西家は母の実家と縁続きの家だが今まで付き合いはなかったし、睦沢家に至いたっては、先日送られてきた吊つり書がきを見るまで親戚だなんて知らなかった。三代前に佐倉家から嫁よめに行った人間がいるそうだよ」

　その関係性の薄うすさから、どの家も必死なのだというのが伝わってくる。

「しかし、大多喜の跡あと取とりが茂原の一件でこっちの首を切ったことは覚えていないのかな。そんな男の家に、妹を差し出すなんて」

　笑いながら言っているが、真琴の顔には疲ひ労ろうの色が濃こい。新聞記事が掲けい載さいされてから一週間、一方的に送りつけられてくる見合い写真を片かたっ端ぱしから送り返し続けてきたのだ。やっと見合い攻こう撃げきが収まってきたと思っていたところへ、群むれを成なして押しかけてきたのだから。

　応おう接せつ間まの前まで行くと、厚あつい扉とびらに遮さえぎられているというのに、随分と賑にぎわしい。甲かん高だかい、ヒステリックと言ってもいいような女性の声が聞こえてくる。ためていた息を吐き出すと、真琴はノックして応接間の扉を開けた。

「お待たせし──」

「まぁまぁまぁ！　真琴様！　私、大多喜伯爵の妻で、清せい子こ、と申します。こちらが娘の玲れいですの。さ、玲さん、ご挨あい拶さつして」

　真琴の姿を認みとめ、ソファから立ち上がった紫色の髪の女性は、すぐ横に座っていた橙だいだい色いろできつい天てん然ねんパーマの女性の肘ひじを掴つかむと無む理り矢や理り引っ張り上げた。四十は越こえている清子の容よう色しよくには多少の衰おとろえが見えたが、それでも随分と華はなやかな顔立ちの女性である。対して娘である玲は清子とは似ても似つかぬ地じ味みな作りで、押しの強い清子の娘とは思えぬほどおどおどとして自信なさげな様子だった。

「あ、あの……玲で──」

　ようやく自分の名前を口にしたかと思った途と端たん、真琴の目の前に美しい女性が飛び出してきた。清子よりも幾いく分ぶん色の濃こい紫の髪を、まっすぐ背の中なか程ほどまで伸ばしている。勝かち気きな性格がその赤い瞳ひとみに表れている。肩かた越ごしに玲を見やってくすりと笑うと、真琴に向き直った。

「ごきげんよう、真琴様。夷隅信のぶ照てるの長女、晶あきらと申します。お父様はご存知ですわよね？」

「ええ、まあ──」

　いまだ応接間に一歩も踏み入っていない真琴は、気け圧おされたようにうなずく。その後ろに控えていた千広は、真琴の心の内が手に取るようにわかっていた。真琴はけして気圧されているわけではない。三十分前の自分がそうだったように、うんざりしてあきれているのだ。

　彼女たちのすぐ脇には、お茶やお菓か子しなどの給仕をするために諒子が控えていたが、彼女だけはうんざりとはしておらず、どこか怯おびえた様子で、真琴の後ろにいる千広に気がつくと、すがるような視し線せんを向けてくる。

　目め線せんでこちらへ来るようにうながすと、令嬢たちを気にしながらも入り口近くまで近づいてきた。しかし、晶がいることで、それ以上千広に近づくことができない。

「本当、成り上がりの娘はいやだわね、一かず海みちゃん」

「そうね、次つぐ海みちゃん」

　ソファに並んで座っていた二人の少女は、髪の色こそ青と赤、見み事ごとに違っていたけれど、顔立ちは鏡かがみに映うつしたようにそっくりだった。玲や晶と比くらべると幼おさなさが際きわ立だつ。

「真琴様、睦沢次海です。こちらは双ふた子ごの姉の」

「一海です。お見知りおき下さいませ」

「私はいいと言ったのですけど、姉はどうしてもついていくときかなくて」

「まあ、次海ちゃんたら。真琴様、父は私たちのどちらを選んでいただいてもよろしいと、そう申しておりましたのよ」

「一海ちゃん!!」

「あら、本当のことよ。本当にお父様はそうおっしゃったんだもの」

　双子はその間、一度も視線を交かわさずに会話を続けている。両りよう腕うでに人形を抱かかえて舞ぶ台たいに立っていた腹ふく話わ術じゆつ師しを思い出して、千広は少しだけ愉ゆ快かいになった。人形だって、相手の顔色を窺うかがうような演えん技ぎをするというのに。

　同じように愉快だったのか、とってつけたようにほほほと笑い声を上げた清子が、玲の肩を抱いて前に押し出しながら、にこやかに言った。

「まったく、可愛かわいらしいことねぇ。小さな子がそうして小鳥のようにさえずるのは。でも少し静かにできないかしら？　玲さんが挨拶できないでしょう？」

「あの、お母様……私……」

「あら、玲さんたらまだご挨拶なさってなかったの？　女学校時代から変わらないわね、そういう鈍どんくさ……いえ、おっとりしたところ」

「あ、晶さんが……私の、邪じや魔まを……」

「なぁに？　聞こえないわねえ」

　真琴を置き去りに、女性たちは会話を続けている。一つため息をついた真琴が場を収おさめるために口を開こうとしたそのとき、窓の近くに座っていた女性が立ち上がり、ソファの方へと近づいてきた。淡い朱しゆ色いろの髪を結ゆい上げ、落ち着いた雰ふん囲い気きの彼女は、印西伯爵の姪めいに当たる印西仁ひと見みである。一同を見渡してにっこりと笑う。

「あら、真琴様。いついらっしゃったんですか？　どうぞ中へお入りになって。皆みなさん、真琴様のために道を空あけて下さらないかしら？」

　それはとりたてて大声でもなく、実に穏おだやかな提てい案あんだったが、ヒステリックに騒さわいでいた女性たちの口を塞ふさぐだけの力は持っていて、ばつの悪そうな表情を浮かべた女性たちは皆ソファの方へ戻っていく。

　他の五人と違って声こわ高だかに名乗ることもせず、女性は再び窓の近くまで下がる。

　ようやく応接間に入ることができた真琴は、一番奥まで歩いていくと、扉の方を振り返った。

「佐倉真琴です。本日はわざわざのお運び、ようこそと歓かん迎げいせねばならぬところですが、このようにお約束もなくいらっしゃられると、こちらとしては当とう惑わくせざるを得ません」

　真琴は強こわばった表情で一同を睥へい睨げいし、一気に言ってのける。そもそもこのうちの誰だれの縁談にも乗る気はないし、いずれも一度断ことわった相手である。強つよ気きに出ることにためらいはない様子だった。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに申し上げますが、家は継ついでいてもいまだ学生の身ですし、会社も軌き道どうに乗ったとはいいがたく、結婚のことを考えるような状じよう況きようではございません」

「すぐに、とは申しておりませんわ。婚こん約やくしていただければ、娘はいつまでだって待ちますわよ」

　清子が口を挟はさんだのをいいことに、赤い髪の次海が身を乗り出す。

「私だってまだ十五ですもの。すぐにお嫁よめさんにと請こわれても困こまりますわ。待っていただけるのならそのほうが」

「真琴様、私だったらそのお仕事のお手伝いができましてよ？」

　ここぞとばかりに売り込み始める一同に、真琴は詰つめていた息をそっと吐はき出す。

「茂原家の令嬢と婚約していたことを、ご存ぞん知じないわけではないでしょう。彼女との婚約も、知り合ってから大分後のことです。今日初めてお会いするあなた方と婚約だなどとは考えられないと言っているんです」

「知らないから断ると、そうおっしゃるんですか？」

　晶は立ち上がり、傲ごう然ぜんと顎あごを上げる。真琴が答えずにただじっと見つめ返していると、晶は小さく笑った。

「だったら、私を知っていただくための機き会かいをいただきたいですわ。その上で断られるならまだしも、何もせず門もん前ぜん払ばらいだなんて」

「あら、応接間でお茶まで飲んでいるのだから、門前払いとは言えないんじゃないかしら」

　一人真琴の背後に立つ仁見は、穏やかに微笑ほほえんで混まぜっ返す。晶は一いつ瞬しゆん眉まゆ根ねを寄せるが、すぐに取り繕つくろって口くち許もとに笑みを浮かべた。

「とにかく、しばらくこちらに滞たい在ざいさせていただきます。父からもそうするよう言われておりますから」

　押しかけてきた女性たちは、いずれも大きな荷物を携たずさえていた。それを運んできたお付きの者とともに車を返してしまっているのだから、端はなから佐倉家に泊とまり込こむつもりでやってきたのだろう。

　もちろん真琴がそんな非ひ常じよう識しきな申し出を受けるはずもなく、相あい変かわらず厳きびしい表情のまま、首を横に振った。

「申し訳ありませんが、そのような──」

「いいえ、主人もそう申しておりましたの。しばらく玲をこちらに置いていただいて、その人となりを知ってもらえば、真琴様の気も変わるのではないかと」

「そんなのずるいわ。皆さんがここに残られるのなら、私だって」

「次海ちゃんが残るのなら、私も残らないと不公平よ」

　再びやいのやいの騒さわぎ出した女性たちをどう説せつ得とくしたものか、上う手まい言葉が見つからずに苦にが虫むしを噛み潰したような表情になっていく真琴を見て、千広もまたどう助け船を出そうかと考えあぐねていた。

　真琴を助けたいという気持ちが一番、吉香のことを考えるとこんな連中はまとめて叩きだしてやりたいという気持ちが二番、そして、こんな大人数の世せ話わをする暇ひまはないというメイド頭としての判断が三番。大きさでいうとこの順番になるが、優ゆう先せん順じゆん位いとしては三番が頭ず抜ぬけている。

（せめて、お付きのメイドを残していってくれればいいのに……）
















　そうしたらもっとかしましくなるかもしれないが、少なくとも佐倉家の貴き重ちような人材を疲ひ弊へいさせなくて済すむ。

　しかし、一いつ介かいのメイドに過すぎない千広が、ここにいる女性たちを説せつ得とくするわけにもいかないし、何か策さくを講じようにも、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいでは困こん難なんであることは間違いない。徐じよ々じよに高まっていく声に再びうんざりし始めていた千広だったが、その騒ぎを静めたのは、またしても仁見だった。

「真琴様、こちらも単刀直入に申し上げてよろしいかしら？」

「なんでしょう」

「私だけでなく、おそらくこちらにいる方々もそうだと思いますが、事じ情じようがあって簡かん単たんには家に戻もどれませんの。その気がおありだろうとそうでなかろうと、二、三日泊めていただければ、路ろ頭とうに迷まよわずに済むんですけれど」

　応接間がしんと静まりかえる。実じつ際さい背はい水すいの陣じんでここへ臨のぞんでいるにしてもぶっちゃけすぎている。

　ここまで言われてしまって、帰れと一いつ喝かつできるような主人ではない。

「……わかりました。その代わり、三日を過ぎたら何があろうとお引き取りいただきます」

「助かりますわ。皆さんもそれでよろしいでしょう？」

「三日だなんて……」

　真っ先に不満の声を上げたのは晶だった。それに同どう意いするように、清子と双子たちもうなずいている。しかしやや強引に話を通した仁見は、口許に手を当て、驚いたように目を見開いた。

「あら、三日では足りませんの？　随ずい分ぶんと自信のないこと」

「そ、そういうつもりじゃ」

「では、三日間、お世話になりますわね、真琴様」

「千広、諒子、部屋の用意を頼たのむ。他の者も呼んで、荷に物もつを」

「わかりました。諒子、一緒に」

「……あ、は、はい！」

　千広に呼ばれ、諒子は弾はじかれるように応接間から飛び出す。後をついて出た千広が応接間の扉を閉しめると、諒子は振り返って長い長いため息をついた。

「……怖こわかった……」

「一人にして悪かったね」

　謝りながら千広は、諒子を促うながしてリネン室へと向かう。二階の客間は不ふ意いの来客があっても大丈夫なように、いつでも使える状じよう態たいに整えてあるが、シーツやタオルといったリネン類まで置いてあるわけではない。

　隅すみにある大きな籐とうの籠かごにそれらを詰つめ込むよう諒子に言いつけると、東金を探して真琴の言葉を伝え、鍵かぎ束たばを借かり受ける。急に六人も、それも佐倉家とは非常に縁の薄うすい人間が泊まることになると聞いて、東金も驚いていた。

（部屋割り、か……）

　南側にある二間続きの黄金の部屋は大多喜親子、その西側にある、同じく二間続きの白銀の部屋に双子を入れればいいだろう。黄金の部屋の向かいにある緑の部屋には仁見を、その隣となりの青の部屋には晶を入れる。これで六人が西翼に収おさまる。

　諒子と二人、籠を抱えて二階に上ると、諒子は賑にぎ々にぎしい応接間の方を見やって小声で言った。

「皆さんすごい迫はく力りよくですよね。お嬢様がいらっしゃらなかったら、どう──」

「……お嬢様……？」

「ええ、あの、仁見様のことです」

「ああ、そういえば諒子は印西家にいたんだっけね」

「はい。仁見様にお仕つかえしていました。お嫁に行かれるときに、仁見様付きのメイドは皆解かい雇こされることになって……あっ！」

　どさりと籠を落とし、諒子は自分の口を両手で塞ふさぐ。籠は諒子の足の甲こうにジャストミートしていたが、それに気づかぬほど慌あわてているようで、目が完全に泳いでいる。

「……仁見様はご結婚を？　では何故、ここに……」

「え、あ、あの……あ、えっと──あ、独どく身しんです、お嬢様は。今は独身ですから、何の問題もないんです！　ええ！」

「今は、ね」

「はい……あ。もう！　私ってどうしてこう……」

「仁見様はバツイチ、か」

「バツ、イチ……？」

「離り婚こんされて戻もどってこられたということ、なんでしょう？　つまりは」

「……………………はい」

　印西家にはちょうどいい頃合いの娘がいなかったのだろう。それでもあきらめきれない印西伯爵は、やむなく出戻りの姪を差し出したというわけだ。

　他の家にしたって、あの穏やかならぬ様子を見れば、いずれも訳ありのように思える。

　そこまでして佐倉家と姻いん戚せき関かん係けいになることが、どんなメリットを生むというのだろうか。茂原の事件直後と今と、真琴は何も変わっていない。経営の才も公爵家を支ささえていく力も、その本質に変わりはない。

　将しよう来らい性せいを買ってのことなのだろうが、爆ばく発はつ的てきなヒット商品を抱かかえているという、ごく一時的な目に見える形での将来だけを見ている華族という連中に、真琴があきれるのも無む理りはない。

（いずれ、こちらの世界でもこの制度は崩ほう壊かいしていくのかもしれないな）

「千尋さん、このことは真琴様には──」

「同じ華族同士のことだから、おそらくご存ぞん知じだろうとは思うけど」

「あ……そう、ですね」

「どちらにせよ、それが真琴様のお気持ちを変える材料にはならない」

　真琴の中には、一つ確かな想おもいがあるのだから。

「……仕事に戻りましょう。諒子は緑の部屋と青の部屋を」

　千広は言い置いて、黄金の部屋に向かう。例の事件の際さい、メイドたちが監かん禁きんされたこの部屋は、脱だつ出しゆつの際にカーテンやらシーツやらベッドカバーやらが破は損そんし、かなりひどい状態になっていたが、今は美しく整ととのえられていて、事件のことを思わせるようなものは何もない。

「よいしょ、っと……千尋さん！」

　呼ばれて振ふり向むけば、黄金の部屋の入り口に春はる生きが立っている。その両脇には大きな鞄かばんが二つ、置かれていた。

「その荷物は？」

「ええっと、夷隅様のです。どちらに運びましょう？」

「この向かいの青の部屋に。その隣が印西様、ここは大多喜様のお部屋にします」

「じゃあ、あの双子のお嬢様は白銀ですね。まったく、計画的犯はん行こうですよね！　こーんな大荷物なんですよ？　そのままずーっと居い座すわる気じゃないかしら」

「まさか。三日後にはお帰りいただくそうだよ」

　苦虫を噛み潰したような顔をしていた春生は、ふと真ま顔がおになると、唇くちびるを噛かみしめて視線を落とした。

「……やっと、吉香ちゃんが元気になったと思ったのに……」

「春生……」

「怪け我がも大分よくなってきたし、吉香ちゃん、ずいぶん笑うようになったんですよ？　前みたいにちょっと淋さびしい感じの笑顔じゃなくて、ふわって花が咲くようで、だから……」

　親の代からこの家に勤つとめている吉香は、真琴の幼なじみでもある。まだ物の分ふん別べつもつかない頃は、身分のことなど考えもせずに、手を取り合ってあの広い庭を駆かけ回ったりしていたらしい。

　しかし長ちようじて真琴は当主となり、吉香はその当主付きのメイドとなった。この世界では身分は絶対で、華族である真琴と、庶しよ民みんでしかもメイドである吉香が手を取り合うことなど許ゆるされない。吉香はそのすべてを受け入れた上で、長いことただ一人、真琴だけを想おもって生きてきた。

　けれど想いを完全に押し殺すことはできなくて、まわりにいる者たちは皆、吉香の想いを知っている。

　同時に、それが成じよう就じゆすることはないのだということも知っていたから、皆その想いを大事に見守っていた。

　特に親しん友ゆうである春生は、そのことで吉香をからかったりもするけれど、吉香の恋の一番の理り解かい者しやだ。今回の一件が、再び吉香の顔を曇くもらせてしまうのではないかと、それが心配なのだろう。

「わかってるんです……でも、もう少しだけ……もう少しだけ吉香ちゃんに、時間を……」

「大丈夫。真琴様も、それはわかっているはずだから」

「千尋さん……」

　春生はさっと目め尻じりを拭ぬぐって、大きくうなずく。

「……この荷物、青の部屋でいいんですよね？」

「鍵かぎは諒子が持ってるから」

「はい！」

　再び静まりかえった黄金の部屋で、千広は春生の言ったことを考える。

『もう少しだけ吉香ちゃんに、時間を』

　それが吉香にとっていいことなのか、それとももっと彼女を苦しめることになるのか、あんな風に人を想ったことがない千広には、わからなかった。

　ただ、たとえ許されない想いなのだとしても、見守ってやりたい。それだけは、理解できる。だから、家か名めいのためだけに押しかけてきた令れい嬢じようたちの気持ちは、まったくもって読めない。

「何も起こらなければいいけど」

　千広はつぶやいて、ベッドの上にふわりとシーツを広げた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　夜よ討うちがメイドの夜回りと厳げん重じゆうな鍵管かん理りで阻そ止しされたと知った真琴は、朝駆けを避さけるため、午前七時に会社へと向かった。仕事が増えている時期だとは言っても、これは明らかに早すぎる。朝食の席で真琴の不ふ在ざいを知った一部の令嬢たちが、冷さめていく朝食を前に舌ぜつ戦せんを繰くり広げたのだと知ったら、明日は午前六時に出かけてしまうかもしれない。

　そしてきっと、日中は戻らないに違いない。

　暇ひまをもてあました令嬢たちは、館やかたを女主人気取りでうろつき回り、メイドの姿を見るやいなや、何かと用よう事じを言いつける。タオルが濡ぬれたから取り替えろ、ベッドカバーが気に入らないから取り替えろ、あそこに掛かかっている絵を外せ、赤い花を花か瓶びんにさせなどなど、たった三日の滞たい在ざいで要よう求きゆうする範はん囲いを超こえている。

　千広がその無む駄だな仕事の一つを終え、厨ちゆう房ぼうの前を通りかかると、八千代がむっつりとした顔でベルを指さした。

「仕事になりゃしないよ。鳴りっぱなしでさ。お茶が飲みたい、クッキーを寄よ越こせ、一体どれだけ食べる気だろうね」

「皆さん、朝食食べ損そこねてましたからね」

「まったく、失礼な話さ」

　八千代は、二人分のカップにティーポットとお菓か子しの載のったトレイを、千広に手渡した。

「応おう接せつ間まに持ってってもらえるかい？　諒子ちゃんは上の双子に呼ばれてまだ戻ってこないしさ」

「応接間にはどなたが？」

「さっき坊ぼつちゃんが見えてね。ここで飲むって言ってたんだけど、お嬢さんの一人が一いつ緒しよにって連れてっちまったんだよ」

「薫様を、ですか」

　真琴狙ねらいで来ている女性たちが、薫に近づいて何をしようと言うのだろうか。

（将を射いんと欲すればまず馬を射よ、というあれか）

　首を傾かしげながら、千広は応接間に向かった。

「失礼します」

「ああ、千尋ちゃんか！　随ずい分ぶん久しぶりな気がするな」

　応接間に入った途と端たん、ソファから立ち上がった薫が千広を出で迎むかえに入り口までやってきた。いつもはにこやかな薫の顔が、どことなく引きつっているような気がして、千広は微かすかに眉まゆを寄せた。

「……今朝、朝食の席でお会いしましたが」

「あれから二時間も経たってるじゃないか」

　妙なことを言うと思いながら、千広はソファの前のローテーブルにトレイの上の物を移していく。そこに座っていたのは、バツイチの印西仁見だった。

「あら、薫さんはそちらのメイドのような娘がタイプなのかしら？」

　仁見が、くすくすと笑いながら言うのに、薫は芝居がかった仕草で胸に手を当てた。

「ここへ来るたびに口く説どいているんですが、なかなかなびいてくれなくて」

「まあ！　こんなに素す敵てきな方なのに。ねえあなた、薫さんのどこが気に入らないの？」

　自分が口説かれているとは今の今まで知らなかったが、その台詞せりふが出た途と端たん、仁見の目がわずかに眇すがめられたことに、千広は気がついた。

「……私にはもったいないお方ですから」

「ですってよ、薫さん。振られてしまったわね」

「ひどいなぁ、千尋ちゃん」

　千広の後をついてくるようにソファに戻ってきた薫は、大おお仰ぎように肩をすくめながらどさりと腰こしを下ろした。その太ももに、そっと仁見の手が伸びてくる。

「私が慰なぐさめてさしあげますわよ」

「真琴の婚こん約やく者しやの座を狙ってこちらにおいでになったんでしょう？　僕を誘さそってどうするんですか」

　薫はその手をさりげなく払はらいながら笑っていなすが、仁見はもう一度太ももの上に手を置くと軽く滑すべらせた。

「あらあら、私には端はなからそんな気ありませんわよ。第一、六つも年上で、一年で出戻ってきた女ですのよ？　伯お父じがどうしてもというのでこちらに参りましたけれど、とてもとてもお若い方々と張はり合う気なんて」

　仁見は薫の太ももを軽く叩くと、並べてあったカップに指を添そえる。脇に控ひかえていた千広はポットを取り上げ、紅茶を注ついだ。部屋に芳ほう香こうが立ち上る。

　仁見は自分が員数あわせである自覚があり、本当に花はな嫁よめレースに参さん戦せんする気はないのだろう。だからといって三日間、無む為いにここで過ごすのもつまらないから、薫に目をつけたと言うところだろうか。真琴の六つ上というのだから、むしろ薫との方が年回りが合う。

「でしたら、どうして昨日、ここへ泊めて欲しいだなんて」

「ああでもしなければ、収まらないと思ったから。だって、皆みな様さま必死だもの。薫さんご存ぞん知じ？　皆様のご事じ情じようを」

「事情？　僕が知っているのは、大多喜夫人は三番目の奥おく方がたで、彼女の子は玲さんだけ、ってことくらいですかね。家を継がれるのは、前の奥様たちのお子さんで」

　同じくカップを手にした薫は、チョコレートボンボンを一つ取り上げると、口の中に放ほうり込こんだ。

「それが二十歳になってもまったく縁づかないから、夫人も肩かた身みが狭せまいようでね。玲さんの同級生だった晶さんは、既すでに結ゆい納のう間ま近ぢかってところまで来ているのに」

　その言葉に、思わず千広の手が乱みだれ、カップにポットを当ててしまう。かちゃり、という耳みみ障ざわりな音に、仁見は楽しげに微笑ほほえんだ。

「あの方、婚約者がおありなの。真琴様より二十は上の子爵様よ。あら、結納前だから婚約者とは言わないのかしら」

「それ本当ですか？　まさか、相手のいる娘まで送り込んでくるなんて……」

「ええ。そうねぇ……傷がないのはあの双子ちゃんくらいかしら。ちょっと若いけれどね。睦沢子爵には男の子がないから、いずれ一海さんにお婿むこを取るんだろうけれど、子爵夫人になるより公爵夫人のほうがいいものね。この戦いに負けた方が子爵夫人、なんて賭かけでもしているのかもしれなくてよ」

「この間の袖ヶ浦夫人の一件だけで、娘を嫁に出そうとしているわけじゃないってことですね」

「もちろん、そういう方たちもいらっしゃるでしょうけど、ここまで送り込まれたお嬢さんたちはちょっと違うかもしれないわね。ほら、真琴様は一度婚約破は棄きなさっているでしょう？　だったら少し傷のある娘でも可か能のう性せいはあるもの」

　千広は口の端に浮かんだ笑みをすぐに消した。犯はん罪ざい者しやとの婚約を取り消すことが傷になるというのだから、華族というのは本当におかしな世界だ。

「けれど、真琴様にはどなたか想う方がおありのようね」

「え……？」

「親友の薫さんならおわかりになるかしら。もしかして、前の婚約者の方？」

「それはないと思いますよ」

「そう……もしかして、あなたかしら」

　トレイを手に応接間を出ようとした千広を、仁見は呼び止めた。

「真琴様の想い人」

「まさか、千尋ちゃんのはずないだろう？」

「だって、薫さんの心を掴つかんでいる娘だもの。あり得ない話じゃないわ」

「冗じよう談だんが過ぎますよ。彼女はメイド頭がしらで、真琴とはそんな関係じゃないし、僕とだってまだ──」

「ねえ、あなた本当に、薫さんに気はないの？」

「はい」

「即そく答とうしなくても……！」

「では、私がいただいても構わない？」

　仁見の表情にはどこか面白がっている風もあったが、その明るい緑の瞳めは笑っていない。三日間の火ひ遊あそびというわけではなく、案あん外がい本気で薫を狙ねらっているのかもしれない。

　どちらにしても、千広には関係のないことだ。

「私がお答えできることではございませんから。失礼します」

　とりあえず、五人の花嫁候こう補ほの内、一人は圏けん外がいになったというわけだ。残りの四人にしても、一人は結納直前の相手がいるし、双子は見る限り互いの足を引っ張り合っている上に幼すぎて相手にならない。注意すべきは強力な代だい弁べん者しやである清子を伴ともなった玲だけだろう。

（でも……ゆうべの様子じゃ、母親なしでは何もできない感じだったが）

　厨房に戻ると、先さき程ほどはいなかった諒子が戻ってきており、八千代が顔を真っ赤にして怒おこっていた。

「何かありましたか？」

「あぁっ!?　あのお子様たちが、あたしの焼いたスコーンを玉投げに使ったんだとさ！　まったく、食べ物を粗そ末まつにするなんて、親の顔が見てみたいよ！」

「すみません……私、止めようとしたんですけど……」

「あんたは悪くない。ケンカにお菓子を使ったあの子らがおかしいんだよ」

　うなだれている諒子のエプロンには、とばっちりをくらったらしく、ブルーベリージャムがあちこちに付ふ着ちやくしている。

「諒子、大丈夫？」

「私は別に……あ、これは、スコーンを避さけようとしてトレイをひっくり返してしまって、それで……」

「染しみにならないうちに、エプロンを取り替えてきなさい」

「はい……すみません」

　厨房を出た千広は、戦場となった白銀の部屋の掃除を頼むために春生を探し、手近な食堂を覗のぞき込こんだ。そこに人ひと影かげはなかったが、奥の居い間まの方からヒステリックなわめき声が聞こえる。

「ちょっとなんなのこのお茶！　もっと香かおりの高い物を持ってらっしゃいよ」

「申し訳ありません、ただいま」

　怒ど鳴なっているのは清子で、応対しているのは吉香のようだ。気になって居間の入り口へと近づいていくと、中には清子と吉香の他に、玲と晶がそれぞれカップを手に座っていた。

「あら小お母ば様、このお茶、随分とお高い物でしてよ？　香り付けのオレンジも効きいていておいしいわ」

「まあ、あなたのような娘さんにはわからないでしょうね。高ければいいってものではないの、こういうお茶は」

　成り上がりを当てこすられた晶は、一瞬むっとしたように口をつぐむが、清子の横でちんまりと大人しく座っている玲を見やると、にやりと笑う。

（捕ほ食しよく者しやと被捕食者）

　そんなタイトルをつけて、千広が陰かげから見やっていると、それに気づいた吉香が大丈夫、というように微かすかにうなずいた。

「ねぇ玲さん。このお茶、オレンジが入っているの。オレンジって、お肌はだにいいのよ」

「そ……そう、ね……」

「あなたのそのそばかす、少しはマシになるんじゃないかしら。一杯で五つくらいは消えるかもしれないわよ」

　そう言ってくすり、とわざとらしく笑った。玲はかあっと顔を赤らめるが、言葉が見つからないのか何も言い返さず、ただカップを両手で握にぎりしめている。

　しかし、その母親は黙だまってはいない。

「あなたこそ、随分と塗ぬりたくっているじゃない。お若いのにきっと肌が荒あれているのね。そら、これで顔でも洗いなさい！」

　立ち上がった清子は、手にしていたカップの中身を、晶に向かって振りかける。慌あわてて駆け寄ろうとした千広だったが、ここからでは間に合わない。

　清子が勝ち誇ほこった笑みを浮かべようとしたその瞬間、晶の前に小こ柄がらな影が飛び込んだ。

「……っ！」

　がしゃん、と音がして、玲の手からカップが滑すべり落ちた。その音に我われに返った清子が、ふんと鼻を鳴らして腰を下ろす。

「吉香……！」

　飛び込んでいった千広が覗き込むと、吉香はにこりと笑っている。その頬ほおから顎あごを通じてしたたり落ちた紅茶が、胸のエプロンに染みをつくる。

　吉香が庇かばったことで難なんを逃のがれた晶は、カップをテーブルの上に放り出すと、そのまま居間から飛び出していってしまった。

「まったく、なんて子かしら。あら玲さん！　あなたそんな粗そ相そうをして……本当にあなたって子は」

「あ、の……」

　玲は千広と吉香に視し線せんを寄よ越こし、何か言いたげに口を開くが、横にいる母親を気にして結けつ局きよくは口を閉ざしてしまう。

「吉香、すぐに部屋に行きなさい。ここは私が片づけるから」

「いえ、大丈夫です」

　微笑ほほえむ吉香の頬が、うっすらと赤らんでいる。紅茶は人が飲める温おん度どだったとはいえ、冷たくはない。

　けれど吉香はしゃがみ込むと、てきぱきと床ゆかに落ちたカップの片づけを始めた。

「さっさと片づけて、新しいお茶を持ってきなさい。別の葉にして」

「……承しよう知ちしました」

　千広は片づけを終えた吉香を連れて居間を出ていく。ちょうど通りかかった春生に、トレイごと押しつけると、千広は吉香を引っ張るようにして自分の部屋まで連れて行った。

「千広さん、あの」

「早く冷やさないと」

「大丈夫ですから」

「そんなわけないだろう。少し、我が慢まんして」

　吉香をバスタブの脇わきに座らせ、顔だけバスタブの方へ突き出させると、千広はシャワーで冷水を掛かけていく。吉香は水の冷たさにびくりと肩を震ふるわせたが、そのまま大人しく、冷水シャワーを頭から浴あび続けた。

　やがて、水の冷たさに皮ひ膚ふが赤らんでくると、ようやく千広は水を止めた。

「かかったのは頭と顔だけ？」

　新しいタオルで頭と顔を拭ふいてやりながら、千広は吉香の服を確かく認にんする。正面から浴あびたらしく、胸元にはその跳はね返りと、吉香の顔からしたたり落ちた紅茶が染みを作っていたが、他に大きな染みは見あたらない。

「……はい。でも、ほんのちょっとだけですから」

「ほんのちょっとでも、熱い物は熱い。無む理りするな」

「無理なんて、していません」

「昨日から、ずっと無理をして笑っている」

　バスタオルを肩からかけてやると、吉香は驚いたように千広を振り仰いだ。

「……無理なんて、本当にしていないんですよ、千広さん」

　千広を見上げて、吉香はにっこりと笑う。それは春生の言うような、まるで花が咲いたようなふわりと柔やわらかな笑みで、真琴に婚約者がいた頃のような寂さびしげなものではない。

「でも──」

「書しよ斎さいでのことですね。あれは、真琴様が心配だったから。でも、本当に違うんです」

「心から、笑っていると？」

「ええ。──千広さん、私ね……真琴様と、手を、繋つないだんです」

　吉香はうつむき加か減げんに微笑んで、膝ひざの上に置いた手を見やった。

「あちらにいるとき、真琴様と手を繋いで歩いたんです。街まちの中を二人で、隣に並んで。クレープは苺いちご入りのがいいって真琴様が頼たのんで下さって……歩きながら食べるのは初めてでした」

　それはとてもささやかな、けれどありふれた恋人同士の週末の景け色しきだった。少し奥おく手てすぎるくらいの、初うい々ういしいデートだ。けれど吉香は、その当たり前の光こう景けいを語る言葉を、一つ一つ胸の奥から大切に取り出してくる。少しでも乱らん暴ぼうに扱あつかえば、壊こわれてしまうガラス細ざい工くか何かのように。

「その間もずぅっと手を繋いでいて、だから」
















「だから……？」

「大丈夫なんです。私の中にあるこの思い出が、私をいつでも幸せなあの日に連れていってくれるから。だから、大丈夫なんです」

　包つつみ込んだその左手を、吉香はそっと胸に抱き寄せた。彼女の豊ゆたかな胸の上で、手は微かに震ふるえている。それでも、吉香は幸せそうに微笑んでみせた。

「無理をしているわけじゃないんです。真琴様のそばにいられることが嬉うれしくて、だから、自然と笑顔になってしまって……しまりがないですね、私」

　ふにゃり、と崩くずれるようにまた笑って、吉香は立ち上がった。

「仕事に戻らないと。私、着替えてきますね」

　吉香の後ろ姿を見送っていた千広は、ふっと息を吐く。

　確かに、吉香と吉朗は似ている。誰かを想うという、その心だけでどんなことでも成なし遂とげてしまうあたりそっくりだ。

　あちらの世界で石段から落ちた真琴を庇かばい、吉香はためらわずに全身で受け止めた。こちらにいた吉朗も小さな身体になっていたにもかかわらず、主あるじとなっていた麻琴を抱いて護まもり通した。

「……護る……？」

　入れ替わった二人は、奇くしくも同じ状じよう況きように追い込まれ、同じように石段を落ちている。それは入れ替わるための最低限の条件なのだろう。しかし、吉朗も吉香も、そのときまったく同じ想いを抱いていた。麻琴を、真琴を護りたいと強く願って。

　おそらくは真琴も吉香を護ろうとしたのだろうし、麻琴もそれは同じだったのだろう。

「同じ想いを抱いた写うつし身みたち……あのときと同じ、想い」

　千広には護るべき誰かはいない。だから、必ずしも誰かを護るためでなくてもいいはずだ。

「あのとき僕は──」

　千広はあちらの世界での最後の一日を思い返す。

　神社で、鋸南辰之輔が奉ほう納のうした算さん額がくを見たのだ。術文も解も書かれていない遺い題だいの算額。指し定ていされた面めん積せきと直ちよつ径けいを求めるには、どう考えても条件が足りない。

　それを考えながら石段に踏ふみ出してしまい、ものの見事に転ころげ落おちた。だから、落ちているとき頭の中にあったのは、間違いなく辰之輔の遺題のことだ。

　千広の心しん臓ぞうが高たか鳴なる。

　こちらの世界に和わ算さんは存そん在ざいしない。算額を見た千尋はそれに惹ひかれながらも、解法がわからずに悩なやんだとは考えられないだろうか。

「算額……遺題……」

　それだけが鍵かぎではない。あの日あのとき見た、辰之輔の遺題こそが、そしてその解法こそがあちらへ戻るための鍵となるのだ。

　神社にあった算額の内、千広が見たいくつかは、わりあいメジャーな問題集から出題された物で、どれも術文と解が記しるされていた。あの、辰之輔の算額と同じものはなかった。

　矢やも盾たてもたまらずバスルームを飛び出した千広は、チェストにしまってあった鉄製の鍵を取り出した。いつでも調べに行ってもいいと、真琴から託たくされていた神社の鍵だ。千広はそれを握にぎりしめると、別の引き出しから懐かい中ちゆう電でん灯とうとナイフを取り出す。そのまま他の人間に見られぬように通つう用よう口ぐちを抜け、裏うら門もんから神社へと向かった。










　あの日、ここに館たて山やま千尋がいたことは疑うたがう余よ地ちもない。三年前、秀ひで麿まろ付きだった彼女は、秀麿から鍵を渡され、ここへ来たのだろう。

　神社の中はすっきりと整せい頓とんされ、大きさを揃そろえて数枚ずつ、紐ひもで括くくられている。千広はその紐をすべて断ち切って、持じ参さんの懐中電灯で一枚一枚内容を確かく認にんしていく。

　半分は千広もよく知っている問題で、大学生だった当時、算術研究会で諒悟や馨とともに、考え得る限りの解法を上げたり、類るい似じ問題を作ったりして議ぎ論ろんを交かわした。

　中には有名な算法の図解などという物も含まれている。継まま子こ立だてにねずみ算、懐なつかしさに千広の顔がほころぶ。

　そして残りの半分は、この世界に鋸南辰之輔がいたことを証明するものだった。

「これは、千葉の八や幡はた神社……こっちは……そう、川崎の観かん音のん堂どうのだ」

　千広が資し料りようから探し当てた、辰之輔が各かく地ちに奉納した算額に書かれていたのと、同じ問題だった。あちらの算額と違い、これには術文と解が付されている。奉納者が解いて載のせたのだろう。少し遠とお回まわりな術じゆつ式しきだったが、間違いではない。

　あちらの世界で遺のこした問題に対する解を、辰之輔は見ることができない。だから、解題という芸に託たくして、自ら作り上げた問題を、出題したのだろう。

　しかし、千広があの日見た算額が見つからない。

　乙円と乙円とが交こう差さしてできた空間に別の丙へい円があり、それがまた外から来た大きな甲円で分割されている。丙円の分割された部分の面積と、甲円の直径を求めるという、辰之輔が最後に遺した和算。

　それが千広を元の世界に戻す鍵だというのに、どこに紛まぎれてしまったのだろうか。

　奥を覗のぞき込もうとしたとき、不意に社やしろの中が翳かげった。驚いて振り返ると、入り口に薫が立っている。息を切らした薫は、千広を見つけてほっと息を吐いた。

「やっぱり……ここ、だったか……」

「すみません、少し、調べたいことが」

「いいんだそれは。ただ、屋や敷しきで問題が起こって、君を捜さがしている」

「問題？」

　そのフレーズに、千広の背がぞくりと震えた。懐中電灯を消して、社やしろの外に出る。

　全ぜん速そく力りよくで駆かけてきたらしい薫の額ひたいは汗あせに濡ぬれ、その頬ほおに、赤い染しみが散っていた。

「もしかして、吉香のことですか？」

「吉香ちゃんも何かあったのか？　さっきは元気そうにしていたけど」

「吉香、も……？」

「……諒子ちゃんが、怪け我がを」

　千広は、薫の頬の染みの正体を悟さとり、すっと血の気が引いていくのを感じた。

（……あれは、諒子の血なのか）

「それで、諒子は」

「ガラスで腕うでを切って、ホールの階段から──落ちた」

「どうしてそんな……転んだりしたんですか？」

「お嬢様たちのもめ事に巻き込まれたんだ。今、吉香ちゃんが先生を呼びに行っている。頭を打ったのか、目を覚まさない」

　胸の奥おく底そこで、何かがざわざわと千広の心をくすぐっている。その正体が何なのかわからなかったが、不ふ快かいなそれを一いつ刻こくも早く消し去りたくて、千広は館やかたに向かって走り出した。







　四、幾いく何ばく
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　算術研究会は、発ほつ足そくしてまだ五年ばかりの、比ひ較かく的てき新しいサークルだった。以前にも似たような趣しゆ旨しのサークルはあったようだが、維い持じするだけの部員を集められずに消えてしまったらしい。

　発足二年目にして消しよう滅めつの憂うき目にあった算術研究会が、なんとかその命をつなぎ止め、以後四年の長きにわたり生きながらえてこられたのは、館たて山やま千ち広ひろと松まつ戸ど諒りよう悟ごという、奇き特とくな二人の若者をリクルートすることに成功したからである。

　二人を入部させた功こう労ろう者しやは、会の発足者の一人でもある四よつ街かい道どう馨かおるだったらしい。入部したのは千広であって千ち尋ひろではないから、その辺あたりのことは諒悟から聞いて補ほ完かんした。

　法科の人間でありながら、和わ算さんに情熱を燃もやす馨は、会の存そん続ぞくだけではなく、その発足にも相当苦く労ろうしたようだ。それは、人の増えない部室を見ていてもよくわかる。

　その発足に陰かげながらと言いつつ尽じん力りよくしたと公こう言げんしてはばからない人物がいた。それが、三ヶ月ぶりに部室に現あらわれた、印いん西ざい仁ひと士しである。

「いつ来ても、なんだか物もの憂うげな部室だな」

　仁士はぐるりと見渡してそう言った。

「物憂げ、ね。いつもはみんな、こんなにアンニュイな顔はしていないんだけど」

　肩を小こ刻きざみに震ふるわせながら言う馨に、耐たえきれず諒悟が吹き出した。それをじろりと眺ながめやって、仁士は下さげていた鞄かばんをどさりと机つくえの上に投げ出す。

「これを見たら、そんな物憂い気分も吹き飛ぶと思うな。馨さん、見たくない？」

　うってかわって馨に見せる表情は、これ以上はないというほどやに下がる。馨は顔を引きつらせ、曖あい昧まいに「うーん」とうなった。

　仁士の鞄こそが、実は部員の気分を下か降こうさせている一いち因いんだった。

「今日はなんだろうな」

「また絵え馬まじゃないか？　算さん額がくと間ま違ちがえやすいから」

　諒悟と千尋は、鞄を見やって小声で話す。

　馨と同じく法科出身の仁士は、馨と違って和算にまったく興味がない。そんな仁士が算術研究会の発足メンバーに名を連ねているのは、馨の気を惹ひきたいという、ただそれだけのことだった。

　才さい色しよく兼けん備びで知られる馨に以前から惹かれていた仁士は、一学年下というハンディをなんとか克こく服ふくするため、馨の側にいられるポジションを探していた。それが、算術研究会だったのだ。

　しかし、和算どころか算数にすら興味がない仁士は、それを隠かくそうともせず、和算関係の真しん剣けんな議ぎ論ろんや解法の検けん討とうは「わからないから」とまったく参加しない。それでいて、馨目当ての新入部員がいると知るや飛んできて、あの手この手を使って追い出してしまう。

　いまだ大学院に在ざい籍せきしている馨が、頻ひん繁ぱんに部室に足を運ぶのはなんらおかしなことではないが、仁士は大学を卒業しており、サークルの規き定ていからすればもはや部員ではない。それなのに、馨目当てに卒業後も折を見てやってくるのである。

　もちろん、ふらりと様子を見に、などということはない。ここへ来てもおかしくないと思われる何かを、いつも土産みやげ代わりに持ってくるのだ。

　たとえば、神じん保ぼう町ちようで見つけた和わ綴とじ本だとか、知人の蔵くらから出てきた湿しつ拓たくの写しの写しとか、一いつ見けん由ゆい緒しよありげなものを持ってきては「和算の本に違いない」「算額の拓たく本ほんだ」と馨の前に並べる。

　しかしいまだかつて、仁士の持ってきたものが和算縁ゆかりの品だったためしはない。

「司法浪ろう人にんって、ホント暇ひまなんだな」

「そうなのか？」

「……いや、だから二年も浪人してるんだろうけど」

「何か言ったか、松戸」

　諒悟のひそひそ声を聞きつけて、再び仁士が睨にらみつけてくる。

　千尋も諒悟も数学専せん攻こうな上、和算への情じよう熱ねつが人一倍だということは仁士にもわかっている。





二人を排はい斥せきする

　　↓

算術研究会存そん亡ぼうの危き機き

　　↓

悲しむ馨






　という構こう図ずが完かん璧ぺきにできあがっているため、排はい斥せき行動に及およぶことはない。だからといって胸きよう襟きんを開くわけではなく、敵か味方かという極きよく端たんなカテゴリ分けをすると、千尋も諒悟も敵の方へ分ぶん類るいされている。馨が気に入って連れて来た、というのがその理由らしい。

「いえ……あの、随ずい分ぶんと久しぶりだったかなーって。なぁ、千広？」

「そうですね。三ヶ月くらいだと思います。先せん輩ぱいが、算額とは全然関係ない絵馬の湿拓を持って──」

「あああ──っ！　そ、そう三ヶ月、三ヶ月、ですね」

　千尋の言葉を遮さえぎるように大声を出して、諒悟は三ヶ月、という数字を強きよう調ちようする。幸い、千尋の声は耳に入っていなかったようで、仁士は「三ヶ月、か」と感かん慨がい深ぶかげにうなずいて、馨をうっとりと見やった。

「もうそんなになるかぁ。そうだな、四十九日も済すんだんだし」

「あら、どなたか亡なくなったの？」

「ええ、祖父の弟だから、大おお叔お父じになるのかな。これがちょっと偏へん屈くつな人で、あまり親しん戚せきづきあいはなかったんだけど、彼の蔵くらの中身を整理してくれないかと頼たのまれちゃって。ほら、僕は日ひ頃ごろから歴史的なものを買い求めたりしてたでしょう。それでね」

　得とく意いそうに顎あごを反そらすが、おそらくは時間に融ゆう通ずうの利きく司法浪人という身分を見み込こまれてのことなのだろうと千尋は思った。所しよ有ゆう者しやの死し後ご、整理を頼まれるような蔵の場合、中身はまずめちゃくちゃで、時間を掛かけないと古こ物ぶつ商しように鑑かん定ていを依い頼らいするところまで至いたらないのだ。

「まあ、大半は壺つぼとか茶道具とかつまらないものばかりなんだけど、その中に馨さんの興味を惹ひきそうなものが」

　ふふ、と含ふくみ笑いをして、仁士は鞄を開け、中から抹まつ茶ちや色いろの風ふ呂ろ敷しき包づつみを取りだした。薄うすっぺらい包みはその大きさから、おそらくは薄手の本だと思われる。またわけのわからない和綴じ本だろうかと馨を見やると、馨は苦く笑しようして小さく肩をすくめてみせた。そもそもが和算の知ち識しきのない仁士が、そんな大層なものを見つけられるはずもない。

　仁士はちらちらと馨を窺うかがいながら、もったいぶった手つきで風呂敷を開いていく。予想通り中から現れたのは一冊の和綴じ本で、紙の色からして随分古い時代のもののようだったが、保ほ存ぞん状じよう態たいがよく、題名が書かれた外題も残っている。

　外題に綴つづられた文字は『累るい算さん記き』──その三文字を認にん識しきした途と端たん、千尋は立ち上がった。あまりの勢いきおいに一歩飛び退のいた仁士は、手に風呂敷の端はしを持ったままだったため、その上に載のっていた和綴じ本が風呂敷とともに跳ね上がり、宙ちゆうを舞う。

「うわぁっ！」

　机の上にべたりと叩たたきつけられる寸すん前ぜんで、千尋はからくも本を受け止めた。

「どうしたんだよ、千広。急に立ち上がったりして」

「そ、そうだ、脅おどかすなよ！　貴き重ちような本が──」

「……『累るい算さん記き』」

　千尋は手の中の本を見つめてつぶやいた。

「そう、その『累算記』が壊こわれたらどうしてくれるんだよ。まったく」

「『累算記』……？　なんかどっかで見たような……」

　眉まゆを寄せて考え込む馨に、仁士はぱあっと顔を輝かがやかせる。

「ほら！　でしょう？　算って入ってるし、きっと和算の本に違いないって」

「……鋸きよ南なん、辰たつ之の輔すけの遺い題だい集です」

「鋸南って……あ！　そうよ、そうだわ、千広君のあのノート！　あれで見たんだった！」

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす千尋の手から、馨がそっと『累算記』を抜き取る。糸の状態を確かく認にんしながら慎しん重ちように開いた馨は、そこに『鋸南辰之輔』の署しよ名めいを発見して、千尋の顔の前に突き出した。

「ほらここ！　鋸南辰之輔って書いてある。すごいわ！」

「すごいなんてもんじゃないっすよ。だって、なあ千広？　鋸南辰之輔の本って、散さん逸いつして残ってないんだろ？」

　鋸南辰之輔は四冊の遺題集を出版しているが、年若く、駆け出しの和算家だった辰之輔の本は刷すり部数も少なく、版木を残すほどの価か値ちもないと思われていたため、再版されることもなかった。

　しかし、一部名のある和算家の間でその遺題が話題となり、彼らの著ちよ作さくの中に辰之輔の名とその本の題名が残っている。四冊とも原本が見つかっておらず、空くう想そうの産物ではないかという研究者もあったが、その遺題の一部が転てん載さいされている本もあり、発見が待たれていた。

「日本数学会に持ち込んだら一ひと騒そう動どうね」

「え……!?　あの、馨さん、これって、その」

「ものすごい逸いつ品ぴん。もちろん、本物だったらね」

　ためつすがめつしていた馨は、千尋の手に本を戻した。

　館山千広の残したノートで何度も見てきた『累算記』の文字。あのノートには、『累算記』の中から別の和算家の本に転載されていたという遺題が二つほど写し取られていた。ぱらぱらとめくっていた千尋は、ある頁ページでその手を止める。

　複ふく数すうの重なり合う円の中から、指定された円の直ちよつ径けいを求める問題──それは幾いく度ども千尋が解いてみた、まさに転載されていたというその問題そのものだったのである。

「……間違いなく、本物の『累算記』のようです」

「本当に？　よかったじゃない、千広君！　卒そつ論ろんの参さん考こうになるわよ」

「館山の？　僕はこれ、あくまでも馨さんのために──」

「ええ、もちろん私も読ませてもらうわ。すごく面白そうだもの。今まで発見されなかった遺題集だなんて、一体どんな問題が載のってるのかしら。ありがとう、印西君」

　千尋の名前を出した途と端たん、あからさまに不ふ機き嫌げんになった仁士だったが、感謝の言葉にすぐでれっとする。

「こんなに馨さんが喜んでくれるなら、他のも持ってきてみればよかったな」

「他の……？　あの、先せん輩ぱい、他にもこういう本が……？」

「算の字が入ってるのはなかったぞ」

「辰之輔の他の著ちよ作さくに、算の字は入ってないんです。それ、見せてもらえませんか？」

「なんで僕が館山のために」

「お願いします」

　いつになく真しん剣けんな様子の千尋に、諒悟も立ち上がって頭を下げる。

「先輩、お願いします！　千広、この本の作者を卒論でやろうとしてて、資料があれば助かるんっすよ」

「だから──」

「印西君、私も見たいな、その本」

　難むずかしい顔をしていた仁士の顔が、その一言でゆるむ。実にわかりやすい構こう図ずだが、その一いち途ずさが、仁士の長所でもある。

「すぐ持ってきます！」

「大叔父様のお宅たくってどこ？　遠いの？」

「北千住だから、ここからなら電車で一時間もかからないと思うけど」

「北千住、か。だったら、一いつ緒しよに行ってもいいかな」

「ぼ、僕と馨さんが!?　二人で!?」

　自分も行きたいと、意い思し表ひよう示じしようとした千尋は、その肘ひじを誰だれかに軽く引かれる。手の主はちらりと横目で千尋を見やると、仁士に向かって婉えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「みんなで行きたいな。いいでしょう？」

「は、はい！」

　仁士の快かい諾だくを取りつけた馨は、千尋と諒悟に向かって小さくＶサインをした。










　部室で話を聞いたとき、仁士は『整せい理りを頼まれた』と言っていたと思うが、どう見てもその蔵の中は整理されていなかった。

　確かに、箱は箱でまとめられていたり、その箱も大きさを合わせて置かれていたりはするが、よく見れば壺つぼも茶器も一いつ緒しよくたで、ここに呼ばれた古物商はさぞや当とう惑わくするだろうと思われた。

「確かこの辺りだったと思うんだけど……」

　仁士について蔵の奥へと入っていくと、一段低くなっている場所がある。その両りよう脇わきに鉄てつ製せいの四段ほどの棚たながしつらえられていて、仁士の言うように、その中の二段を和わ綴とじ本が埋うめていた。

「ずいぶん集めたのねー、印西君の大叔父様」

「ああ、大叔父だけじゃなくて、ここには先せん祖ぞが集めていた品も混じってるんです。多た分ぶん、この辺の和綴じ本は、先祖伝でん来らいの方だと思うな。大叔父の好みは壺のようだから」

「へぇ……鋸南辰之輔って約二百年前の人間だろ？　印西先輩の家って、結けつ構こう由ゆい緒しよあるんっすね」

「まあな」

　物珍しそうに辺りを見回す諒悟とは対たい照しよう的てきに、千尋の目は和綴じ本だけに向けられていた。蔵の中は整せい理りされていないとはいえ、保ほ存ぞん状じよう態たいには気を配くばっていたようで、どれも古びてはいるが激はげしく汚お損そんしているようなものはない。

　千尋はその山の一つに手をつけると、上から順に一冊ずつ中を改あらためていく。和紙の強きよう度どは保たもたれていても、和綴じ本に使われている糸は経けい年ねん変化に弱い。あちらの世界では和綴じ本など見る機き会かいすらなかったのに、算術研究会で三年も過すごす内に、こうした本の扱あつかいにもすっかり慣なれてしまった。糸を切ってしまわないように慎しん重ちように開いて、外題と中とを見み比くらべ、辰之輔の本ではないものは脇へ避よけていく。

　同じように一山持ち出した諒悟は、狭せまい通つう路ろから出て、電球の下で中身を確かく認にんしていく。

　やがて検けん分ぶん作さ業ぎようを始めた馨の横で、仁士は馨が避けた本をまとめて棚に戻すという作さ業ぎようをにこにこしながら続けていた。

　蔵の中は明かりはあっても外よりは薄うす暗ぐらく、徐じよ々じよに時間の感かん覚かくが薄うすれていく。整理されていない本の山は、小説のような読み物もあれば、絵が多た用ようされているものもある。文字は読めても内容が理解できない思し想そう書しよが出てきたり、政治を皮ひ肉にくった風ふう刺し劇げきみたいなものまであり、集中力が乱される。

　それでも千尋は、辰の字を求めて頁ページを繰くり続ける。

　鋸南辰之輔の論文を仕上げること。これは千尋が千広にしてやれる唯ゆい一いつの贖しよく罪ざいなのだ。

　蔵の中に徐々にため息が降ふり積つもり始めたそのとき。

「……あ、あった……！」

「諒悟君、本当!?」

「多分、これそうっすよ！　千広、ちょっと来てくれ！」

　思わず手にしていた本を放ほうり出し、千尋は諒悟の下もとへ飛び出していく。半ばひったくるようにして手に取ったその本の題は『円えん環かん録ろく』。鋸南辰之輔最後の著ちよ作さくである。

「中に辰之輔って、名前が書いてあったからさ。その、最後のとこ」

「……最後？」

　訝いぶかしんで言われるがまま裏表紙を開けた千尋は、そこに刷すり文字とは異ことなる、かすれのある文字列を見つけて驚おどろいた。

　少し線の細い、流りゆう麗れいな筆は『関せき真しん流門下　鋸南辰之輔』と記しるしている。

「まさか……肉筆？」

「その時代、サイン本なんてあった？　木版じゃないの？」

「いや、これインクっていうか、墨すみの色違いますよ。字も全然違うし」

「それって……辰之輔本人が持ってた本、ってこと……？」

　再び蔵の中に沈ちん黙もくが降りる。

　鋸南辰之輔の遺題集はただそれだけで、日本数学会を揺ゆるがす大発見になる。架か空くうかもしれないと疑われていた辰之輔の遺題がどれほどのものであるか、それが学会に認みとめられるだけでなく、彼の才について触ふれていた和算家たちの人じん脈みやくが新たに掘り起こされることもあるだろうし、謎なぞの多い関真流という流派について知れることもあるかもしれない。

　その遺題集が二冊も見つかった。その上それが著者本人のものであったとすれば、価か値ちのわかる人間にとってこれほど貴とうとい宝はない。

「それ、高たか値ねで売れるってことですか、馨さん」

「売れるかもしれないけど……そういうことじゃないのよ。学がく問もん的てき意い義ぎがあるの、この本には」

　相変わらずずれたことを言う仁士に噛み砕くだいて説明している馨の声が、千尋の後ろをすり抜けていく。ぼうっとした様子の千尋の肩が、不ふ意いに乱らん暴ぼうに揺ゆすられた。

「おい、もしかして書き込みとかあるんじゃないか？　出版した後で、訂てい正せいしたりとか、そういうの」

「あ……」

　ありえないことではないと、千尋ははやる気持ちを抑おさえながら、一頁一頁、なめるように見ていく。

　その中には、千広のノートに書かれていた奉納算額と同じ遺題もあったが、ほとんどが今までに見たこともない遺題で、すぐにも頭はたくさんの円や支し線せんで埋め尽くされそうになった。それを必ひつ死しに振り払って、木もく版はんと違う文字はないか調べていく。

　しかしその内千尋は、妙みような感かん覚かくに囚とらわれて、その手を止めた。

「どうした、千広」

「何か見つかった？」

「……そういうわけじゃないんですが」

　改めて開いた頁を見やるが、辰之輔のものらしき書き込みはないし、その遺題にもおかしなところはない。

　ぺらぺらと何枚かめくっていった千尋は、ようやくその違い和わ感かんの正体がなんであるかに気がついた。

「折おり目が変なんです、これ」

「折り目……？」

「潰つぶれてるんです、紙の目が。だから、めくるときになんともいえない妙な感じがする」

　和綴じ本は、片面印刷された紙を半分に折り、そのわの方、つまり折り目を小口に、みみをまとめて背の方へ持っていく袋とじと呼ばれる方法で綴とじられている。めくるときは二頁分一いつ緒しよにめくり、指はその折り目をたどっていくことになる。

　しかしその折り目が、この『円環録』に限っては妙な潰れ方をしているのである。

「それって……どういうこと？」

　千尋は目の高さまで本を持ち上げると、その袋になっている部分にそっと指を差し入れた。袋は抵てい抗こうなくぱっかりと開いていく。通つう常じようの和綴じ本であれば、わが膨ふくらまぬよう水を使ってきっちりと折り目が入れられているため、折り目部分は鋭えい角かく的てきに尖とがり、こんな風には開かない。

「つまり、一度真ま逆ぎやくに折られているんです」

「どうして？　なんでそんな」

「これ、見えますか……？」

　千尋は袋を開けたまま、馨の前に本を差し出す。その袋の中を覗のぞき込んだ馨は、「えっ」と小さく声を上げた。

「内側にも文字がある……？」

「多分、これも肉にく筆ひつだと思います」

「そ、それって、ものすごいお宝かもしれないってことですか!?　骨こつ董とう屋やに……いや、専門の学者か誰だれかに鑑かん定ていしてもらったほうがいいんじゃ！」

　仁士は千尋の手から慌あわてて『円環録』を奪うばい取ろうとする。しかし、千尋の指はまだその袋の内にあり、無む理りに引っ張られた勢いで指は本の背の方へと滑すべり、ぷつり、と妙な手て応ごたえを得えた。

「あ──────っ！」

　はらり、と切れた糸が床ゆかに落ちる。そして、元々もろくなっていたのだろうか、千尋の指が当たった衝しよう撃げきで、上下の角に張はられた角布の片方までもがぶつりと切れてしまった。

「どうしてくれるんだ！　せっかくのお宝を！」

「和綴じの糸って切れやすいのよ、もともと」

「それにしたって──」

「でも、おかげで中を見られるわ。売るにしたって中は確かく認にんしなきゃいけないんだから、かえってよかったんじゃない？」

「でも……」

「大丈夫。ちゃんと補ほ修しゆうしてくれるお店紹しよう介かいするから。ね？」

　珍しく馨相手でも渋しぶっていた仁士だったが、最終的にはやはり彼女の笑顔に勝つことができず、半はん壊かいしかけた『円環録』を馨に手渡す。

「じゃあ、いいわね？」

　渋い顔のまま仁士がうなずくのを確認して、馨は残っていた糸を丁てい寧ねいに取り除のぞいていく。すべての糸が抜かれた途と端たん、はらはらと表紙が散っていく。それを膝ひざの上で受け止め、馨はもう一方の角布を調べていたが、下手に開くと本体を傷つけかねないと判断し、作業をそこで止めた。

「角布ははがすより切っちゃったほうがいいかも。例のお店で相談してみる」

「補修のこと考えたら、そのほうがいいっすね」

「コピーだけ取って、そのまま補修に出すって手もあるしね。千広君もそれでいい？」

　一いつ刻こくも早く『円環録』の遺題と、更さらにその裏に記しるされているかも知れない未み知ちの難なん問もんに触ふれてみたい。

　まだ解といていない和算がこの世にはあるのだという喜びが、千尋の胸を駆けめぐっていく。

　あの日、初めてあの神社でたくさんの算額に囲かこまれたときのように────

「あ」

「なに？」

　ここへ来たのは、一体何の、誰のためだったのか。

「……なんでも、ありません。馨先輩にお任せします」

　辰之輔の遺題を知るのは、ただ解くためではない。

　千尋は、頭の中に渦うず巻まいている円を振り払うように、瞼まぶたをぎゅっと強くつぶった。
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　諒りよう子この怪け我がは、肘ひじを三針ほど縫ぬう切り傷と、足の擦すり傷、それに後こう頭とう部ぶにできた大きなたんこぶだけだった。

　落ちた当とう初しよは意い識しきのなかった諒子は、軽い脳のうしんとうを起こしていただけらしく、医者が来る頃ころには目を覚まし、「何かあったんですか？」ととぼけたことを言ってのけた。

　医者の話ではうまく受け身を取ったらしく、そのせいで大事には至いたらなかったらしい。日頃から転ころび慣なれているというのも、案あん外がい役に立つのだと、諒子は笑っていた。

「それで、なにがあったんです？」

　東とう金がねから知らせを受け、会社から戻ってきた真ま琴ことは、書しよ斎さいに入るなりそう言った。

　書斎には、諒子が転てん落らくした現げん場ばに居合わせたという薫かおると仁ひと見みが待っていて、いまだ事じ情じようがのみ込めずにいる千ち広ひろも、同どう席せきさせてもらっている。

「二階の廊ろう下かのところで、玲れいさんと晶あきらさんがなにやら言い争いをしていたんだ。最初は一方的に晶さんが玲さんになにやら言っていたようだけど、急に玲さんが大声を出して」

「そうそう、『もういい加か減げんにしてっ!!』ってあの方のお母様そっくりの大声を出して。びっくりして見ていたら、今度は晶さんに掴つかみかかったのよ」

　仁見が臨りん場じよう感かんたっぷりに、そのときの玲を再現してみせる。あんな風にからかわれても黙だまって耐たえていた玲が、そんな鬼き気き迫せまる表情をしていたというのはにわかに信じられないが、清せい子こそっくりの、という形けい容ようで想像がつく。

「『ここは女学校じゃない！　そんないじめはもうよして！』って金かな切きり声を上げたの。二人は同級だったって言うから、きっと、そんな関係だったのね。朝食のときも、晶さんが何かからかったりなさってたもの」

「晶さんはかなり驚おどろいていたようだね。一いつ瞬しゆん棒ぼう立だちになって。でもすぐに抵てい抗こうして」

「なにせ、あの手すりでしょう？　危あぶなっかしくて見ていられなくて。そうしたら、諒子が向こうの廊下からやってきて、玲さんを引きはがそうとしたのね。怒った玲さんが振ふり払はらって、それで廊下の窓ががしゃん」

　突き飛ばされた諒子はガラスに肘を突っ込み、流りゆう血けつしてしまう。それを見た玲ははっと我われに返り、冷静さを取り戻したかに見えたが、自分のしてしまったことが恐おそろしくなったのだろう、ふらふらと階段の方へ後じさっていったのだという。

「慌あわてて階段の下に駆け寄ったんだけど、そのとき、諒子ちゃんが自分と彼女の位置を入れ替えるように手を引っ張って、玲さんは壁かべ際ぎわに、そして諒子ちゃんは──」

　勢いきおいを殺しきれなかった諒子は、そのまま転落してしまった。

「私の、責任です」

　もし千広が職しよく場ば放ほう棄きして神社になど行っていなければ、玲と晶の諍いさかいを止められたかもしれない。いつもみたいによろめく諒子を抱きとめてやれたかもしれない。

　あちらへ戻る手がかりがあるかもしれないと、後あと先さき考かんがえずに飛び出していった結けつ果か、諒子は怪我をしてしまった。

　その直ちよく前ぜん、居い間まで玲と晶がもめているのを見ていたというのに、何か起きるかもしれないと、考えもしなかった。

「それはどういう意味だ、千広」

「……私は、仕事中にもかかわらず、あの神社へ──」

　神社という言葉に、真琴は一瞬眉まゆを寄せるが、薫たちを気にしてそれには触ふれず、じっと千広を見み据すえた。

「現場にいなかったというだけで、君の責任を問うことはできない」

「そうよ。あなたの責任ってどういう意味？　諒子が怪我したのがあなたのせいだって言うの？」

「仁見さん、千ち尋ひろちゃんはそういうことを言ってるんじゃなくて──」

「いいえ、そう言ってるのよね？　もしそうだとしたら、どうやって責任を取ろうというのかしら。諒子の怪我は代わってやれないんだし、まさか、辞やめるなんて言わないでしょう？　それは逃げるってことだものね」

　仁見に言い当てられ、千広はぐっと言葉に詰つまる。しかし仁見の言うように、辞めるというのは逃げることでしかない。

「千広、君が辞める必要はない。とにかく、こんなことになった以上、彼女たちにはすぐに帰ってもらう。文もん句くは言わせない」

「待って下さい！」

　書斎を出て行こうとした真琴を、千広は常つねにない大声で呼び止めた。

　責任という言葉を出した以上、必ずそれは果はたさねばならない。仁見の言うように、逃げるのではなく、千広にできること、千広にしかできないことで、この責任を取る。

「今このままお帰ししても、きっとまたあの方たちはやってきます。私に、責任を取らせていただけませんか？」

「……どういうことだ、千広？」

「私に、少し時間を下さい。そして、薫様」

「……僕？」

「手を貸かしていただけますか？」

　その言葉に、薫はにやりと笑って手を差し出した。

「君の頼たのみなら喜よろこんで」

「一体何をする気なんだ？」

　訝いぶかる真琴を見み据すえて、千広はうっすらと笑う。メイド頭がしらではない、来らい訪ほう者しやである千広の表情に、真琴は戸と惑まどったように眉を寄せる。

「何人もの花はな嫁よめ候こう補ほが一度に押しかけてこないように、責任を取ります」

　千広は一度ゆっくりと瞬まばたきをして、もう一度真琴に笑いかけた。
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　翌よく日じつ、玄関ホールには館やかたの中にいるすべての人間が集められていた。朝食後、部屋に戻ろうとしていた付き添そいも含ふくめた花嫁候補たちは、真琴によって呼び止められ、普ふ段だんは厨ちゆう房ぼうにこもりきりの八や千ち代よや車の手入れをしていた東金までもが呼び出された。

　メイドもすべて集められている。何が起こるのかまったくわからず、不安そうにホールを見み渡わたしていた諒子の耳元に、千広は後ろからささやきかけた。

「辛つらかったら、もたれかかって構かまわないから」

「え……っ、あ、あの…………はい」

　耳まで真っ赤になった諒子は前を向いたまま、小声で千広に話しかけた。

「一体なにがあるんですか？　薫様が、いらっしゃらないようですけど」

「さあ？　私も真琴様に呼ばれただけだから」

　千広が言い終わらないうちに、玄関ホールの階段を、薫がゆっくりと下りてくる。ざわついていた一同は、薫の登場になんとなく口をつぐむ。

「すみません、遅おくれてしまって。僕が集めておきながら」

「あなたが？　真琴様が呼んだんじゃないの？」

　晶は険けんのある表情で薫を睨みつけるが、薫は気にした風もなく、ただ「はい」と答えた。

「馬ば鹿か馬鹿しい。私、部屋に戻らせていただきます」

「私たちも戻りますわ」

「次つぐ海みちゃん、行きましょう」

「そうね、一かず海みちゃん」

　口々に言い出した令れい嬢じようたちは、一いつ斉せいに階段へと向かうが、階段にいた薫が手を出してそれを押しとどめる。その指先に、一本の鍵かぎがぶら下がっていた。

「なんですの？」

「皆みな様さま方には、真琴の親友として紹しよう介かいしていただいておりましたが、実はこの四よつ街かい道どう薫、彼の顧こ問もん弁べん護ご士しなのです」

「顧問……弁護士……？」

　戸惑ったような声が上がるのを、薫は満足げに聞いている。実じつ際さいには将しよう来らいそうなるだろうというだけで、現げん状じようは顧問弁護士の息子むすこ、でしかない。しかし、薫に関かん心しんを抱いていなかった仁見以外の令嬢たちは、それが嘘うそだと見抜くことはできない。

「実は、今回この鍵の件でこの家を訪おとずれました。これは隣となりに建っているあの神社の鍵で、先々代からお預あずかりしてきたものです。あの神社から、ある物を出してこい、というご命令で」

「ある物……？　一体なんの話をしてらっしゃるの？」

「あの神社は佐さ倉くら家の氏うじ神がみでしてね。大切な物がしまわれているのです。それは一代に一度しか出されない、佐倉家にとって家か宝ほうともいうべきものです。東金さん、ちょっと」

　薫はそこまで語かたってから、東金を指で招まねく。怪け訝げんそうな表情の東金を連れ、薫は階段脇わきの部屋へと入っていく。ややあって出てきた二人は、大きな板を持っていた。

「その汚きたない板はなぁに？　本当に家宝なの？」

「一海ちゃん、失礼よ。汚いだなんて」

「だって、薄うす汚よごれていて、何が書いてあるかわからないじゃない」

「わかるところだってあるわ。ほら、丸が六つかいてある」

　双子の声に導みちびかれるように、一同は東金と薫の抱えていた板に見入った。一同の視線を引きつけているのを確かく認にんした薫は、それを下に降ろして、階段の手すりに立てかけた。

「そちらの二人には読めないかもしれませんが、内容は口く伝でんで伝わっているんです。これは、佐倉家の嫁よめ取とり神しん事じの法」

「嫁取り神事……？　なんなの、それ」

　清子が甲かん高だかい声を上げる。

「吉よし香かちゃん、知ってた？」

「ううん……知らないわ」

　戸惑ったように言葉を交かわす春はる生きと吉香を見やって、千広は小声で説明する。

「さっき、一代に一度しか出されないと言っていたからね。先代がご結婚するときには君たちはまだここにいなかったし、真琴様の代ではこれが初めてということだろう」

「あ……、そっか」

　一応は納得したらしい二人は、再び薫の方を見やった。

「佐倉家当主の嫁は、本来この神事で選ばれるものだったのです。彼が婚こん約やくを破は棄きすることになったのも、あの方がこの神事で選ばれた、正当な婚約者でなかったためで」

「だったら、それで選ばれたら、真琴様の婚約者になれるということ？」

　一体何を言い出したのかと訝しげな表情だった晶の顔に、初めて笑みが浮かぶ。

「ええ。その役目を託たくされて、僕はここへ来たんです」

「だったら、早くその神事というのをやってちょうだい。きっと私が選ばれるに決まってるから」

「んまあ、図ずう々ずうしい子！　うちの玲さんに決まっているわ」

「きっと次海ちゃんは無む理りね。私が選ばれてしまうから」

「何言ってるの一海ちゃん。もともとお父様は私を寄よ越こしたのよ」

　一気に賑にぎやかになるホールに、ぱん、という乾かわいた音が響ひびき渡る。音の主は薫で、手を叩たたいて注意を引くと、その板を指さし示しめした。

「よろしいですか、皆みなさん。真琴も、始めていいかな？」

「あ、ああ」

　真琴の顔に一瞬戸惑ったような表情が浮かぶが、千広の視し線せんに気がついたのか、微かすかにうなずいてみせる。

　真琴が知っているのは、ここへ皆を集めるということと、そこで薫が何かをするということだけ。その何かについては、わかっていないのだ。

　薫はホールの時計を背に立つと、一同をぐるりと眺ながめやる。右手に置かれている板を再び指し示し、小さく咳せき払ばらいをした。

「花嫁候補の方々、前に出て下さい」

　薫が言い終わるか言い終わらないかの内に、晶が一歩前へ出る。一海と次海が同時に足を踏ふみ出し、足をすくませた玲が、後ろから清子に強く押され、たたらを踏んで前へ出た。四人が一列に並んだところで、黙だまって成り行きを見つめていた仁見が、その列の端はしに着く。

「その者たちを円形に並べ、この歌を唱となえよ。神しん意いに適かなわぬ者、自ずから除のぞかれる──とまあ、これはわかりやすく少し噛み砕くだいた言葉で説明していますが、まず皆さんにはあの図のように、円形に並んでいただきます。その順ですが……」

「私が一番よ！」

「私よ！」

　口々に言いつのる女性陣を両手で制し、薫は清子に目をやる。

「ここに、いと貴たかき者より右へ回れ、とありまして。皆様方の中で高い低いと言えば当とう然ぜん爵しやく位いです」

「では、玲さんが一番ね！」

　玲は更さらに強く突つかれ、ぐらりと傾かしぐように前に出た。その玲を、薫は自分の前に立たせた。

「上からご覧らんになるとわかりやすいのですが、この玄関ホールの床は木もく目めで模も様ようが作られています」

「私、見たわ。あの板と違って四角だけれど、模様は同じ。六つの濃こい茶色の板が、綺き麗れいに並んでいるの」

　一海がそう言うと、次海が悔くやしそうに唇くちびるを噛かむ。

「その通り、この床は、この神事のために作られたものなんですよ。玲さんはここへ。印いん西ざい家も伯はく爵しやく位ですが、仁見さんは姪めい御ごさんでらっしゃるので……」

「構かまいませんわ」

　にっこりと笑った仁見を、玲の右側に立たせる。女性たちは円の内側を見つめるように、子爵位の一海、その妹の次海、最後は男だん爵しやく位の晶と並び、六つの四角の内五つが令れい嬢じようたちによって埋うめられた。

「一人足りないですね……困ったな。この神事は六人いないとできないのに」

「いることにして進められないんですの？」

「いえ、託たく宣せんは絶対ですからね、数は必ず整ととのえないと。仮で構かまわないんだが……ああ、君、ちょっとそこに立ってくれるかな」

「私……ですか？」

　薫に指さされた吉香は、戸と惑まどったように周囲を見やる。令嬢たちも、薫が指したのがメイドと気がついて、一いつ斉せいに眉まゆを寄せた。

「これは花嫁選びの神事なんでしょう？　メイド風ふ情ぜいが加わるなんて、私いやですわ」

「晶さん。あくまで花嫁を選ぶのは神のご意志、神意なのです。佐倉公こう爵しやくに最もふさわしい花嫁は、神意で選ばれるんです」

　神意、と強きよう調ちようする薫に、晶はむっつりと口を閉ざし、しばし考え込こんでいたが、やがて小さくうなずく。

「そうね……神がメイドなんか選ぶはずがないわね」

　晶の言葉に、春生が小声で「あんたこそ神様が選ばないわよ！」と毒どくづく。吉香は苦く笑しようして、おずおずと前へ出た。

「晶さんと玲さんの間に。そう、そこへ内側へ向いて立って」

　玲、仁見、一海、次海、晶、そして吉香が反時計回りに並んで一つの環わを作り出している。内側を向いた彼女たちは、けれど互いに視し線せんを合わせることなく、模様の中心にある小さな四角形を見つめていた。

　その立ち位置を確認した薫は、再びホールの階段へ向かい、三段ほど上って環を振り返る。千広が周囲に気づかれないほど微かすかにうなずくと、薫はゆっくりと瞬まばたきを返してくる。

（ここまでは大丈夫……問題はこれからだ）

「千尋さん、あの……」

　ささやくように言った諒子が、遠えん慮りよがちに身体からだをもたせかけてくる。大した怪け我がではなかったといっても、脳しんとうを起こしたのだから、こんな風に立ちっぱなしは辛つらいのだろう。軽く腰こしに手を添そえ、身体を引きつけるようにすると、一瞬びくりと全身を震ふるわせた諒子は、ほっとしたように力を抜いた。

「では、これから私が神の一首をここで歌い上げます。ご存ぞん知じの通り、和歌は五、七、五、七、七の五つに分かれています。その節ふし目めに当たった方は、環を抜けていただく。抜けるのは五人。最後に残った方が、神の選んだ花嫁となります」

　女性陣は一斉に顔を上げ、ようやくライバルたちを見み据すえ、睨にらみつける。仁見は一人余よ裕ゆうを見せ、微笑ほほえんでおり、吉香は一瞬だけちらりと真琴の方へ目をやった。

「こちらはいと低き者より左へ、とされています。この中では晶さん、ですね。メイドの彼女は爵位を持ちませんから」

　薫がそう言うと、双子たちがくすくすと笑い出す。

「では、始めさせていただきます。ああ、くれぐれもその間、皆みな様さまお静かに。では──〈春はる雨さめに〉」

　晶、次海、一海、仁見と順じゆん繰ぐりに指していた薫の指が、玲のところで止まる。清子が叫さけび出そうとするのを目め線せんで制し、薫は退たい場じようを促うながす。玲はぼんやりとうなずいて環の外に出て、清子の後ろへと回った。それを見て、晶が満面の笑みを浮かべる。

「その隣となりの彼女から、〈争いかねて〉」

　吉香から七番目に当たったのは、いまだ笑んでいた晶だった。信じられないというように薫を見やったが、「神意ですから」と返され、悔くやしそうに唇を噛みしめて二歩後ろへ下がった。

「次は次海さんからですね。〈我が宿の〉」

　自分から回って当たることはないだろうと思っていたのか、巡めぐり巡って返ってきた薫の指先を、きょとんとして見つめていた次海は、一海の肘ひじにつつかれて、はっとしたように後じさった。

　これで半数、残っているのは一海と仁見、それに吉香の三人だけだ。
















「続けます。お隣、一海さんより〈桜の花は〉」

　次海の次は、その姉の一海だ。妹が先に抜けたことで勝しよう機きを掴つかんだと思ったのも束つかの間ま、後ろから次海につつかれ、悔しそうに環から去る。

　残った令嬢は仁見ただ一人。年ねん齢れいは真琴よりも上だが、この中では伯爵家と位も高い。晶と玲、一海と次海は互いが選ばれなかったことで多少の溜りゆう飲いんを下げたし、仁見ならば文もん句くのいいようもない。

「最後です。仁見さんから〈咲きそめにけり〉」

　ひっ、と晶が喉のどを鳴らし、慌あわてて口を押さえた。最後に指名されたのは、印西伯爵の姪めい、仁見だったのである。

　仁見は薫を見上げて楽しげに微笑むと、吉香に軽く会え釈しやくをして、優ゆう雅がに後ろへと下がった。

　濃こい茶ちやの板の上に最後まで立っていたのは、吉香だ。その結果に、真琴も驚おどろいたように軽く口を開けている。当の吉香本人は、どうしたらいいのかわからず、不安そうに薫を見上げていた。

「……これはまた……」

　薫は当とう惑わくしたように口くち許もとを覆おおうと、ゆっくりと階段を下りてきた。そして、戸惑う吉香の肩を抱き、真琴の方へ向き直らせると、眉を寄せてこう言った。

「氏神様は、彼女を選ばれた、ということになりますね、真琴様」

「薫さん、それは──」

「こんなこと、認みとめられませんわ！」

　口火を切ったのは、晶だった。

「メイドが花嫁だなんて！　第一その娘は員数合わせでしょう？」

「そうですとも。爵位がないから、と始める前にそうおっしゃったじゃないの、あなた。おかしいんじゃなくて？」

　尻しり馬うまに乗った清子が、吉香を突き飛ばすようにして、薫に詰つめ寄よっていく。薫も困こん惑わくしたように吉香と一同を眺ながめやり、最後にちらりと神事の法が記しるされた板を見やった。

「しかし……定められた神事の通りですから。数が足りないときは仮に候こう補ほを立てるというのも、手続きの中にあるのです。歌もお聴ききになられたでしょう？　〈春雨に争いかねて我わが宿の桜の花は咲きそめにけり〉──我わが宿の桜、つまり佐倉家のことですが、その佐倉家の花は咲いたのです」

「そんなのおかしいわ。候補じゃないのに、選ばれるなんて」

「そうだわ。おかしいわ」

「しかしこれは──」

「だったら……そうよ。あの娘の前に最後に抜けたのは仁見様だわ。華か族ぞくの中で最後に残られたのは仁見様なのだから、あの娘ではなく、仁見様を花嫁にするべきではないの？　そう思われませんか、仁見様？」

　晶は仁見の手を取って、薫の前に連れ出す。ここで仁見がうなずけば、メイドに負けたという不ふ名めい誉よな事実だけは打ち消せる。

「仁見様、おっしゃって下さいませ。私こそが正しい花嫁なのだと」

「私が？」

　上うわ背ぜいのある仁見は、晶を見み下おろして鼻で笑う。そして、薫に向き直った仁見は婉えん然ぜんと微笑んだ。

「神が私を除のぞかれたのだから、私は真琴様にとって、ふさわしくないと見なされたのでしょう。薫様、私、神意に従したがいますわ」

「仁見様……！」

「まさかあなた方、その次に残っていたのは一海さんだから、次海さんだからと、遡さかのぼってお決めになったりなさらないわよね？」

「それは──」

「失礼します。帰り支じ度たくがございますので。花嫁さんにお願いするのは心苦しいのだけれど、手伝って下さらない？」

　仁見はいまだ状じよう況きようが理解しきれずにいる吉香の手を取って、人の輪の中から抜けだしていく。

　仁見にいなされ、攻撃対象の吉香に去られ、晶は当たり所を失って、ぎりぎりと歯を鳴らしている。清子は憎にく々にくしげに件くだんの板を見やると、玲を引っ張って、仁見の後を追うように階段を上がっていった。きっと同じように、帰り支度をするのだろう。

「春生、大おお多た喜き様に」

「……え？　あっ、はい、ただいま！」

　予よ想そうもしない展てん開かいに呆ぼう然ぜんとしていた春生は、千広の声で我に返ると、大多喜親子の後をついていこうとして、はっとしたように引き返し、西端にある階段を上っていく。

「……なんか、疲つかれちゃった。一海ちゃん、私少し休むわ」

「次海ちゃんも？　私もお部屋に帰る」

　相変わらず視し線せんを交かわさぬまま、双ふた子ごは揃そろって階段を上っていった。一人残っていた晶は、やがて顔を上げると、東金に目を当て、きっと睨にらみつける。

「夷い隅すみの家から、迎むかえを寄よ越こしてもらって。一時間後に」

「かしこまりました」

　東金はうやうやしくお辞じ儀ぎをして、電話のある居い間まへと向かう。

「……失礼しますわ、真琴様。一ひと晩ばんお世せ話わになりました」

　礼ともつかぬつっけんどんな物言いをして、晶もまた二階の客間に戻っていく。その途と端たん、千広に寄りかかっていた諒子が、はっとしたように身を起こした。

「私、晶様のお世話を」

「いい、私が行くから」

「いえ……あの……休ませていただきましたから、本当に大丈夫です」

　ほんのりと顔を赤らめて、諒子は晶に割り当てられていた、青の部屋へと上がっていった。それを見ていた八千代は「これで終わったんだろ、坊ぼつちゃん？」と薫に確かく認にんを取ると、彼女の城である厨ちゆう房ぼうに戻る。

　玄関ホールには真琴と薫、それに千広の三人だけが残された。辺りに余よ人じんの目がないことを確認した薫は、詰つめていた息を一いつ斉せいに吐き出して、ホールの端はしにある椅い子すに腰こしを下ろした。

「……なんとかやりきった、な」

「想像以上に、役者でらっしゃいましたよ、薫様」

「一いち夜や漬づけだから、ちょっと危あぶなかったけどね」

　ウィンクを返した薫は、ハンカチで額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。先さき程ほど皆みなの前で神事を執とり行おこなったにわか顧問弁護士の仮面が、早くもはがれ落ちる。

　共きよう犯はん者しやの笑みを交わす二人に、真琴が焦じれたように言った。

「二人とも、どういうことか説明してくれないか？　今目の前で起こっていたのは、一体どんな仕し掛かけになっているのか」

「実のところ、僕にもよくわからないんだ。ただ、千尋ちゃんの書いた筋すじ書がきにそのまま乗っかっていただけだから」

「だからそれを」

「ここではちょっと。書しよ斎さいへ参りましょう」

　三人は連れだって、東翼の書斎へと移い動どうした。










　千広にしてみれば、それはさほど難むずかしい細さい工くではなかった。

　責任を取ると啖たん呵かを切ったとき、頭によぎったのは神社で見た算さん額がくの一つだ。和わ算さんの代表的な算法の一つ、継まま子こ立だてをアレンジした額が、あの神社には奉ほう納のうされていた。

「その、継子立てというのはなんなんだ？」

「元の形は三十人で行うものです。先妻の子十五人と、後妻の子十五人、それを輪に並ばせて、十番目ごとに除のぞいていきます。最終的に残った子どもに、跡あとを継つがせるという条件で」

「後妻にしてみれば、我が子に継がせたいだろうから、先妻の子ばかりが抜けるように仕し組くんだってことか。なるほどね」

　今し方自分が同じ事をしていたというのに、薫は驚おどろいたように言う。それにくすりと笑みをもらして、千広は説明を続けた。

「継子立てでは、最初に十四人、先妻の子が取り除かれてしまいます。ただ一人残った先妻の子どもが『これは不公平だから、今度は私から数え直して欲しい』と継母に頼み、その通とおりにすると、今度は後妻の子ばかり十五人が除かれ、結果的に件の先妻の子が跡を継ぐ、という話になっています」

「それを、神事として応用した」

「ええ。これは和……数学の一種ですから、どの通りに並べて、どこから何個ごとに取り除けば、何番が残るのかというのは計算できます。だから、最初から六番が残るよう決めておいた」

　千広が口の端はを上げると、真琴は口くち許もとを手で隠かくしながら軽く睨にらみつける。

「そこに吉香を置いたのも、筋すじ書がき通りか」

「あれは僕だよ。あの場にいる誰だれかを適てき当とうに選んでくれと言われたんで、真琴のために彼女を選んだ」

「私のため？」

「真琴にとって、幼おさななじみは吉香ちゃんだけなのか？　僕も随ずい分ぶんと小さな頃ころから、二人の側にいたつもりだけど」

　しれっと言ってのけると、真琴の目の際きわがうっすらと朱しゆに染そまる。真琴と吉香をちゃんと見ている人間ならば、二人の間に生み出される空気に気づかないわけがない。

「……ともかく。その計算で、あの神事を仕立てたというのはわかった。あの板はたまたまそれに使えたということなのか？」

「本当は、歌なんて書いていませんし、薫様にしていただいた説明は、すべてでっち上げです。神事に見せかけられれば、和わ歌かでなくても構かまわないんです。佐倉貿ぼう易えき、で除のぞいていくとか」

「真琴はスケベ、でもいいな」

「薫さん！」

「冗じよう談だんだよ、冗談。それにしても千尋ちゃん、よくぞあんなにぴったりの和歌を知ってたな」

「桜の花が好きで、たまたま覚えていたんです。他にも桜の歌はありますが、あれが一番らしいので」

　道具立てさえ決まってしまえば、あとは演えん出しゆつ次し第だいでどうとでもなる。そのために千広は、薫の力を借りた。弁べん護ご士しとして、人前で話すことの多い薫はうってつけだった。

「一応、保ほ険けんは掛かけておいたんです。皆さんが文句を言い出すのは目に見えていましたから、それをうまく収おさめられる人間を、五番目に除かれる場所に配はいする」

　千広がそう言ったとき、かちゃり、とノブが回り書斎の扉とびらが開かれた。ノックもなしに入ってきたのは仁見で、千広を見て微笑ほほえむ。

「その保険が、私なのね。確かに私ならば、是ぜ非ひ真琴様の花嫁に、とは言い出さない。むしろあのとき私、選ばれてしまったらどうしましょうって、困こまっていたのよ」

　仁見は意味ありげに薫を見やって、その隣に腰こしを下ろした。困こん惑わくしたように仁見を見つめていた薫は、気持ち身体からだを離はなして向き直った。

「仁見さん、このことは──」

「わかってますわ。他の方々には言いませんとも。だってこれが、彼女の責任の取り方なんでしょう？　逃げずによくやったものだわ」

「恐おそれ入ります」

「とても面白かったわ。皆さん、薫さんに指をさされた途と端たん、凍こおりつくのよ。自分のはずがないって顔で。最後に選ばれたあの娘が、真琴様の想おもい人という仕し掛かけなのでしょう？」

　仁見にまで指し摘てきされ、真琴は一いつ層そう苦にが々にがしい表情になる。千広と薫はその陰かげで顔を見合わせ、仁見の眼がん力りきに驚いていた。唯ゆい一いつ花嫁になる気のない花嫁候補だけが、公爵という家名でも佐倉貿易という会社でもなく、真琴という一人の人間を見ていたのだ。

「仁見さん、それは別に……その、関係ありませんから」

「隠さなくてもよろしいのよ。私、そういうことはあまり気にしない質たちですから。それよりもあの絵が描かいてあった板、あれはわざわざ作ったの？　まさか、本当に家か宝ほうだなんておっしゃらないわよね」

「違います。確かに神社にあったものですが、遺……解題、と言って、二百年ほど前に奉ほう納のうされたものです」

「解題……？」

　仁見は目を見開き、驚いたように口を開ける。その様子に戸惑いながらも、薫が後を受けて言った。

「数学を漢かん文ぶんで書いて、それを解とかせるという、花魁おいらんの芸です」

「今いま有ある太夫だゆうね……？」

　さらりと名前を口にした仁見に、今度は千広たちが驚おどろく番だった。

「どうしてそれを」

「当然のことだわ。今有太夫は、印西家の人間ですもの」

「印西家の……!?　一体どういうことですか？　だって彼女は花魁で──」

「ええ。まさか我わが家やから出て花魁になったというのではなくてよ。何代か前の当主が彼女を身み請うけしたの。当時は随ずい分ぶんと反対されたようだけど、印西家には時とき折おり、そういう身分とか下らないものを蹴け飛とばしてしまう豪ごう傑けつがいたのね。彼女は子どもを産んで、その子どもが結婚して子どもを作り、そうやって血は受け継つがれて、私にまでたどり着いているというわけ」

　解題という芸に魅みせられたのは、知ち識しき人じんや華族階級の者ばかりだった。身は売らず、珍めずらしい芸を売り物にした花魁を、かつての印西伯爵は妻として求めた。

　中にいたのが鋸きよ南なん辰たつ之の輔すけだと考えると、簡かん単たんに応おうじたとも思えないのだが、結局辰之輔は花魁として生きるよりも、伯爵家で身を落ち着けることを望んだのだろう。

（女の身になって、しかも子どもまで産んでいたとは……）

「あなたが……今有太夫の子孫……」

　呆ぼう然ぜんとしたようにつぶやく千広に、仁見はころころと笑った。

「そうよ。面白いでしょう？　うちの父はあまりいい顔はしないのだけど、私はよく蔵くらに入り浸びたって、彼女の残した日記を読んでいたものだから──」

「日記!?　たつ──いえ、太夫の日記があるんですか!?」

「ええ。あの額のように古いし達たつ筆ぴつだから、私もすべて読み通とおせたわけではないし、内容もわからないところだらけだけれど、解題の話や、花魁の生活のことが書いてあって、下へ手たな小説よりよっぽど読み応ごたえがあるわ」

「日記……」

　解題のことが書かれている日記──もしかしたら、あちらの世界の神社にある、あの算さん額がくについての記き述じゆつがどこかにあるのではないだろうか。

　見てみたい、しかし、今の千広は真琴のメイドであって、いくら相手が気にしないと言っても、伯爵令嬢に頼たのみ事ができる身分ではない。

　手がかりが、すぐそこにあるかもしれないのに、ひどくもどかしい。

「仁見さん、その本、見せていただくわけにはいきませんか？」

　まるで自分の心を読み上げたような言葉に、千広は顔を上げる。

「実は僕、あの神社の解題を見て以来、今有太夫の信しん奉ぽう者しやになってしまって、そんな本があるのなら、是ぜ非ひ見てみたいのですが」

「そうねぇ……」

　仁見は薫に当てた視し線せんをゆっくりと千広へ移す。そうして伏ふし目めがちに笑うと、再び薫に目を戻した。

「薫さんって、一いち途ずな方なのね」

「え……」

「でも、それをすんなりと受け止めるほど、私はできた女ではないの。一つ条件を出してもよろしいかしら？」

「条件、ですか」

「私を印西の家まで送って下さるかしら。そうしたら、帰りの車に太夫の日記をおつけするわ。後ご日じつ、薫さんがそれを持って、私の下に戻ってきて下さるというのはどう？」

「本当にそれでいいのですか？　僕は構いませんが、本当にそんなことで」

「そんなこと？　女がここまで言うのがどれほど恥はずかしいことか、おわかりにならないのね。ねえ、あなた」

　ふられた千広は訳わけがわからず、曖あい昧まいにうなずく。それを面白そうに見やって、仁見は立ち上がり、入り口へと向かった。

「真琴様、一夜の宿をありがとう。これを言うために書斎へ来たのですけど、面白い話が聞けてよかったわ。さ、参りましょう、薫さん」

「今から、すぐ、ですか？」

「早いに越こしたことはないのでしょう？　今から行けば、今日中には戻ってこられるわ。それくらいは待てるでしょう？」

「はい……ありがとうございます」

　仁見と、そして薫に向かって深ふか々ぶかと頭を下げた千広は、その時が確かく実じつに近づいていることを感じていた。







　五、答こたえて曰いわく
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　印いん西ざい仁ひと士しの大おお叔お父じの家にあった『円えん環かん録ろく』は、鋸きよ南なん辰たつ之の輔すけ最後の遺い題だい集しゆうである。何作か転てん載さいされた最初の著ちよ作さく『累るい算さん記き』と違い、『円環録』は和わ算さんの世界ではあまり話題にはならなかった。

　それは無名の新人の四冊目であるということに加え、出題された遺題がより複ふく雑ざつ化かしていたことによる。

　もとより円にこだわりをもっていた辰之輔は、この『円環録』で円の問題ばかりを二十五問、出題している。図ず形けいがもたらす視し覚かく効こう果かにまでこだわった結けつ果か、「これは算さん術じゆつにあらず」という非ひ難なんまで受けている。

　その悔くやしさを、辰之輔は自らの筆ふでで綴つづっていた。

「つまりは、旅日記ね。鋸南辰之輔の」

　目を真っ赤にして算術研究会の部室に現あらわれた馨かおるは、千ち尋ひろの前に『円環録』表裏のコピーと、もう一部、紙の束たばを置いた。

「これは……？」

「私なりに訳やくしてみたの。この人、蹟てはきれいなんだけど、ちょっと癖くせがあって慣なれないと読みづらいのよね。千ち広ひろ君、すぐ中身知りたいだろうと思って」

　もともとこの手の資し料りようにのめりこむ質たちであるのは知っていたが、例の蔵くらから戻ってまだ二日である。読みづらいという辰之輔の筆ひつ蹟せきを読み取り、訳していく作さ業ぎようは簡かん単たんではなかったろう。千尋が鋸南辰之輔という人間に入れ込んでいることを知っていて、こういう形で協力してくれたのだ。

　蔵へ連れて行くことを渋しぶっていた仁士を説得してくれたのも馨だし、本をばらして中を読めるようにしてくれたのも馨だった。

「……ありがとう、ございます。馨先せん輩ぱい」

「気にしないでよ。私だって興きよう味みあったもの。こんな問題作る人がどんな日記書いてるのか、って。覗のぞき見しているみたいで楽しかったわよ」

　千尋の隣となりでコピーを覗き込んでいた諒りよう悟ごは、馨の言葉に吹き出した。

「覗き見って……。でも、この時代の旅日記って、ブログなんかと違って読み物ってよりは、本当に記き録ろくって感じのものが多くないっすか？」

「これはそうでもないのよ。ほら、ここ」

　馨は自分の訳した文章を指し示す。

「『五月十日　半日喰くわず。売れぬ本は腹の足しにならず、目の前に郷きよう里りの餅もちが浮かぶ』、その次の日は『丸一日絶ぜつ食しよく　郷里の餅を懐なつかしむ』。その次が『絶食二日　郷里の餅は息そく災さいだろうか』」

「餅のことばっかじゃないすか！　なんだこれ！」

　諒悟は爆ばく笑しようしながら、馨の指した辺りを読み返した。

　日記はまず日付が書かれ、その後に食べ物の話が続く。本が売れれば冊数と金額、神社に算さん額がくを奉ほう納のうしていれば、村と神社の名前が書かれる。

　しかし、辰之輔の日記は記き録ろくにとどまらず、旅先の出来事や和算の覚え書き、愚ぐ痴ちめいたことまで内容は様さま々ざまだが、必ず数行、自身の言葉が綴られている。

「遊ゆう歴れき算さん家かって、バックパッカーみたいなものじゃない？　旅をしながら路ろ銀ぎんを稼かせいで、それでまた旅を続ける。おそらく辰之輔は、自分の出した本を持ち歩いて、旅先で売っていたのね。でも、街かい道どう筋すじの宿屋やお百ひやく姓しようが小こ難むずかしい和算の本を買うはずもなく、かなりひもじい思いをしていたみたい」

「ああ、腹が減へって、お袋ふくろの味を思い出しちゃったんすね。それにしても、餅に息災って」

「絶食二日で歩き続けてみなさいよ。そりゃ幻げん覚かくも見るでしょう。でもね、面白いのはこれだけじゃないの」

　馨はコピーの束から黄色い付ふ箋せんのついたものを抜き出し、その中から二枚を机の上に並べた。

「これは？」

「左が表の『円環録』、右はその頁ページの裏に書かれた辰之輔の日記」

　千尋はすぐにその『円環録』の図形が、川崎の観かん音のん堂どうに奉納された算額に描かかれていたのと同じものだと気がついた。そして右の日記を見やり、その記き述じゆつの中に『川崎』という文字を読み取る。

「裏の日記が必ずしも時じ系けい列れつ通りじゃなくて、飛び飛びになってたり、空いてたり、日付が行ったり来たりしてたんで、何か意味があるんじゃないかと思って、裏表を突き合わせてみたのよ。そうしたら、こっちの黄色の付箋が付いてるのも含ふくめて十題は、急に日付が飛んでる日記が裏に来てるの。そしてそこには必ず、神社の名前がある」

「その神社に、この問題を奉納したんです。これは確かに、川崎の観音堂に残ってるのと同じですから」

「やっぱりそうだった？　一いち応おう見てみて」

　千尋は馨から渡された付箋付きのコピーを見比べる。その内八題は、例のノートに記き載さいされていた通り、辰之輔名義の算額の内容と一いつ致ちし、奉納先の神社名も合っている。

　残り二つの問題に見み覚おぼえはなかったが、神社の名前の方は知っている。これは千尋が調べたもので、神社の記録には残っているのだが、算額の損そん傷しようが激はげしくて確かく認にんできなかったのである。

「それから──」

　馨は残った束から、今度は赤い付箋の付いたものを抜き出す。

「──こっちは裏うらが白紙だったもの。全部で五つあるわ。残りの十題の裏には普通の日記が書かれていたから、多分、奉納はしていないのね」

「……あれ？　馨先輩、こっちの赤いやつ、なんか書いてありません？」

「そうなの。どれも図とか文章に手書きで注ちゆう釈しやくが入ってるのよね。訂てい正せいしたみたいに」

　どれも、四種類以上の円が交まじわった美しい図形で、その中の一つの直ちよつ径けいを算出したり、円と円が重なった部分の面めん積せきを出す問題だ。しかしあるものは支し線せんが足たされ、またあるものは今いま有あるで始まる問題文の中の文章が一部線で消されていて、その横に訂正した文章が書き込まれていたりする。

「間違ってたから奉納しなかったんすかねぇ？　……ああ、この問題、最初の通りにやると、絶対乙円の面積出せないな。ヒント不足で」

「……本当だ」

「こっちは……あれ？　却かえって難なん易い度ど増してる感じ。この支線のせいで惑まどわされる」

　その一問に取りかかり出した諒悟を置いて、千尋は残りの三枚を取り上げると、一枚ずつ検けん分ぶんを始める。一つめは今諒悟がやっているのと同じく、難易度を上げる訂正で、次の問題は提てい示じしている条件が足りずに計算ができなかったもの。

　赤い付箋のついたコピーが千尋の前に積み上げられるたびに、千尋の鼓こ動どうは速くなっていく。

　訂正する前の問題は知らない。けれど、訂正した後の問題に、見み覚おぼえがある。

（……あの神社にあったのと、同じ……）

　佐さ倉くら家の隣となりにあった、長い石段を持つあの神社の中に、山と積み上げられていた算額。その中に、これと同じものがあった。

（まさか……でも）

　千尋がいた世界に、和わ算さんは存そん在ざいしていない。けれどあの神社には、多くの人がそれに夢む中ちゆうになっていた証しよう拠ことも言うべき、様々な蹟てによる算額が奉納されていた。誰かが和算を持ち込まなければ、算額などありえないのだ。

　無名の和算家、遊ゆう歴れき算家を名乗りながら、関東近県でのみその名前が散さん見けんできる鋸南辰之輔──その足そく跡せきは、一体どこで途と絶だえてしまったのだろうか。

　最後の一枚を持つ手が震ふるえる。

　間違いない。これは──

「千広？　……おい、どうしたんだよ！　顔が真っ青だぞ」

「別に……なにも」

　千尋が千尋として最後に見たあの算額と、まったく同じ問題だった。

「千広君、本当に大丈夫？　具合悪いの？」

「いえ、本当に大丈夫です。……こんなに、たくさんの遺い題だいに、ちょっと驚おどろいただけ、ですから」

　千尋はコピーの脇わきに置きっぱなしになっていたカップを取り、中身を飲み干ほす。すっかり冷めてしまった紅こう茶ちやは香かおりも飛んでしまっていたけれど、そんなことは気にならない。

　まさか鋸南辰之輔が、自分のように世界を移動していたとは思わなかった。

　そして、その辰之輔を追っていた館たて山やま千広が、彼と同じようにあちらの世界へ行ってしまうことになるとは、なんとも皮ひ肉にくな話だ。

「そうね。まさか散さん逸いつした遺題集が二冊も見つかるなんて、こんな奇き跡せきそうないわよね。印西君って和算には全ぜん然ぜん興きよう味みがなかったけど、一番和算に縁えんがある人だったんだわ」

「ある意味、この研究会になくてはならない人材だったってことっすか」

「まあ、ありがたい人であるのは間違いないわ。それでね、千広君」

「……はい？」

「この五つ、探してみない？」

　突とつ拍ぴよう子しもないことをさらりと言ってのけて、馨は赤い付箋のコピーを取り上げた。

「探すって……」

「そうっすよ、先輩。奉納されてるとは限んないじゃないですか？　裏うら書がきもないんだし」

「それはそうかもしれないけど、でも、当時は訂正版を出すなんて難しかったわけじゃない？　辰之輔の知ち名めい度どじゃ版木は処しよ分ぶんされてただろうし、新たに彫ほり直すとしたら結けつ構こうな出しゆつ費ぴになる。でも算額という形でみんなの目に触ふれるところへ置けば、訂正版が伝わるかもしれない」

「訂正した後のものが、どこかに残ってる……？　うん……可能性としては、なくもないか」

「卒論にしては手を広げすぎることになるかもしれないけど、辰之輔の最後の空くう白はくを埋うめる手助けにはなるかもしれないわよ？　どう？」

「そうだよ、三芳先生の度ど肝ぎも抜いてやれよ」

　この五つが奉納されている神社を探し出せれば、辰之輔の足そく跡せきがまた少し解かい明めいされる。旅日記の範はん囲いは絞しぼられてくるから、日付も地ち域いきの特定も、今のように何もないところからスタートするよりはたやすいだろう。

「川崎が旅日記の最初のほうでしょ？　その後、日本橋に戻ってくるのよね。それですぐ、今度は北へ」

「北って都内っすか？　それとも埼玉とか？　あ、こないだの印西先輩の北千住って、通り道だったりしません？」

「うーん、ちょっとずれてるかな。北東方向に進んでる感じなんだよね。千広君、こっちの方に関せき真しん流の算額ってあったっけ？」

　一つだけ、思い当たる場所があるが、千尋はすぐにそれを脳のう裏りから消し去り、首を振ふる。それ以外のところであれば、大たい概がいは千広が調ちよう査さに行っていたし、その後算術研究会で知ち識しきを得た千尋も、暇ひまを見つけてちょこちょこ関東近県の神社を巡めぐっていた。

　そもそもが少ない関真流の算額が新たに発見される可能性は低い。それに、今いま更さら発見されるようなものは保ほ存ぞん状じよう態たいに期待が持てないし、それなら調べても無む駄だだ。

　いつもの解法談だん義ぎのように意見を交わし始めた馨と諒悟に、何故だか千尋は落ち着かない気分にさせられていた。

　何な故ぜこんなに苛いら々いらさせられるのだろう。

　千尋はまだ、奉納算額を探しに行くとは言っていない。東京の北にある神社になど、行きたくないのに。

　きっとあの遺い題だいは、あの神社にある。けれど、あの神社で得えられるのは、辰之輔の足跡だけではない。

　あちらの世界への鍵かぎかもしれないのだ。

「千広君、質問状出してみるのはどう？　地ち域いきの──」

「そうだ、千広。あのノートになんかヒントとかメモしてないのか？　見せてくれよ」

　バッグの中にちゃんと入っているのはわかっている。情報を逃さず書き留とめておけるように、いつも持ち歩いているのだから。

「……ごめん、今日は家に置いてある」

「あ、そうなんだ。じゃあ──」

「悪いけど」

　とうとう耐たえきれなくなって、千尋は立ち上がった。珍めずらしく苛立ちの滲にじんだ声に、二人も口をつぐむ。

「少し、考えさせて下さい。他にも、調べたいことがあるので」

「ちょ、待てよ千広！」

「アルバイトの時間なので、失礼します」

　千尋は二人の顔を見ないようにして、算術研究会の部室から出て行った。
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　とても穏おだやかで、鳥のさえずりが聞こえる、そんな朝だった。

　掃そう除じをするのだから天気がよくて助かったと、起おき抜ぬけにそう思った。

　向かった場所は、もう何年も人が入っていなかったらしく、床ゆかの上には埃ほこりと言うよりはもはや土といっても過か言ごんでないような塵ちりが敷しき詰つめられている。

　その上に散らばった大きな板を一枚一枚片づけながら、ため息をこぼす。こんなに重いものをいつまで一人で片づけていればいいのだろう。

　板は一回りずつ大きくなっていって、持ち上げるのが困こん難なんになっていく。両手で抱かかえ上げられるほどの板でもとても重かったのだから、こんな、自分の背せ丈たけよりも大きな板を、とても持ち上げることなんてできない。引きずっていけば、なんとか壁かべまで運べるだろうか。

　板の端はしを掴つかんでぐいっと引っ張り上げる。ぐん、と土の中に足が埋うまって、自分の身体からだが後ろに持って行かれる。もう一度引っ張るが、自分が板の下に入り込んでしまう。

　四つんばいになった自分の背中の上に、大きな板が乗っている。そしてその上に、見たことのある顔をした男が一人、乗っていた。

　自分よりも大きな板の上に乗った男なんて、振ふり仰あおいでも見えるはずがないのに、どうしてだかはっきりと見ることができる。

　男の名は──────

　つぶやいたとき、男は身体の力を失って、ぐにゃりと板の上に倒れ込んだ。そして板の中にどんどん溶とけ込こんでいく。

　重くて大きな板だけど、厚あつみはあまりない。すぐに男は板の下に突き抜けて、自分の背に直ちよく接せつのしかかった。

　板とは比くらべものにならないほど、重かった。

　人一人の人生が、これほどまでに重いものだとは────

　──知っていた癖くせに。

　男の声が聞こえた。違ちがう。自分の口から、男の声が聞こえてくる。

　──知っていて、選んだんじゃなかったのか？

　違う。

　──僕の、人生を。

　重みに耐たえかねた肘ひじと膝ひざが潰つぶれ、いつしか身体は土の中にずぶずぶと埋うまっていく。




　息ができなくて苦しくて目を覚さますと、そこは、自千分尋の部屋ではなかった。
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　館たて山やま千広のノートには、鋸南辰之輔の名が入った算額のある場所が記しるされている。すべてを網もう羅らしているわけではないだろうが、千広の筆ひつ蹟せきで挙あげられた名前は八つある。

　その内七つには算額の写真や、拓たく本ほんをコピーしたものが張はり込こまれていたが、一つだけ、写真も拓本もなく、ただ神社の名と所しよ在ざい地ちのみが記されているところがあった。埼玉県にあるというその神社を、三年間千尋は避さけ続けてきた。館山千広の研究を引き継いで卒業論文を完成させるのが贖しよく罪ざいだなどと言いつつ、この項こう目もくを埋めることを拒きよ否ひし続けてきた。

　あの神社へ行くと言うことは、あちらの世界へ戻る可能性も示している。数学の研究に没ぼつ頭とうする大学生から、秀ひで麿まろの世せ話わをするメイドとしての日々に戻る。メイドであることを苦に思ったことはないが、和算を知ってしまった今、ただ日々を過すごしていたあの頃に戻れるかと聞かれれば、簡かん単たんに答えは出せない。

　だからこそ三年もの間、あの神社のことは胸の奥おく深ふかくにしまっていた。館山千広の人生をそっくりそのまま借かり受けて、自分が千広として生きていくために。

　けれど、このまま辰之輔の一件をうやむやにしてしまっていいのだろうか。千広として生きていくというのならば、やはり原点に戻って憂うれいを払はらわなくてはならないのじゃないか。

　千尋が目をそらしてきたものを突きつけるように、悪あく夢むが千尋を襲おそった。

　全身汗あせに濡ぬれて目を覚さましたのは午前三時だった。

　シャワーを浴あびて人ひと心ごこ地ちついても寝ね直なおすことはできず、バッグから取り出した千広のノートを眺ながめていた。

　そうしてノートを見つめ続けていた千尋は、三年ぶりに、あの神社を訪おとずれる決けつ意いをしたのである。

　千広の家から電車で一時間ほどだが、千尋にとっては三年の距きよ離りだ。その一時間は、きっと今までのどの一時間よりも長く感じることだろう。

　しかし、算額を確かく認にんし、なにごとも起こらなければ、千尋はこのアパートへ帰ってこられる。大学に行って、鋸南辰之輔最後の算額について、論ろん文ぶんを書くこともできる。諒悟と一いつ緒しよに、和算の問題について議ぎ論ろんし合うことだってできるのだ。

　諒悟と一緒に。

「諒、悟……」

　胸の奥底に、あのもやもやとした感覚がある。諒悟と二人でいる自分を想そう像ぞうしたときに、いつも感じる正体のわからない感じ。

　千尋は時間を掛かけて靴くつを履はくと、立ち上がり、三年暮くらしたアパートを眺ながめ渡す。千広が最後にこの家を出て行ったときと、おそらくほとんど変わりはない。

　何の飾かざりもついていないこの鍵かぎも、三年前のままだ。

　扉とびらに鍵を差し込んだそのときも、千尋の中にはまだ迷まよいがあった。けれど、がちゃり、と重たい音が響ひびくと同時に、その迷いを振ふり払はらう。

　何もあちらに戻ると決まったわけじゃないのだから、そこまで悲ひ壮そうな決意をする必要はない。

「……千広……！」

「諒悟……？」

　アパートの階段を、諒悟が一いつ気きに駆かけ上がってくる。千尋の前で立ち止まった諒悟は、しばらく膝ひざに手を突いて、荒い呼吸をくり返していたが、やがて深呼吸を二度ほどすると、勢いきおいよくその身を起こした。

「諒悟、こんな早くにどうしたんだ？」

「お前こそ、どうしたんだよ」

「僕、は……」

「……なんだかお前がどっか行っちゃいそうな気がして……眠れなかった」

「……どっかって、どこだよ」

「わからない、そんなの。でもその前に、どうしても言っておきたいことがあって、それで走ってきたんだ」

　眉まゆを寄せ、顔に血を上のぼらせたその姿は、どう見ても怒おこっているようにしか見えない。しかし千尋には、諒悟を怒らせるようなことをした覚おぼえはない。強しいて言うならば、今黙だまってあの神社に行こうとしているということくらいだ。

「怒ってるのか、諒悟」

　素す直なおに疑問を口にした千尋に、諒悟は一いつ瞬しゆん虚きよを突かれたような表情をする。しかし、ぷっと吹き出して、にっこりと笑った。

「お前って本当、天てん然ねんだよな。そういうところが……その……」

「その？」

「だからその……好き、っていうか」

　再び顔を赤らめた諒悟は、言葉を探して目を泳がせている。

　時間が経たてば経つほど、あの神社へ行く勇気が萎なえてしまうような気がして、千尋はためていた息を吐き出すと、諒悟の顔を覗のぞき込こんだ。

「ごめん、時間がないんだ。もっと要よう点てんをまとめて言ってくれないか？」

「だからお前のことが好きだって言ってるんだよ！」

「諒悟が……僕のことを……？」

　二人でいたいと思ったあのときの、もやもやとした感かん覚かくが千尋の全身を覆おおう。心臓が意い識しきもしていないのに高たか鳴なっていく。

（……ああ、そうか……）

　これが、好きになるということだったのだ。

　ようやく得えられた解に、胸のもやもやが消えていく。代わりに何か温かいものが胸の奥からわき上がってきて、思わず微笑ほほえんだ千尋を見て、諒悟が更さらに顔を赤らめた。

「いつからかわかんないけどお前のことが気になって気になって仕方なくて、意識しないようにしようって思っても、どうしても気になって、そんなはずないだろとか、いろいろ考えて」

「諒悟、僕は」

「でも、好きなんだから仕し方かたないって、俺おれたち、男同士だけど、そんなのは」

　ふ、と電でん灯とうの紐ひもを引っ張られたような気がした。

　さっきまでの高こう揚よう感かんはどこにもない。

（諒悟は今、なんて言った……？）

　──俺たち、男同士だけど

　確かにそう言った。間違ったことは言っていない。今の千尋は男の身体からだを持っているし、諒悟にとって千尋は館山千広なのだから、男同士だ。

　でも、千尋は男ではない。女の身体を持って生まれて、メイドとして佐倉家に仕つかえて、十九年間女として生きてきた。千広の身体の中にいて、千広として生活していても、自分が女であるという自覚が完全に消えたことはない。

　諒悟のことを想おもうこの気持ちは、千広ではなくて千尋のものだ。

　男同士ではなくて、女の。

「俺──」

「……諒悟、名前を呼んでくれないか？」

「え？　名前、って……あの、千広？」

「そうじゃなくて」

「そうじゃないって、どうしたんだよ、千広。何言ってるか、わかんないよ」

「……千広、か。千尋とは、呼んでくれないんだね」

　これは借り物の人生なのだ。

　千尋の想いが成じよう就じゆすることはない。

　ここで生きていくというのは、そういうことだ。館山千広は男で、千尋ではないのだから。

　くっ、と喉のど奥おくで笑いが弾はじけた。おかしくはないのに、何故だか笑いが止まらない。

「千広？　……そ、そうだよな。男同士なんて、そんなの、お前はそんなつもりない──」

「諒悟」

　名を呼んだ千尋の顔を、きょとんとした顔で見上げた諒悟に、千尋は噛かみつくような勢いで唇くちびるを重ねる。

「……っ！」

　自分自身では諒悟とキスをすることはできない。身体を重ねることもできない。

　それが、館山千広の人生を奪うばう代だい償しようだったのだ。

「……じゃあね、諒悟」

　思いがけないキスに硬こう直ちよくした諒悟を千広の部屋の前に残し、千尋は始まりの場所へと戻っていった。
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『今宵こよいはぢんかうきに材を取り、解題とすも、上がりしは唯ただ一人、印いん西ざい伯はく爵しやくのみ。同門にあればさぞや師しもよろこばれよう逸いつ材ざいよ』

『身み請うけの話に惑まどう。そも花魁おいらんとて元の身に起こらざることなれば、考えても詮せん無なし』

『実なき算と言われし和わ算さんを極きわめんとした己おのれが、実を失いしは必ひつ然ぜんなるや。もはやおのが身は一つにあらず、子を宿やどすは男にあらず』

　それは、不ふ思し議ぎな日記だった。

　最初の頃ころは、自分の身に降りかかった出で来き事ごとにただ驚おどろき戸と惑まどうばかりで、逃げることも考えられずに女じよ郎ろう屋やへ来てしまったことが、混こん乱らんした筆ふでで綴つづられている。

　遣やり手て婆ばばのむごい仕打ち、同じ女郎仲間との確かく執しつ、女郎屋の日常が綴られていく頃には、どことなく諦てい念ねんが漂ただよい始めていた。

　しかし、最初の客が訪おとずれた夜、とっさに口をついて出た言葉が、その後の人生をまた大きく変えていくこととなる。

　今いま有ある太夫だゆうと呼ばれ、解題を操あやつる伝説の花魁として名を残した女性は、間違いなく鋸きよ南なん辰たつ之の輔すけその人だった。

　その名前が日記に登場することはなく、これはあくまで辰子という女性の日記になっているのだが、辰之輔の存そん在ざいを知っており、同じように女の身体に入ってしまった千ち広ひろには、それが辰之輔であることがわかる。

　印西仁ひと見みは約束通り、その日の内に薫かおるに今有太夫の日記を持たせて帰した。その日記をどう使おうと──火にくべようと池に沈しずめようと、もちろん元のまま返そうとも好きにしてもらって構かまわないと、そう言ってくれたらしい。

「もう読んでしまった本だから、千ち尋ひろちゃんにあげるって」

「本当に、よろしいんですか？」

「心配しなくても平気。別に無む理りな条件を僕に課かしたりしてないから」

　日記を渡わたしながら、薫はそう言ってからからと笑っていたが、それはきっと嘘うそだろう。印西仁見は先せん祖ぞと同じく身分など気にしてはいない。庶しよ民みんである薫を気に入って、本気で狙ねらいをつけている。日記一つで千広を遠ざけられるのなら、安いものだと、そんな風に想おもっているのかもしれない。

　自じ室しつのベッドの上で、もう一度頭から読み直そうとしたそのとき、千広はその日記帳の妙みような感かん触しよくに気がついた。

　日記帳は和わ綴とじ本の形けい態たいで、袋ふくろとじになっている。その折おり目は一方にだけつけられるので尖とがり、間に指を差し入れても、ぽっかりと膨ふくらむことはない。

　けれどこの日記帳の折り目は潰つぶれていて、裏うら表おもてに折り返されたように見える。首を傾かしげながら数頁ページめくったところで、千広はさらなる異い変へんに気がついた。

「ここの字……なんだか濃くないか……？」

　どうということはない文字が潰つぶれて見えたり、紙が灰色っぽく色づいているように見える場所があるのだ。

　ためしにもう一度袋とじのその間に指を差し入れた千広は、思わず「あ」と声を上げてしまった。

「裏にも……？」

　袋とじにするのだから、当然紙は片面しか使えない。しかしこの日記帳は違う。もともと別のものが書いてあった紙を裏返して、日記帳に仕し立たて直している。

「燃もやしてもいいなら……ばらしても構わないか」

　そう結けつ論ろんづけて、千広はナイフを取ってくると、和綴じのその糸の間に、慎しん重ちように刃やいばを滑すべり込こませた。年代物の糸は抵てい抗こうなくふっつりと切れ、すぐに日記はばらけてしまう。

　頭から一枚一枚袋とじをひっくり返していった千広は、ようやくそこに、鋸南辰之輔を発見した。

「遺い題だい……」

　今有太夫の解題ではなく、術文も解も書かれていない、問題しか書いていない遺題だ。その中のいくつかは、あの神社の中で解とかれている。きっと、女の身になっても、関せき真しん流の門人として遺題を作り続けることをあきらめきれず、こうしてこつこつと書きためていたのだろう。それが辰之輔を花魁という高みまで運んだのだから、まさに芸は身を助たすく、といったところか。

　最後の一枚をひっくり返した千広は、思わずそれを床ゆかに取り落としてしまう。慌あわてて拾ひろい直そうとしたが、手が震えて上う手まくいかない。

　床に座り込んで、なんとかつまみ上げたその日記の裏面にあったのは、千広があちらの世界で最後に見た、あの算さん額がくの遺題と同じ図形だった。その隅すみに、表の流れるような筆ひつ跡せきとは違う、少し震ふるえているような文字で『関真流門人　鋸南辰之輔』の署しよ名めいが入っていた。

「これが、辰之輔の最後の足そく跡せきか」

　数冊の著ちよ作さくと、十数枚の算額、日本数学史にほんの一行触ふれられるだけの、無名に近い和算家は、この地で伯爵夫人となり、二人の子を産んでその生しよう涯がいを終えた。

　帰ると言うことを考えなかったのか……吉よし朗ろうと出で逢あう前の千広のように、あきらめてしまったのか。

　このまま元の世界に戻れなかったら、千広もメイドの館たて山やま千尋として生きて行かなくてはならない。いずれ誰だれかと結婚して、子どもを産むことになるのかもしれない。

　今有太夫は、千広がなるかもしれなかった自分だ。

　千広は辰之輔の署名をじっと眺ながめる。気のせいか、輔という字の輪りん郭かくが滲にじみ、ぼやけていた。

　今一度遺題を見やる。

　乙円と乙円とが交こう差さしてできた空くう間かんに別の丙へい円があり、それがまた外から来た大きな甲円で分割されている。丙円の分割された部分の面めん積せきと、甲円の直ちよつ径けいを求める。前ぜん提てい条じよう件けんは乙円の外周と、乙円二つで作られる空間に丙円を埋うめた残りに差し込まれた、丁てい円の面積だ。

　あのとき、丙円の直径を出すところまではいったが、どうしても甲円の直径がわからなかった。それを考えあぐねていて石いし段だんを転ころげ落ちてしまったのだ。

「う……ん？　同じじゃない……？」

　よくよく見ればそれは、まったく同一の図形とは言えなかった。三年前の記き憶おくではあったが、あの算額とは確かく実じつにどこか違っている。

「もしかして条件が増えてるのか……？」

　必死に思い出そうとするが、そうすればするほど、形は曖あい昧まいになって散っていく。

　日記の裏書きに付された問題文には、条件は足たされていない。それだけではまだ不十分で、解答を導みちびき出すことはできない。

「これが算額になっていれば──」

　言いかけて、千広は立ち上がった。まだすべての算額を調べたわけではない。あの日神社で調べている最中に、薫が迎むかえに来て、全部を見終えてはいなかった。

　けれどこの算額は、絶対にあの社やしろに存在するはずだ。いや、存在していなくてはならない。

「千尋は、これを見たはずだ……絶対に」

　窓の外からは小鳥のさえずりが聞こえてくる。日記を読んでいる内に、夜が明けてしまったようだ。そろそろミーティングに備そなえて、起きてくる者もいるだろう。

　今すぐにでも神社に飛び出していきたいけれど、この間の二の舞まいはごめんだ。自分のいない間に、また諒りよう子こが転ころんで怪け我がでもしたら────

　そこまで考えて、千広ははっと我われに返かえる。

「諒子が転んで……怪我をしたら……？」

　同じ屋根の下にいても、この広い館やかたの中では、そうしょっちゅう諒子と顔を合わせることはない。どこかで諒子が転んでも、いつも千広が受け止められるとは限らない。

　千広が神社にいようが地下室でボイラーを磨みがいていようが、諒子は転ぶときには転ぶし、怪我もしてしまうだろう。

「僕は何を……」

　遺題の手がかりを得たことで、少し混乱しているのかもしれない。

　千広はバスルームの鏡かがみでもう一度ヘッドドレスのチェックを済すませると、誰だれよりも早くミーティングに出ようと、部屋の扉とびらを勢いよく開ける。

「きゃあ……っ！」

　ごん、と鈍にぶい手て応ごたえがあって、廊ろう下かに何かが転がる音が聞こえた。

「……諒子!?」

「お……おはようございます、千尋、さん……」

「……とにかく、部屋の中へ。まだ眠っている人もいるかもしれない」

「は、はい……」

　諒子を引っ張り込んで扉を静かに閉め、千広はため息をついた。

（受け止めるも何も、自分が怪我させてどうする）

「すまなかった。また同じ事を」

「ち、違います！　千尋さんが悪いんじゃないです。だって、こんな時間に、外に誰かいるなんて、思わないですよ」

「おでこ……赤くなってる」

「あの……今出すのはかえって恥はずかしいんですけど、ずっと返しそびれてて……」

　諒子がおずおずと差し出したのは、水色のハンカチだった。前に同じように千広が部屋の戸で諒子のおでこを殴なぐりつけてしまったとき、冷やすために貸かしたものだ。

　千広は苦く笑しようしてそれを受け取ると、バスルームで水に浸ひたし、軽く絞しぼって戻ってきた。濡ぬれたハンカチを見た諒子は、はぁと大きなため息をついた。

「……やっぱり、そうなりますよね」

「それが、このハンカチの役やく目めなんだろうね」

　千広はハンカチを諒子のおでこに載のせ、その上から自分の手をあてがう。必ひつ然ぜん的てきに少し上うわ向むきになった諒子の顔をそのままじっと見つめていると、次し第だいに諒子の顔全体が赤らんできた。

「諒子？」

「あ、ち、違うんです！　これはぶつけたとか、そういうんじゃなくて、その」

「ああそうか。せっかく冷やしてるのに、手を当ててたら、温まってしまうね」

　千広がハンカチだけを残して手を離はなそうとしたとき、その手首を諒子ががしっと両側から捕とらえた。まるで真しん剣けん白しら刃は取どりのようだと、千広は吹き出しそうになったが、真剣なのは千広の腕うでではなく諒子の顔で、わき上がってきた笑いをすんでの所でのみ込んだ。

「は、離さなくて、いいんです……！　離さないで……くだ、さい」

「……諒子……？　大丈夫？」

「大丈夫……じゃないかも、しれません……私。ここへ来てから、ずっと、大丈夫じゃないんです」

　千広の脳のう裏りに、段だん差さでつまずき、トレイをひっくり返し、扉に弾はじかれて吹っ飛んでいく諒子の姿がよぎる。

　そして、千広自身が見たわけではないのに、鮮あざやかに浮かび上がる、階段を落ちる諒子。

「……確かに、怪我もしたしね」

「えっ!?　あ、あの、そういうことじゃなくて！」

「でも」

「わわわ私！　……私、千尋さんのことが……」

「私のことが？」

「千尋さんのことが………………………………好き、です」

　諒子は今にも火を噴ふくのではないかと思うほど、真っ赤な顔をしていた。濡れたハンカチを通して、その熱が伝わってくる。

　けれど、そのハンカチ一枚の厚あつみが、今はもどかしい。

「手を、離してくれるかな」

「……え」

「手を」

　静かにくり返す千広に、諒子はみるみる顔を歪ゆがませていく。心持ち垂たれたその目には涙なみだが滲にじんで、不ふ意いに力が抜けたようにばたりと両腕を下に落とした。

「ごめんなさ──」

　言いかける諒子の口を塞ふさぐように、千広は抱きしめていた。手を捕らえられていてはできなかったから、どうしても離してもらわなければならなかった。

　千広の胸の辺りで、諒子が何かもごもご言っていたが、エプロンに吸い込まれてしまうのか、聞き取れない。

　その熱を惜おしむようにゆっくりと身を離はなすと、諒子は目を大きく見開いて、千広を見上げている。あんまり大きく開くものだから、その目め尻じりからとうとう涙がこぼれ落ちてしまった。

「千尋、さん……私」

「涙が」

　すくい取ろうとして再び身を寄せると、諒子はその瞼まぶたを閉じる。涙が見えなくなって、代わりに濡れたように色づく唇くちびるに、千広の目が釘くぎ付づけになった。

　千広は諒子の背に回していた右手を外し、諒子の頬ほおに手を添そえて軽く上うわ向むかせる。千広の手のひらに涙に濡れた頬が熱を増ましていくのが伝わってくる。

　その瞬しゆん間かん、千広は凍こおりついたように動けなくなってしまった。

（僕の……手のひら、だって……？）

　今、諒子の頬に当てられているのは千広の手ではない。これは、館山千尋の手だ。彼女を抱いている腕も、キスしようとしたこの唇も、感かん覚かくのすべては千広に通じているが、それでもこの身は千広のものではない。

『この子のこと、全部教えて下さい』

　今はもういない千広の友人は、かつて写うつし身みに宿やどってしまったとき、千広にそう言った。彼は吉よし香かであろうとしたけれど、吉香になろうとはけしてしなかった。その身体は預あずかりもので、自分のものではない。そのスタンスを、ずっと貫つらぬいていた。

　三年という月日に甘えるのは簡かん単たんだ。でも、彼が三年間をここで過すごしていたとして、果はたして吉香になっただろうか？

　きっと彼は、いつまでも彼のままでいたにちがいない。自分の身体からだを取り戻すまで、自分として振ふる舞まうことはお預あずけにして。

「……千尋、さん……？」

「すまない……諒子」

　千広は未み練れんがましい右手を引きはがし、一歩後じさる。温もりを失った諒子が驚おどろいたように千広を見上げていたが、もう一度「すまない」とくり返して、千広は部屋を出る。

　廊下に出るなりたまらず駆け出した千広は、玄げん関かんホールに飛び出し、そこにいた人ひと影かげにぶつかりそうになってしまう。慌あわてて急ブレーキを掛けると、棒ぼう立だちになっていたその人影は、ほっとしたように息を吐はいた後、千広の顔を見て声を上げた。

「千広さん!?　どうしたんですか、走ったりして」

「……吉よし香か」

「千広さんが走ってるところなんて、初めて見ました。何かあったんですか？」

「吉香こそ、こんな時間に」

「なんだか眠れなくて、早はや起おきしちゃいました」

　あの溶とけそうな笑みを浮かべて、吉香は手の中のモップを振ってみせた。

　その笑みは、こちらまで幸せにしてくれそうな甘あまさがあったのに、どういうわけか今は、とても辛つらい。

「吉香。本当に今幸せなのか？」

「……え？」

「あちらの世界で手を繋つないだ、その思い出が幸せにしてくれると、だから大丈夫だと、そう、言っていたけど」

　それでようやく理解したのか、吉香はにっこりと笑ってうなずく。

「はい。本当ですよ」

「その手が、君の手でなかったとしても？」

「私の……手？」

「あちらの世界で手を繋いだのは、吉香じゃなくて吉朗だろう？　繋いだ相手は、真ま琴こと様じゃなくて、女の子の麻ま琴ことだ。違うか？」

　吉香の顔に、戸と惑まどいの表情が浮かぶ。モップを掴つかんだ手を、じっと見つめている。

「吉香」

　びくり、と肩を震ふるわせた吉香は、おそるおそるというように、千広を見上げた。

「君は君自身の手で、こちらの世界の真琴様の手をちゃんと掴まなくちゃいけない」

「でも」

「君が想おもっているのは……護まもりたい人は誰だれだ？」

「──それは」

「……その人の手を、けして離しちゃいけない」

　千広はそう言って、くるりと踵きびすを返す。呆ぼう然ぜんと見送っていた吉香は、珍めずらしい千広の足あし音おとで我われに返り、慌てて後ろから声を掛かける。

「千広さん、どこ行くんですか!?」

「……始まりの場所へ」










　あの日以い来らい、エプロンには常つねに神社の鍵かぎが入っていた。

　行きたくて行けなくて、でもいつか行かなければならない場所だった。

　三年ぶりに開いた錠じようは固かたかったけれど、今はもう抵てい抗こうなくするりと回る。

　東の空から昇ってきた太陽が、社やしろの中に赤い光を差し込む。十分とは言えない光こう源げんの中、千広は一枚一枚算さん額がくを確かめていって、やっと奥までたどりつく。

「川崎の観かん音のん堂どう」

　ばたん、と算額を一枚、手て前まえに倒たおす。

「日記の裏の遺題」

　また一枚、その上に倒す。

「『塵じん劫こう記き』」

　三枚目が倒れたとき、スライディングのように下側に滑すべり込こまれた最後の一枚が、バランスを崩くずして手前に倒れてくる。舞まい上がる埃ほこりに思わず目をつむって咳せき込こんだ。

「……あれは」

　やがて埃の中から、手前の四枚よりも二回りほどサイズの小さい額がくが姿を現あらわす。それは紛まぎれもなく、千広があちらの世界で見た辰之輔の遺い題だいであり、彼が今有太夫として残した日記の裏書きに記した、最後の遺題だった。額の最後には、『辰』という署しよ名めいがある。

　それが辰之輔の辰なのか、辰子の辰なのか、それは本人にしかわからないことだが、千広にはそのどちらにも見えた。辰之輔である自分を置いていくための、辰子として生きることを始めるための、その両方を祈き願がんした算額だったのではないだろうか。

　千広は算額を抱かかえて社を出ると、朝日の下でその遺題に挑いどんだ。

「……この支し線せんか……！」

　千広が感じていた違い和わ感かんはこれだった。あちらの算額にはない支線が一本、図にはかき足されている。そのたった一本が、遺題を計算可能なものにしている。

「なるほど……鋸きよ南なん辰之輔の遺題を今有太夫が継ついだ遺題、ということか」

　にやりと笑って、錆さびついた脳のうを回かい転てんさせる。

　丙円の直ちよつ径けいはもう出ているから、分割された部分の面積はすぐに計算できる。残る甲円の直径も、あの支線のおかげで算出できる。

　美しい図形を言葉で言い表し、解を促うながす。日本でなければ生まれ出なかった和算という文化は、触ふれずに三年を経へた今も、千広を強く引きつける。

　いつか必ず、あちらへ帰る。

　そうして、辰之輔の足そく跡せきを明らかにする。散さん逸いつした遺題集を見つけ出し、日本数学史に注ちゆう釈しやくではなく、太字でその名を刻きざみ込こませるのだ。

　腹の前に抱えた算額を見つめて、千広はくつくつと笑う。それは随ずい分ぶんと励はげみになる夢だ。

「千尋ちゃん？」

　太陽を背に近づいてくる人影に、千広は目を眇すがめた。顔はよく見えないが、声でわかる。

「……薫様？　また徹てつ夜やですか？」

「まあ、そうだけど……あの日記のことを聞こうと思って、君の部屋に行ったらいなかったからもしかしてと」

「ああ、それは失礼しました。実は、日記に面白い仕し掛かけがあって──」

　言いかけて、千広は見せてしまった方が早いと算額を抱え直す。しかし、皺しわのないエプロンの上で、算額の縁ふちは滑すべり、落っこちそうになる。

「おっと」

「……あぶない、千尋ちゃん──────！」

　一いつ瞬しゆんで声は遠とおのいて、随分と薫との距離は離れてしまう。掴んだと思った算額も結局石段の上で落としてしまって、自分だけがこうして、落らつ下かしている。

（せっかく、答えがわかったのに）

　そう思った瞬間、身体からだが強く前後にぶれた。石段の上で、身体が跳ねているのを感じる。それなのに不ふ思し議ぎとちっとも痛みを感じなかった。

（……頭を打って答えを忘れたりしないだろうな……まさか）

　遠いところで、同じように転ころがり落ちている人の姿を見つける。スカートだからあれは女性だ。一瞬、諒子の泣き顔が浮かぶが、彼女のワンピースは深しん紅くだからあれは諒子じゃない。

　漆しつ黒こくのワンピースに水色の髪、そして開かれた瞳ひとみは蒼あお。千広がよく知っている女性だった。

（……え……？）

　この三年、鏡かがみ越ごしに見ていたその姿とは、微び妙みように違っている。驚おどろく千広を見て、彼女も驚いているようだった。

『まさか』

　同じ形に唇くちびるが開いた。そして同時に、石段の上の方を見上げる。

　三年前、石段を落ちながら甲円の直ちよつ径けいのことを考えていた。

　そして今、石段を落ちながら、答えがわかったことを喜んでいる。

　それでも手て放ばなしで喜んでいるわけではない。答えがわかって、自分の生まれた世界に戻る代わりに、残していかなければならないものがある。

（さよなら……諒子）

　次し第だいに視界は闇やみに塗ぬり込こめられていき、懐なつかしい身体が見えなくなっていく。その刹せつ那な、彼女の顔が不ふ敵てきに微笑ほほえんだように見える。

　その意味を思いつく間もなく、千広の意い識しきも闇にのみ込まれていく。胸に鋭するどい痛みを覚えて息が詰つまり、そして、完全に意識を失った。







　エピローグ







　既すでに四年生になるというのに、学祭に出るのはこれが初めてだった。正確には学祭ではなく駒こま場ば祭さいと言うべきだろうが、初めての駒場祭を迎むかえる半年も前に、千ち広ひろはあちらの世界に行ってしまった。

　祭りというだけあって、屋や台たいがひしめき合い、香こうばしいソースの匂においが漂ただよっている。路ろ上じようパフォーマンスを行っているグループもいるので、実に賑にぎ々にぎしい。学内のみの閉へい鎖さ的てきな催もよおしではなく、地ち域いき社会に開かれているため、日ひ頃ごろ大学では見かけないような小さな子どもが走り回っていたり、どこか懐なつかしむような目で学がく舎しやを見ている夫婦などもいる。

　千広も、三年ぶりに訪おとずれる大学はさぞ懐かしいだろうと、待ち合わせよりも早く来てキャンパスを歩き回ってみたのに、三ヶ月しか通っていなかったせいか、懐かしむには思い出が足たりない。千広は手近な建物を見上げて苦く笑しようした。

　それにしても、日本一有名な大学の学祭とはいえ、随ずい分ぶんと人出が多い。千広は人の流れに逆さからうように、約束の場所である正せい門もんへと急ぐ。わかりやすい名前の最も寄より駅から比ひ較かく的てき近く、間ま違ちがいようがないだろうと選んだ場所だったが、それは誰しも同じことで、正門付近は人だかりができていた。

　果たして二人を見つけられるだろうかと、辺りを見回していた千広だったが、ぶんぶんと勢いきおいよく手を振っている人物に気がついて口くち許もとをほころばせた。

「千広さーん！」

　名を呼んだ少年は、まっすぐ千広の下に駆かけてくる。その右手の先は少女の手に繋つながっていて、ぐんと引っ張られた少女はたたらを踏ふんで、少年を軽く睨にらみつけた。

「よーちゃん、ちょっと待って！」

「ご、ごめん」

「じゃあ行くわよ」

「え……っ!?」

　今度は少女が先に立って少年を引っ張って走る。二人のやりとりを見ていた千広は、思わず吹ふき出だしてしまった。

「こんにちは、千広さん」

「こんにちは、麻ま琴こと様」

　笑いをかみ殺し、わざとかしこまってそう言うと、麻琴は笑いながら千広を見上げた。

「様はやめて下さい」

「主しゆ導どう権けんを握にぎっているあたり、真ま琴こと様みたいだったよ」

「そんな……主導権なんて握ってませんよ」

「じゃあ、普段は吉よし朗ろうがリードしてるんだ？」

　そう言って麻琴の一歩後ろに立つ吉朗を見やると、ぐっと答えに詰つまっている。千広は麻琴と目を合わせると、声を立てて笑った。

「俺おれたちのことはいいんですよ、もう！　それより千広さん、身体からだのほうは？」

「おかげさまで。ほんのちょっとあばらにヒビが入っただけだからね。無理しなければ全然大だい丈じよう夫ぶ。──まだちゃんとお礼を言えてなかったね。本当にありがとう、二人とも」

　あの長い石段を転げ落ちた千広が意識を取り戻したとき、目の前にあったのは、初めて見るのにどこか懐かしい少年と少女の顔だった。痛みにぼんやりと霞かすむ頭は、はっきりと考えもせずにその名を呼んだ。

　その途と端たん、両手の先にものすごい痛みを感じ、一気に目の前のもやが晴れた。見れば二人がそれぞれに千広の手を握りしめている。

「千広さん、千広さんでしょう!?　俺、わかりますか!?　吉朗です、千広さん！」

「千広、さん！　麻琴です。目を閉とじないで、千広さん！」

　男の子の姿すがたをした吉朗と、髪の長い麻琴──その意味を悟さとった瞬間、千広の目は熱いものに覆おおわれた。三年間、一度も感じたことのない熱が止めどもなくあふれ出して、頬ほおを濡ぬらしていく。

　それが、こちらへ帰ってこられた喜びなのか、それとも去ってきた世界に遺のこしてしまった想おもいを愁うれうものなのか、二週間過ぎた今になっても、答えは出ない。

　救急車を呼び、病院まで付つき添そってくれた二人のおかげで、千広は大事に至いたることもなく、生を受けたこの世界に戻ってくることができたのである。

「あれは、借かりを返しただけです」

「借り？」

「俺があっちでなんとかやれてたのも、こっちへ無事に戻ってこられたのも、全部千広さんのおかげだから……まあちゃんとこうして、一緒にいられるのも」

　目を見み交かわす吉朗と麻琴の間には、確かに通じ合うものがあって、それは真琴と吉よし香かが交わす想いに勝まさるとも劣おとらない。

　一瞬、ちり、と胸の奥をかすめる何かを感じるが、千広はため息とともに吐はき出だす。初めての想いは、あの闇やみの中に置いてきた。借り物の人生では、成じよう就じゆできない想いなのだから。

「俺のほうこそ、千広さんにたくさんお礼言わないとって思ってたから」

「よーちゃんって、とんでもなくドジメイドだったから、千広さんには迷めい惑わくかけちゃいましたよね」

「ま、まーちゃんだって、千広さんのことこき使ってたくせに！」

　子犬のじゃれ合いのような掛かけ合あいに、知らず笑えみがこぼれる。
















「……千広、君……？」

　不意に横合いから戸と惑まどうような声をかけられて、千広は声の主ぬしを見やる。記憶の中よりも髪かみは伸のび、前よりも一段ときれいになっていたようだけれど、その顔立ちはよく知る誰かにそっくりだ。

「馨かおる……先せん輩ぱい」

「どうしてたのよ、二週間も！　全ぜん然ぜん連れん絡らくとれなくなったから、また前みたいに怪け我がでもしたんじゃないかって心配してたのよ」

「すみません……ちょっと、ばたばたしてて」

「元気ならいいの。それより、この子たちは？　随ずい分ぶんと親しい友だちみたいだけど」

「ええまあ。来年後こう輩はいになるかもしれないんです」

　しれっと言う千広に、吉朗が慌あわてて飛び出してくる。

「何言ってんですか、千広さん！　なれるわけないでしょう！」

「何も吉朗がとは言ってない」

「あ」

「私だって無理ですよ」

　高校生の二人連れと楽しそうに会話している千広を、馨はしばらく目を丸くして眺ながめていたが、やがてにっこりと笑ってこう言った。

「……私の好きな千広君が、戻もどってきた」

「……え？」

　似にて非ひなる世界に行った千広と、似て非なる世界から来ていた千ち尋ひろ。その尋じん常じようではない状じよう況きように、まさか馨が気づくはずはない。

　それでも馨は、たった三ヶ月の付き合いしかなかった千広が、別人になっていたことに気づいていた。

　──気づいてくれていた。

　側そばで聞いていた吉朗たちも、顔を見合わせて驚おどろいている。

　薫かおるも人の心の機き微びに聡さとい人間であったけれど、やはりそういうところも似るのだろうか。

　いつか、話をしてみるのもいいかもしれない。馨によく似た弁べん護ご士しが住む、もう一つの世界の話を。和わ算さんが存そん在ざいしない世界だと言ったら、きっと馨は驚くに違いない。

「あーっ！　千広！」

　不意に上がった大声に、一同は顔を上げる。少し離はなれたところから猛もうダッシュでやってきた男の顔を見て、千広の鼓こ動どうが一いつ瞬しゆん高鳴る。心持ち垂たれ目めの、愛あい嬌きようのある顔立ちは、男女の別はあってもよく似ている。

「お前どこ行ってたんだよ！　俺に一ひと言ことの相談もなく」

「あら、諒りよう悟ご君にも言わなかったの？　親友なのに」

　馨がからかうように言うと、急に顔を赤らめた諒悟は、あらぬ方へ目をやり、ぼそりとつぶやいた。

「し、親友なんかじゃ、ないっすよ」

「ほら、二週間も放ほうりっぱなしだから、諒悟君怒おこっちゃったわよ」

「ち、違います！　そうじゃなくて、俺たち、その」

「俺たち……？」

「こ、恋人同士だから……！」

　千広たちを中心に半径五メートル圏けん内ないから、音が消えた。

　たまたま近くを通りかかった人たちまで、諒悟の大声を聞くともなしに耳にしてしまって、その動きを止めている。

　馨もまた状況がわからず、ゆっくりと千広を見上げる。しかし当の千広本人は諒悟と会うのは三年ぶりなので、一体何があったのかまったくわからない。

「えーっと、諒悟……？」

「あ、ごめん！　俺勝かつ手てに言っちゃって。でも、キスしてくれたんだから、いいんだろうって、そう思って──」

　再び、辺りは静まりかえった。たっぷり一分近く経たってから、ようやく諒悟の台詞せりふをのみ込めた吉朗たちが、千広と諒悟とを交互に見やりながら、声を上げる。

「キ、キス……!?　しかも千広さんから……!?」

「千広さん……そう、だったんだ……」

「先、越こされちゃったわ。これからじっくり落とそうと思ってたのに」

「だめですよ、馨先輩！　千広は俺のものなんだから」

　きらきらと輝かがやく瞳ひとみで言われて、千広は眉まゆを寄よせる。

　千尋のために思いとどまったというのに、千尋は想おもいのままに突き進んだらしい。あのときの不ふ敵てきな笑みは、これを意味していたのだろうか。

　このとんでもない遺題をどう解ときほぐしていったらよいものか、千広は内心頭を抱かかえる。それでも、千広と同じく心を残しながら帰っていった千尋の気持ちが理解できてしまうから、彼女を恨うらむことはできない。

　できないけれど。

「行きましょうか、馨先輩」

「あら、彼氏はいいの？」

　にやりと笑う馨の肩に手を掛かけて、吉朗たちを促うながし、正門の中へと入っていく。一人残されそうになった諒悟は、情なさけない声を上げて、慌あわてて追いかけてくる。

（これくらいの意い趣しゆ返しは許されるだろう）

　笑った拍ひよう子しにヒビの入ったあばらが悲ひ鳴めいを上げるが、この痛みはすべて千広自身のものだ。

　これからのすべてが、自分自身の手の中にある。

　千広は澄すみ切きった空を見上げ、深く息を吸い込んだ。





終









　あとがき







　あとがきというのは、うかつに書くものではないなと思った数ヶ月でした……。

　担当のＫさんに『あとがきの千ち広ひろの話ってどういうものですか？』と聞かれ、メールで簡単なあらましを書いて送ったところ、『すぐさま詳しよう細さいなプロットを作るように』と言われました。

　出す宛あてもないのにこんなの見てどうするんだ？　とか、いくらなんでも和わ算さんはアウトだろうなと思いつつプロットを送ってみたら、アウトどころか、あれよあれよという間に本を出すことになっていたのでした。

　ちなみに、同じく前作のあとがきに書いてあった先々代の話については、





　　鷹たか野の　「先々代付きのメイドだった千ち尋ひろは先々代の××××で、入いれ替かわった千広も×××を逃のがれられず、何度か×××したのを、その後計けい略りやくで────」

　　担当Ｋ『ずっと裏設定のままにしといて下さい』

　　鷹野　「その計略っていうのが焼き芋いも────」

　　担当Ｋ『ずっと裏設定のままにしといて下さい！』






　というＫさんの強い希望で、裏設定として世には出ないことになりました。伏ふせ字じの部分については、皆様のご想像にお任まかせします。




　和算はいつか扱あつかってみたいと思っていた題材でした。興きよう味みを持ったきっかけは、今から十年近く前、フジテレビの深夜枠わくで放送されていた『Ｄの遺い伝でん子し』というドキュメンタリー仕立てのドラマの中の一いつ編ぺん、『消えた和算家』です。正直、羽は賀が研けん二じが演えんじてたってこと以外、細かな筋すじ立だては覚おぼえてないんですが、神社で和算対決するくだりに妙みように引きつけられたのでした。

　根っからの文系で、暗算すらおぼつかない私には、和算そのものにのめりこみたくてものめりこむだけの能力はないんですけども、はまる人の気持ちはよくわかります。方程式が解とけたときってすごく楽しい気分になりますよね。意味もなく、来る日も来る日も数学の問題集解いてたこともあったなぁ。それなのになんで、追つい試しになったりしたんだろう……。




　今回は千広＆千尋の物語でしたが、先月、月刊ドラゴンマガジン増刊『ファンタジアバトルロイヤル』という雑誌で、春はる生きが主役の短編を書かせていただきました。一巻と二巻の間のささやかな（？）日常で、本編とはまた違ちがった雰ふん囲い気きの佐さ倉くら邸ていを書くことができて、とても楽しかったです。

　この短編にしても、今回の本にしても、降ふって湧わいたようなお話で、これもひとえに一巻を読んで下さった皆様方のおかげだと思います。本当に幸せなメイドたちです。




　最後に、前作のあとがきからこの話を拾い上げて下さった担当のＫさん、ありがとうございました。いろいろ迷めい惑わくかけてすみません！　千尋が先々代の××××だったってことは、墓はか場ばまで持っていきますからご安心下さい。

　そして、お忙しい中またまた挿さし絵えを引き受けて下さった和泉いずみつばすさん、まさか千広の絶ぜつ対たい領りよう域いき（眼福！）が見られるとは思いませんでした。和泉さんあっての『ご主人様』です。本当にありがとうございました。

　実はまだ書きたいエピソードもあったりしますが（裏設定ではなく）、ここでうかつなことはもう書きません。

　けれど、皆様にまたお目にかかることができたら幸いです。
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